
  [image: ]


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    処刑された賢者はリッチに転生して侵略戦争を始める


    
      結城絡繰

    


    
      イラスト　白狼

    

  


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]


  
    目次


    



    １　英雄の末路


    ２　賢者は気付き、覚醒する


    ３　新たな魔王


    ４　止まらない侵略


    ５　魔王の宣言


    ６　奇妙な抵抗者


    ７　幹部達は集う


    ８　魔王の宿敵


    ９　賢者は剣に誓う


    10　正義の衝突


    11　運命は覆る


    あとがき

  


  [image: ]


  
    
      [image: ]

    


    



    



    　晴れ空の下、私は断崖絶壁に立っていた。


    　視線を少し落とせば、漂う瘴しよう気きの霧が一面に望める。


    　底は見通せないが、かなりの高さがあることは間違いない。


    　ここは死者の谷と呼ばれる場所だ。


    　私はその縁ふちに立たされている。


    　すぐそばには、私にとって大切な人がいる。


    　過酷な使命を共に切り抜けた仲間であり、唯一無二の憧れだ。


    　私の隣に並ぶ彼女は、勇者であった。


    　かつては太陽のように温かな笑みを浮かべていたが、今は陰りと諦あきらめを滲にじませている。


    　その事実に胸が痛むも、私には何もできない。


    　無力な自分を再認識するばかりだ。


    「邪悪なる化け物めッ！　よくも裏切ったな！」


    「よくも戻って来れたものだ！　この外道どもが！」


    「お前らは国の恥だ！　早く死んじまえ！」


    　自己嫌悪に苛さいなまれていると、無数の罵ば倒とうが浴びせられた。


    　私は視線を背後に移す。


    　そこには民衆が立ち並んでいた。


    　ざっと数えても百は下るまい。


    　彼らは口汚い言葉を私達たちに投げながら、容赦なく石を投げつけてくる。


    　石は背中や頭に当たり、鈍い痛みを与えてきた。


    「……っ」


    　私は歯を食い縛って耐える。


    　隣に立つ彼女が我慢しているからだ。


    　膨れ上がる感情を懸命に抑える。


    　投石を受ける中、私は手足の枷かせを意識する。


    　枷は魔封じの力を秘めていた。


    　この拘こう束そく具ぐのせいで、私は魔術を使うことができない。


    　賢者とまで呼ばれた過去の栄光や実績など関係なく、今はひたすらに無力な男であった。


    　その事実に情けなくなる。


    「──静粛に！」


    　非情な現実を噛かみ締めていると、鋭い声が場を打った。


    　それに合わせて民衆の罵ば倒とうと投石が止まる。


    　私は小さく息を吐く。


    　民衆からやや離れた地点に、上等なローブを纏まとう初老の男がいた。


    　彼はこの国の宰さい相しようである。


    　胸を張って立つ宰相は、掲げた羊よう皮ひ紙しの内容を読み始めた。


    「勇者クレア・バトン。賢者ドワイト・ハーヴェルト。これすなわち、世界を闇に沈めんとする魔王を討とう伐ばつした者の名である。この二名は稀き代たいの英雄であり、人類の英知を象徴する存在──だった」


    　そこで言葉を切った宰相。


    　次の瞬間、彼は目を見開いて叫ぶ。


    「しかし！　かつての英雄の魂は腐り果てたッ！　両名は次代の魔王となり、世界を混乱の渦に落とそうと画策したのだ！　よって我々は、この二人を死者の谷へ追放せねばならんッ」


    「それは違う！」


    　私は思わず反論する。


    　怒りのあまり、反射的に声を上げてしまったのだ。


    　民衆の視線が私に集中する。


    　そこに少なくない憎悪を感じた。


    　拘こう束そくされた手足を煩わずらわしく思いながら、私は身体からだをひねって民衆の方を向く。


    「私達たちが次代の魔王など、そんなわけがない。誰かの陰謀だ。私達は魔王を討伐しただけだ。ただ世界を救いたかっただけで──」


    「嘘うそをつくな！　お前達は悪魔だッ」


    「信じていたのに！　なぜ裏切ったんだ！」


    「さっさと死ね！　死体に糞くそを撒まいてやる！」


    　再び罵倒の嵐が訪れた。


    　私の必死の訴えは、たちまち掻かき消される。


    　何を言おうと意味がない。


    　それを悟るには十分すぎる光景であった。


    　私が深い絶望に浸っていると、再び場に静寂が漂う。


    　人々の視線は、宰相のそばへと向いている。


    　そこに立つのは赤いマントを羽織り、王冠を被かぶる男だ。


    　不ふ遜そんかつ品位を漂わせる雰囲気は忘れもしない。


    　灰色の髪と立派な髭ひげを蓄えるのは、この国の王である。


    　私達に魔王討伐を命じた張本人だった。


    「残虐非道なる魔王の手先めが。英雄として称たたえた儂わしが間違っておった」


    　国王は私達たちを一いち瞥べつして、吐き捨てるように述べる。


    　それを皮切りに、民衆の罵ば倒とうと投石が再開された。


    　国王も宰さい相しようもそれを止めない。


    　私達は、それを為なす術すべもなく受け続けるしかなかった。


    　訴えが届かないことを理解した私は、再び民衆に背を向ける。


    　説得や真実の主張には、欠片かけらの効果もない。


    　皆が私達を悪と断じており、少しも疑っていなかった。


    　視線を地面に向けたまま、私は隣の彼女に呟つぶやく。


    「……勇者様、逃げましょう。私とあなたなら可能なはずです」


    「いけません。私は世界の平和を望みます。私という犠牲でそれが成り立つのなら、甘んじて受け入れましょう」


    　返ってきた言葉は、私が望むものではなかった。


    　彼女は目を閉じて首を振っている。


    　その顔を一筋の血が流れ落ちた。


    　頭に当たった石によるものだ。
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    　私は呆ぼう然ぜんと彼女を見つめる。


    「勇者様……」


    「命が惜しいのであれば、貴方あなただけでも逃げればよかったのです。彼らは魔王殺しの勇者である私を恐れています。貴方が行方ゆくえをくらませても、躍やつ起きになって捜索することはなかった」


    　彼女は辛しん辣らつな口調で言う。


    　その横顔に沈痛な色を垣かい間ま見みた。


    　とても苦しそうだ。


    （違います。私はあなたと共に生きたかった……）


    　喉のど元までせり上がった言葉を飲み込む。


    　今更、何かを告げる資格はない。


    　すべてが手遅れなのだ。


    　どうしようもない状況であった。


    「ドワイト」


    「……何でしょうか」


    「巻き込んでしまってごめんなさい。そして、こんな私と並んでくれてありがとう」


    「いえ、感謝したいのは私の方です……」


    　目が熱くなるのを感じながら、私は辛かろうじて答える。


    　どうしても声が震えてしまう。


    　視界が歪ゆがみ、その場に崩れ落ちそうになった。


    　それを意志の力で止める。


    　彼女の言葉を反はん芻すうし、心の中でしっかりと受け止める。


    「刑を執行せよッ！」


    　宰さい相しようの無慈悲な声が響き渡った。


    　何かが風を切る音がする。


    　間を置かず、背中に鋭い痛みが走った。


    　同時に胸から鏃やじりが飛び出す。


    　私の血に濡れて真っ赤に染まっていた。


    　位置から考えるに、心臓を貫つらぬかれている。


    　隣を見ると、彼女も同様に射抜かれていた。


    　魔王を討とう伐ばつした勇者は、たった一本の矢を受けてよろめく。


    　そのまま崖の向こうへ傾いていく。


    「────っ」


    　私は血を吐きながら、なんとかして首を動かす。


    　民衆が嘲ちよう笑しようしていた。


    　兵士に矢を放たせた宰相は、愉悦の表情を浮かべている。


    　国王も黒い笑みを湛たたえていた。


    　刹せつ那な、私は世界の本質に触れた気がした。


    　胸中にどす黒い衝動が滾たぎる。


    　もし枷かせが無ければ、躊ちゆう躇ちよなく魔術を行こう使ししていただろう。


    　そこへ無情にも二本目の矢が飛来する。


    　顔面に激痛が浴びせられた。


    　視界の半分が黒くなる。


    　無事な視界には、突き立った矢羽根が映っていた。


    「…………ぁっ」


    　私は硬直した。


    　重力に引かれて倒れていく。


    　もはや抗あらがえない。


    　抗うだけの力がない。


    　人々の喝かつ采さいを耳にしながら、私は谷底へ落ちていった。
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    　死者の谷の底。


    　辺りに霧が蔓まん延えんする中、私は彼女の身体からだを抱き締めていた。


    「ああ、どうしてあなたがこんな目に……」


    　私は何度目なのかも分からない嘆きを洩もらす。


    　ひどく掠かすれた声だ。


    　元がどのような声こわ音ねかも忘れてしまった。


    　抱き締めた彼女が動くことはない。


    　この谷に落ちた時点で、彼女は死んでいた。


    　亡なき骸がらは既に朽くち果てており、血肉を失って骨だけと化している。


    　力を込めれば、脆もろくも崩れそうだった。


    　一方で私の身体も骨だけになっていた。


    　粗末な布だけを纏まとう、実にみすぼらしい格好である。


    　貫つらぬかれた片目や心臓も、とうの昔に腐り落ちた。


    　痛みは無い。


    　虚むなしい感情だけが浮かんでは消える。


    　この姿でも感情があるというのは、数少ない発見かもしれない。


    　時間感覚も消失していた。


    　この谷底に落ちてからどれほどの月日が流れたのだろう。


    　それを確かめる術すべも私にはない。


    　周囲には無数の骸がい骨こつが転がっていた。


    　かつて谷へ突き落とされた者達たちの末路である。


    　誰もが等しく死んでいる。


    　この地において、私だけが異い形ぎようの不死者と化して存在していた。


    　理由は何となく分かっている。


    　私には並々ならぬ執念が宿っているからだ。


    　このまま物言わぬ屍しかばねになっていいはずがない。


    　そういった執着が、静かな消滅を拒んでいた。


    　谷底にいる間、私は自問自答した。


    　何が間違っていたのか。


    　どうして私はここにいるのか。


    　最愛だった人が、なぜ亡なき骸がらを晒さらしているのか。


    　不死者となった私には、眠りも休息も必要ない。


    　片時も意識を失わず、ただひたすら考え続けた。


    　激しい憎悪や自己嫌悪、深い後悔に苛さいなまれながらも考え続ける。


    　それを延々と繰り返すうち、私に一つの天啓が閃ひらめいた。


    「──彼女が誤ったのではない。世界こそが狂っているのではないか？」


    　長きにわたる思考を経へて、私は気付いてしまった。


    　何が原因だったのか。


    　私はどうするべきなのか。


    　この地へ落ちる寸前の光景が脳裏に展開される。


    　一いつ旦たん堰せきを切ると、そこからは早かった。


    　朧おぼろげだった意識が明瞭なものとなる。


    　枯れた不死者の身体からだに、確かな活力が生じた。


    　思考に整理を付けるため、私は彼女の亡骸に告げる。


    「勇者様……あなたの思想は正しい。しかし、やり方が間違っていた」


    　平和を望む心に誤りなどあるはずがない。


    　しかし、彼女は人々に拒絶された。


    　彼女はそれも役割として受け入れ、世界のために犠牲となることを選んだ。


    　ならば私は、彼女の遺志を引き継ぐ。


    　それこそが私という従者の責務である。


    　世界に平和をもたらそう。


    　ただし、彼女とは違う方法を採る。


    「そう、あなたは正しくも間違えていた。人々の流れに身を委ゆだねたことが、失敗だったのです」


    　私はもっと確実な方法で平和を実現させる。


    　狂った世界を修正しなくては。


    　このままではいけないのだ。


    　降り積もった迷いは消え去った。


    　どうすれば世界平和を生み出せるかも思い付いた。


    　しかし、その前にやることがある。


    　彼女を死に追いやった者達たちへの復ふく讐しゆうだ。


    　目を背そむけていたが、私はこの国の人々を恨んでいたらしい。


    　魔王を倒し、人類を救った彼女を裏切ったことが許せないのである。


    　私は亡なき骸がらを置いて立ち上がる。


    　前方へよろめくも、なんとか倒れずに済む。


    　骨だけの身体からだとなっても動けそうだ。


    　本当なら、今すぐにでも王国に報復したい。


    　ただ、現在の私はどうしようもなく無力であった。


    　死者の谷に取り残された亡霊に過ぎない。


    　地上へ出たところで、何の目的も果たせないだろう。


    　力が必要だ。


    　それも世界を敵に回せるだけの力が。


    　時代が私達を拒むのなら、私は今という時代を全力で否定しよう。


    　よりよい世界に塗り変えてやる。


    　彼女の失敗を糧かてに、彼女の望んだ真の平和をつくるのだ。


    　私は辺りを見回す。


    　力の源──瘴しよう気きの霧が際限なく漂っていた。


    　生物にとっては有害だが、不死者の身には心地よいものである。


    　実際、高位の不死者は多量の瘴気を内包している。


    （一度、試してみるか）


    　私は意識を伸ばし、霧状の瘴気をこの身に取り込み始める。


    　感覚としては深呼吸に近い。


    　身体からだが急速に変質していくのを感じる。


    　さらに、瘴しよう気きに溶け込んでいた人々の思念も流れてきた。


    　この地で死んだ者達たちの欠片かけらである。


    　様々な感情の中には、無数の人物の記憶や経験も混ざり込んでいた。


    　到底、個人が許容できる情報量ではない。


    　私は魂が引き裂かれるような痛みに襲われ、地面を転げ回った。


    　指一本すら満足に動かせず、声も上げられずに苦しみ続ける。


    　生身の肉体では、脳が焼き切れていただろう。


    　それほどまでの感覚だった。


    　私は必死になって耐える。


    　すべては復ふく讐しゆうと平和のためだ。


    　ここで押し流されて消滅するわけにはいかない。


    　地面を掻かき毟むしりながら、砕けそうになる自我の形を留める。


    　そうして苦く悶もんすること暫しばし。


    　痛みが治まった私は、周りの景色に驚く。


    　あれだけ濃かった霧が消え、澄み渡った空気が溢あふれていた。


    　谷底に日光が差し、頭上の青空がはっきりと望める。


    　私が死者の谷の瘴気を喰くらい尽くしたのだ。


    　この地に沈殿した途方もない量の魔力も吸収した。


    　身体の内側に、どうしようもない淀よどみを知覚する。


    　おそらく混こん沌とんの力だろう。


    　朽くちかけた骨の身体は黒く染まり、まるで焼け焦げたかのようだった。


    　瘴気が炎のように体内から漏れ出している。


    　どうやら私は、禁きん忌きに触れてしまったらしい。


    　自みずからがどういった存在に変へん貌ぼうしたのかを直感的に理解した。


    　これは私達が討とう伐ばつした魔王をも凌りよう駕がしている。


    　少なくとも人間を捨てたのは確かだった。


    「……まあ、いい」


    　私は地響きのような声で呟つぶやく。


    　望んだ以上の力が手に入った。


    　文句があるはずもない。


    　私は片腕を軽く振る。


    　そこに力の一片を添えると、周囲の骨が蠢うごめきだした。


    　骨は人の形を作って立ち上がる。


    　スケルトンだ。


    　谷底の遥はるか先まで同じ現象が続いていた。


    　これが新たな力だった。


    　人間を捨てて手にした権けん能のうである。


    　どういったことが可能なのかも感覚で分かった。


    　私は足下を見下ろす。


    　他の骨はスケルトンになったというのに、彼女の亡なき骸がらだけが動き出さない。


    　私が意図的に区別したわけではなかった。


    「……なぜ、ですか」


    　答えは返ってこない。


    　彼女の亡骸は、ただそこに存在するだけだ。


    　私は布切れを拾い、それで彼女の亡骸を包む。


    　朽くちた亡骸は形が崩れており、簡単に収めることができた。


    　私が作業をする間にも、スケルトンの群れが続々と集結する。


    　彼らは崖に沿って斜めに積み上がり、骨の階段を形成していった。


    　ほどなくして地上に達するだろう。


    　スケルトンの総量も十分すぎるほどに足りている。


    　私は布包みを片手に歩き出した。


    　その足で階段を上り始める。


    　目指す先はもちろん地上だった。


    「…………」


    　黙々と進んでいると、ぽつぽつと雨が降り始めた。


    　雨は次第に勢いを強めていく。


    　世界は私の進出を歓迎していないようだ。


    　処刑された時は晴れ晴れとした空だったというのに。


    　雨に濡れながら、私は骨の階段を踏み締める。


    　たまに滑りそうになるが、落下することはない。


    　徐々に崖の終わりが見えてくる。


    　逸はやる気持ちを堪こらえて、私は一定の速度で上っていく。


    　やがて私は地上に到着した。


    　すぐそばには石壁で造られた砦とりでがあった。


    　死者の谷を管理するための施設だ。


    　私の記憶が正しければ、改修工事の最中だったはずなのだが、その痕こん跡せきが見当たらない。


    　谷底で過ごした年月は思ったより長いのかもしれない。


    　それにしても懐なつかしい。


    　ここで私は、人々の糾きゆう弾だんを受けながら処刑された。


    　何もかもが変わってしまった。


    　私は片手に提げた布包みの重さを意識する。


    「何？　アンデッドだと」


    　横合いから声がした。


    　見れば鎧よろいを着た兵士が私を睨にらみ付けている。


    　砦とりでの警備兵だろう。


    　彼は槍やりを持って接近してくると、いきなり刺し突とつを放ってきた。


    　私は穂先の軌道を見切り、首を傾かしげて回避した。


    　同時に踏み込み、驚きよう愕がくする兵士の首を掴つかんで持ち上げる。


    　変へん貌ぼうの影響なのか、相手の動きが手に取るように予測できた。


    「おい！　そいつを放せ！」


    　他の兵士が一斉に駆け寄ってきてクロスボウを構えた。


    　私は掴んだままの兵士を盾たてにする。


    　兵士達たちは歯は噛がみして攻撃を止めた。


    「こ、こいつは知能がある……ッ!?」


    「色もおかしい。ただのスケルトンではないぞ！　注意しろ！」


    　彼らが話す間に、私は兵士の首を握り潰つぶした。


    　出来上がった死体を振りかぶり、勢いよく兵士達に投げ付ける。


    「何ィッ!?」


    「くそ、撃てェ！　早く殺せッ！」


    　陣形が崩れた兵士達だが、すぐさま反撃の一斉射撃を行ってきた。


    　クロスボウの矢が骨の身体からだを砕き、私はたたらを踏む。


    　しかし、それだけだ。


    　私は肋ろつ骨こつに引っかかった矢を外して捨てる。


    　致命傷とは程遠い。


    「ぎゃああああああっ！」


    「ど、どうして死体が動き出すんだっ!?」


    「死霊魔術なんて使っていなかった！」


    　兵士の一部が騒ぐ。


    　先ほど投げた死体が、他の兵士の首に噛み付いていた。


    　私の瘴しよう気きの影響を受けて下位の不死者──グールになったたようだ。


    　噛まれた者は死んで新たなグールとなり、かつての同僚へと掴みかかる。


    　場が混乱する一方、死者の谷からも続々とスケルトンが這はい上がってきた。


    　白い骨の濁流は、一目散に兵士達たちへと襲いかかる。


    「う、わわっ」


    「まずい！　戦線を下げろッ！　このままだと──」


    「聖魔術の使い手を呼んで来い！　大至急だァッ！」


    　大量のスケルトンを前に、兵士は苦戦を強いられていた。


    　個人単位の戦闘能力は兵士の方が高いものの、スケルトンは数が圧倒的に多い。


    　見える範囲でも、処理し切れずに体を引き裂かれる者が多発していた。


    「うおおおおおおおおぉッ！」


    　雄お叫たけびと共に、棍こん棒ぼうを掲げる兵士が接近してくる。


    　彼はスケルトンを跳び越えて、大上段からの振り下ろしを狙ねらっていた。


    　術者を倒せばいいと判断したのだろう。


    　私は高速の打撃を躱かわし、逆に相手を殴り倒す。


    　棍棒の軌道は完全に読めていた。


    　ただし、私自身の経験則によるものではない。


    　生前の私は近接戦闘を不得手としていた。


    　おそらくは、瘴しよう気きに混ざっていた人間の記憶と経験のおかげだろう。


    　それを技術という形で習得したのだ。


    　思わぬ副産物である。


    　私は棍棒を奪うと、倒れる兵士を見下ろした。


    　兵士は青あお痣あざの付いた顔で睨にらみ上げてくる。


    「くたばりやがれ、クズの不死者がァッ！」


    「…………」


    　返答代わりに兵士の頭部を殴打する。


    　憎悪に染まった眼まな差ざしを潰つぶすように、何度も何度も棍棒を叩き込んだ。


    　頭ず蓋がいが割れて原形を失われても執しつ拗ように繰り返す。


    　痙けい攣れんする死体を見て、私はようやく手を止めた。


    　血と脳のう漿しように塗まみれた棍棒を捨てて顔を上げる。


    　気が付くと砦とりでは、スケルトンによって本格的に蹂じゆう躙りんされつつあった。


    　死んだ兵士もグールとなって活動している。


    　この分なら、放っておいても砦は陥かん落らくするだろう。


    　私は遠方に見える街並みを注視する。


    　あれが王都だ。


    　離れているように見えて、実際はそれなりに近い。


    　徒歩でも辿たどり着ける距離にある。


    　報いを与えなければ。


    　この砦とりででの戦いは、言わば序章である。


    　因いん縁ねんを乗り越えるための前準備のようなものだ。


    「──私が、滅びの起源だ」


    　生者のいなくなった砦を発つ。


    　それだけでスケルトンとグールが追つい従じゆうしてくる。


    　正確に私の意図を汲くみ取っているようだ。


    　とても頼りになる。


    　こうしてアンデッドの軍団を率いる私は、王都を目指して歩き始めた。


    



    　　　◆


    



    　街道に沿って歩く私は、ほどなくして王都に到着した。


    　正門は封鎖されている。


    　都市を囲う壁の上には、兵士達たちが待ち構えていた。


    　私達の接近を察知して籠ろう城じようを決めたらしい。


    　魔術や弓矢でこちらを殲せん滅めつするつもりなのだろう。


    　悪くない案だ。


    　こちらはアンデッドである。


    　離れた地点から一方的に攻撃するのは最適解と言える。


    　そんなことを考えていると、兵士達が攻撃を開始した。


    　弓矢の一斉射撃だ。


    　山なりの軌道を描く矢の雨が降り注いでくる。


    「…………」


    　私は処刑された時の光景を思い出す。


    　民衆の嘲ちよう笑しよう。


    　心臓と片目を貫つらぬく矢。


    　圧倒的な絶望。


    　谷底へ落ちていく彼女。


    　我に返った時、後続のスケルトンやグールが串くし刺ざしにされていた。


    　矢で手足を地面に縫い留められて、行動を阻害されている。


    　今ので数十のアンデッドが被害を受けてしまった。


    　向こうには腕のいい射手が揃そろっているようだ。


    　放っておけば第二射が来る。


    　されど私は慌あわてない。


    　彼らの誤算は、この襲撃をただのアンデッドの氾はん濫らんだと思っていることだ。


    　死者の谷の砦とりでから連絡を受けていないのだろう。


    　油断はしていないものの、こちらを過小評価している節がある。


    　魔術を温存している点などが良い証拠だ。


    　この辺りで真実を突き付けよう。


    「──刮かつ目もくせよ」


    　私は前方に手をかざす。


    　手のひらに小さな火球が生まれた。


    　魔力を注ぐと急速に膨らみ、そのまま家屋を包み込むほどの大きさになる。


    　押し出すように意識すると、火球は勢いよく発射された。


    　一直線に飛んだ火球は、正門を木こっ端ぱ微み塵じんに吹き飛ばす。


    　それに伴って、爆風と熱気が壁上の兵士を蹂じゆう躙りんしていった。


    「うぎゃああぁっ」


    「ひいいいぃッ!?」


    「み、水だ！　水を持ってこい！」


    　正門に近い者は大火傷やけどを負っていた。


    　悲鳴を上げて壁から落下する者もいる。


    　軽傷だった兵士は、治療を行うために駆け回る。


    　今の一撃で甚じん大だいな被害が巻き起こっていた。


    「ふむ……」


    　私は骨の手をまじまじと見る。


    　門に穴を開けられれば良かったのだが、それ以上の成果となってしまった。


    　生前とは比べ物にならないほど魔術が強力になっている。


    　出力が段違いだ。


    　死者の谷の魔力を吸収したのが原因だろう。


    　兵士が混乱する隙すきに、私はアンデッドを引き連れて前進した。


    　正門跡を抜けて王都内へ侵入する。


    　街の住民は逃げ惑っていた。


    　避難が遅れているようだ。


    　これだけ早い段階で正門を突破されるとは思っていなかったのだろう。


    　かつては私達たちを嬉き々きとして貶おとしめたというのに、彼らは情けない姿を見せている。


    　互いに押し合い、少しでも私から離れようとしていた。


    　転倒して人々に踏まれ続ける者もいた。


    　その光景には憐れん憫びんを覚えそうになる。


    　彼らにとって今の私は、日常を脅かす悪魔に違いない。


    　投石と共にぶつけられた罵ば倒とうの中には、私達たちをそのように呼ぶ声もあった。


    　晴れて望まれる通りの存在になったわけである。


    「今だ！　ありったけ撃ち込んでやれェ！」


    「グールには火魔術だ！　魔術師をもっと呼んで来い！」


    「詠えい唱しようの間を空けるなッ！　魔力はここで使い果たしてもいい！」


    　後方から叫び声がした。


    　矢に加えて、散発的に魔術が炸さく裂れつしている。


    　後続のアンデッド達が攻撃を受けていた。


    　壁の上の兵士の仕業である。


    　必死で私達の侵入を阻止しようとしていた。


    「無駄なことを……」


    　鬱うつ陶とうしく思った私は、壁上を一いち瞥べつする。


    　すると、百体ほどのアンデッドが壁をよじ登り始めた。


    　互いの身体からだを支えにして、意外なほどの速度で上に到達する。


    　壁上のアンデッド達は、数に任せて兵士達を惨ざん殺さつしていく。


    　スケルトンは兵士の武器を奪って振り回す。


    　グールは兵士を押し倒して喰くらい付く。


    　対処に追われる兵士は、こちらを攻撃するどころではない。


    　彼らはあっという間に壊滅してしまった。


    　グールになって起き上がる兵士を横目に、私は大通りを闊かつ歩ぽする。


    　住民はひとまず無視して進んだ。


    　今は真っ先に目指すべき場所がある。


    　細かい処理は後回しだ。


    　しばらく進んでいくと、前方に整列した兵士を認める。


    　屋根の上にも陣形を組んでいた。


    　彼らは指揮官の号令で弓矢を構える。


    　ただの矢ではない。


    　鏃やじりが白く発光していた。


    　どうやら聖魔術が付与されているらしい。


    　アンデッドを滅する上では、最も手軽で最適な手段である。


    （正門の兵士は時間稼ぎだったか……）


    　左右を建物に挟まれた通りで矢を回避するのは難しい。


    　そう判断した私は、棒立ちで待機することにした。


    　試したいことを思い付いたからである。


    　あの人の骨が入った布包みだけは、魔術で完全に保護しておく。


    　傷つけられては堪たまらない。


    　すぐに聖なる矢が発射された。


    　数十にも及ぶ白い光が、見事な軌跡を描いて迫る。


    　先頭を往ゆく私は、全身を蹂じゆう躙りんされた。


    　骨の身体からだが次々と粉砕され、浄化される苦しみを知覚する。


    　形が崩れていく瞬間を感じながら、私の視界は暗転した。


    　そして、すぐに切り替わる。


    　目の前には崩れ去った無数のスケルトンが散乱していた。


    　矢が隙すき間まなく突き刺さっている。


    　私は背後を見る。


    　そこには、一斉射撃の範囲外にいたスケルトンとグールが控えていた。


    　続けて私は身体を見下ろす。


    　白かった骨が瞬またたく間に漆黒へと変へん貌ぼうしていく。


    　滲にじみ出した瘴しよう気きが全身に浸透し、炎のようにくゆる。


    「……やはり、問題なかったか」


    　私はスケルトンの一体を媒ばい体たいに蘇よみがえった。


    　支配したすべてのアンデッドに私の因子が内在している。


    　たとえ身体を破壊されても、いずれかの個体から復活可能だった。


    　これは死者の谷で得た権能の一つである。


    　配下のアンデッドが存在する限り、私が滅ぶことはない。


    　そもそも聖なる矢が大した効力を持っていなかった。


    　私の魂には、欠片かけらの損傷もない。


    　浄化の苦痛も我慢さえすればいい。


    　たとえ何千本と受けようが、私は問題なく蘇るだろう。


    「復活しただと……ッ!?」


    「不死者は聖魔術に弱いはずなのに！　なぜだ!?」


    「ボサッとするな！　矢を番つがえろォッ！」


    　親玉である私を討とう伐ばつできたと勘違いしていた兵士達たちに動揺が走る。


    　慌あわてて第二射を用意し、一斉に発射してくる。


    　彼らには悪いが、能力の検証は済んだ。


    　今度はわざと食らう必要もない。


    　私は魔術の突風で妨害する。


    　軌道が逸それた矢の雨は、次々と街の建物に突き立った。


    　当然、こちらの陣営に損害は出ていない。


    　私は前方に散らばるスケルトンの残骸に手をかざす。


    　流れ出した瘴しよう気きが残骸を汚染した。


    　骨の破片が蠢うごめき、組み合わさって形を作っていく。


    　出来上がったのは数十頭の骨の狼おおかみだった。


    　元が人型なので、形が歪いびつな上に大柄だ。


    　兵士達たちがどよめく。


    　それを聞きながら私は命令を発した。


    「──喰くらい尽くせ」


    　骨の狼は、かしゃかしゃと音を鳴らしながら疾走した。


    　アンデッドとは思えないほど俊しゆん敏びんな動作だ。


    　狼は攻撃準備の済んでいない兵士達に跳びかかり、瞬またたく間に陣形を崩していく。


    　驚異的な跳躍力で屋根の上の者にも襲いかかっていった。


    　頑丈な顎あごで生者の首を捉とらえ、荒々しい動作で噛かみ千ち切ぎる。


    　死んだ兵士はグールとなって私の支配下に落ちた。


    　そして仲間を増やすために動き出す。


    　凄せい惨さんな光景を眺める私は歩く。


    　途中、布包みを拾い上げた。


    　手で払って土つち埃ぼこりを落とす。


    　破損した様子はない。


    　防御系統の魔術も、生前より強化されているようだ。


    　私は壊滅した兵士達の間を通過する。


    　骨の狼と追加のグールを合流させて再び前進した。


    　血みどろの石畳に足を取られないように気を付ける。


    　その後も私は王都内を侵略していく。


    　何度か兵士達による反撃があったが、これまでと同様に粉砕する。


    　戦いを経へるごとに、私の配下の数は加速度的に増大した。


    　死者を使役可能なアンデッドにできるからだ。


    　損壊して行動不能になった個体も、残骸を寄せ集めて新たなアンデッドに組み替える。


    　道中の戦闘は、私自身の力を確かめる良い練習にもなった。


    　やがて私は王城に到着した。


    　城に続く跳ね橋が上がっている。


    　その前には兵士達たちが立ちはだかっていた。


    　防御魔術を張り、私達の接近を阻はばむ態勢を整えている。


    　ここで食い止めるつもりのようだ。


    （無駄な努力を……）


    　向こうが何かをする前に、私は火球を放って防御魔術を吹き飛ばす。


    　陣形が崩れたところへ骨の狼おおかみをけしかけた。


    　大した苦労もなく兵士達を殲せん滅めつする。


    　私と彼らでは、存在の格が違う。


    　策の無い力任せな一撃でも、簡単に戦況を決することができる。


    　上がったままの跳ね橋の代わりに、スケルトンを密集させて向こうまで伸ばした。


    　死者の谷で階段を作った時と同じ要領だ。


    　私は骨の橋を渡って城の前に着く。


    　閉ざされた門を魔術で壊し、堂々と敷地内へ踏み込んだ。


    　そこからもアンデッドによる無慈悲な蹂じゆう躙りんが続いた。


    　各所に配置された魔術師の部隊を一いつ蹴しゆうし、精鋭揃ぞろいの近この衛え騎士団を残らずグールに変える。


    　数千ものアンデッドを城内に巡らせて犠牲者を増やしていった。


    　混乱は加速度的に広まり、阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄を生み出す。


    　その間、私は迷うこともなく城内を進んだ。


    　過去に何度も訪れたことのある場所だ。


    　内部構造は把握している。


    　そうして辿たどり着いたのは、城の最上階だった。


    　目の前には金細工の扉とびらがあり、厳重に施錠されている。


    　フロア全体が一つの部屋となっていた。


    　ここは国王の私室である。


    　感知系の魔術で探索したところ、部屋の主は室内に閉じこもっていた。


    　私の襲撃が始まってからほとんど動いていない。


    　籠ろう城じようしていれば、兵士が解決すると思ったのだろうか。


    　だとすれば見込みが甘い。


    　仮に脱出を図られても、逃がさないだけの自信はあった。


    　あの男と再会するために、はるばるここまでやって来たのだ。


    　どんな手段を使ってでも捕ほ縛ばくしてみせる。


    「ふむ……」


    　私は魔力の流れから扉の仕掛けを解析する。


    　魔道具による結界が何重にも張り巡らされていた。


    　許可なく触れた者に呪いを振り撒まく罠わなも施されてある。


    　小こ賢ざかしいが、籠ろう城じように適した設備だろう。


    　私は結界を両手で掴つかみ、一気に引き裂いた。


    　ガラスの割れるような音と共に、緻ち密みつに練られた術式が瓦が解かいしていく。


    　すぐさま発動した呪いの罠はこの身で吸収した。


    　呪いは瘴しよう気きに呑のまれて無害化される。


    　邪魔な設備を除いたところで、私は扉とびらを無造作に蹴け破やぶる。


    　そこには広々とした豪華な部屋があった。


    　意匠を凝こらした調度品が置かれ、絵画や宝石なども飾られている。


    　部屋の奥には、こちらを見て固まる国王がいた。


    　赤いマントに立派な王冠は変わらない。


    　ただ、記憶にある姿より老けている。


    　顔の皺しわが増え、白髪が増えていた。


    　それでも本人であることは間違いない。


    　窓際に立つ国王は、恨みを込めた目で私を睨にらむ。


    「悪逆非道の不死者め……何が目的なのだ」


    「ドワイト・ハーヴェルト。この名に憶おぼえはあるな？」


    　私の問いかけに、国王は顔を青くした。


    　彼は苦々しい表情で唸うなる。


    「ま、まさか貴様は……いや、そんなはずはない。奴やつは十年も前に……」


    　国王の言葉から察するに、私の処刑から十年が経過しているらしい。


    　月日の流れを感じるのも納得だ。


    　胸中の考えを表には出さず、私は淡々と話を続ける。


    「信じられないのも無理はない。私も驚いている」


    　背後から数体のグールが部屋に侵入してきた。


    　鎧よろいを着ているので元は兵士だろう。


    　グール達たちは暴れる国王を組み伏せた。


    「な、何をする！　儂わしを誰だと思っておるのだ！　おのれ、放さぬかッ！」


    　絨じゆう毯たんに這はいつくばる国王が喚わめく。


    　だがグール達は取り合わず、押さえ付ける役に徹していた。


    　無力な王を見下ろす私は、彼に真相を告げる。


    「歪ゆがんだ世界に平和をもたらすため、私は死者の谷から蘇よみがえった」


    「馬鹿な！　そんなことは不可能だ！　あそこで処刑した者は数知れないが、一度たりとも不死者となった者はいなかったッ！」


    　国王は必死になって反論する。


    　しかし、そんな情報はどうでもよかった。


    　彼の言葉を無視した私は、片手に提げた布包みを突き出す。


    「なぜ私達たちを罪人に仕立て上げた？　彼女は殺されるべきではなかった。常に世界の平和を祈り、安あん寧ねいを愛していたというのに。彼女こそ勇者の名に相応ふさわしい人格者だった」


    「だからこそ、目障りだったのだ」


    　俯うつむく国王が低い声で言う。


    　彼は小刻みに肩を震わせていた。


    「何だと？」


    「魔王の死後、世界の在あり方かたは大きく変わる。その際、強大すぎる力を持った英雄は邪魔なのだ。あのような個人戦力は不要どころか、国を脅かす恐れさえある」


    「……自己利益と保身のために、あの人を処刑したと？」


    「ああ、そうだ！　儂わしこそが王なのだッ！　まんまと利用された貴様らが悪いのではないかッ！」


    　顔を上げた国王が大笑いする。


    　開き直った態度だ。


    　目が狂っていた。


    　絶望的な状況を前にして、自暴自棄になってしまったらしい。


    　私の正体を知った時点で生存を諦あきらめたのだろう。


    　不快な笑い声が部屋を満たす中、私は国王から目を逸そらした。


    　ため息を吐つこうとして、それができない身体からだであることを思い出す。


    「──もう、いい。十分に、分かった。その口を閉じてくれ」


    　私は事務的に告げる。


    　直後、グール達が国王に喰くらい付いた。


    　ぶちぶちと音を立てて肉を噛かみ千ち切ぎる。


    　力を込められた国王の腕が、あらぬ方向にへし折られた。


    「ぐおおああがああああああぁぁっ！」


    　国王が絶叫する。


    　グール達に圧のし掛かられているため、身動きがまったく取れない。


    　彼はただ肉を食われるだけの存在だった。


    　家畜の餌えさにも等しい。


    　床に敷かれた絨じゆう毯たんが鮮血を吸って染まっていく。


    「きっ、貴様は魔王になったッ！　処刑したのは、間違いではなかったのだ！　儂は世と国の、ために……っ」


    　国王は私に向けて最さい期ごの主張をする。


    　声はだんだんと細くなり、やがてグール達たちの咀そ嚼しやく音に掻かき消された。


    　その時、足下に王冠が転がってくる。


    　表面に血が付いている。


    　私はそれを拾って頭に載せた。


    　ほんの戯たわむれだ。


    　こんな物には何の価値もない。


    　なんとなしに室内を眺めていると、壁に飾られた一本の剣に目が留まる。


    　それはあの人の武器だった。


    　特殊な能力は持たないが、魔王を打ち破った名剣である。


    　何より今では、大切な形見だ。


    　こんな場所で埃ほこりを被かぶっているとは思わなかった。


    「返してもらうぞ。これは、あの人の剣だ」


    　剣を握った瞬間、馴な染じむような感覚があった。

  


  [image: ]


  
    　扱い方が振らずとも分かる。


    　まるで何年も使い続けてきたかのようだ。


    　瘴しよう気きを取り込んだ際、どうやらあの人の経験も吸収していたらしい。


    　実質的に勇者の剣技を手に入れたということである。


    　それを誇らしく思うと同時に、私などが習得していいのかと不安になる。


    （……あの人からの餞せん別べつと考えよう）


    　余計な心配はしなくていい。


    　必要な力には違いないので、存分に活いかす他あるまい。


    　これを腐らせることこそが冒ぼう涜とくと言える。


    　王都での用件を済ませた私は、血みどろの城内を移動する。


    　向かう先は謁えつ見けんの間だ。


    　崩れかけた螺ら旋せん階段を下りていく。


    　荒れ果てた謁見の間では、死体にグールが群がっていた。


    　衣服からして貴族だろう。


    　上等な服を血肉で濡らしながら、一心不乱に食事をしている。


    　私はそれらを無視して玉座に腰かけた。


    　遺骨の入った布包みは膝ひざの上に載せる。


    　鞘さやに収められた形見の剣は、床に突き立てて保持した。


    　城の内外で悲鳴と断末魔が響き渡る。


    　生き残りの兵士が奮闘しているようだ。


    　日が落ちる頃には静まり返っていることだろう。


    　これで王都は陥かん落らくした。


    　十年前の因いん縁ねんは断ち切られ、私は次の段階へ移ることができる。


    　すなわち真の世界平和だ。


    　この地を拠点に推し進めていこう。


    （……それにしても皮肉なものだ）


    　徘はい徊かいするスケルトンやグールを眺めつつ、私は不意に考える。


    　魔王討とう伐ばつに参加した賢者が、まさか不死者となって人間の国を侵略するとは。


    　当時は想像もしなかったことだ。


    　人生とは、どう転がるか分からないものである。


    　──こうして私は新たな魔王となり、不死者の国を築き上げた。
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    　翌朝、私は城のバルコニーに立つ。


    　手にはワイン入りの瓶びんがあった。


    　指でコルクを外し、その中身を呷あおる。


    　口内に入ったワインは、びしゃびしゃと音を立ててこぼれた。


    　顎あごや頸けい椎つい、肋ろつ骨こつなどが容赦なく濡れ、着込んだローブにも染みができる。


    　独特の不快感に私は唸うなる。


    「やはり飲食はできないか……」


    　視覚、聴覚、触覚は存在するが、味覚と嗅きゆう覚かくはない。


    　骨だけの身体からだは、如い何かなる作用で感じているのだろう。


    　発声ができる点も不可解である。


    　アンデッドの生態はよく分からない。


    　ちょっとした検証を終えた私は、意識を眼下に移す。


    　そこには無数のアンデッドが溢あふれ返っていた。


    　彼らは王都の人々で、現在はグールと化している。


    　ほとんどの者が瘴しよう気きに侵されて命を落としたのだ。


    　その死体を流用させてもらった。


    　腐敗が進んでいる個体は、埋葬されていた者だろう。


    　私の瘴気の影響で起き上がったのである。


    　スケルトンと称すべき姿も少なくなかった。


    　アンデッド達たちは窮屈そうに集結している。


    　城の敷地内では収まり切らず、城下街にはみ出していた。


    　ここにはいない過半数のアンデッドは、王都の外周を徘はい徊かいさせている。


    　何かあれば私が察知できるようにしてあった。


    （ひとまず前準備はできたな）


    　私はバルコニーから王都の街並みを眺める。


    　どこもかしこも陰いん鬱うつとした空気が漂っていた。


    　濃密な瘴気の霧も蔓まん延えんし、生者を寄せ付けない環境をつくり上げている。


    　今や死者の谷を彷ほう彿ふつとさせる雰囲気だ。


    　これらすべてが私の手で執行されたのだと思うと、色々と考えさせられてしまう。


    　もっとも、後悔は微み塵じんもない。


    　私の十年越しの復ふく讐しゆうは完了した。


    　拍子抜けするほど円滑に進行させることができた。


    　無論、これは序章に過ぎない。


    　ここから本番である。


    　次の目標は、真の世界平和だ。


    　抽象的な表現だが、具体的に何をするかは決めている。


    　死者の谷での苦悩と葛かつ藤とうを経へて、私は一つの発見をしていた。


    　世界の悪が存在する間、人類は団結する。


    　束の間ながらも平和が構築されるのだ。


    　人類の存続を優先し、大きな争いを控えるのである。


    　かつての魔王こそが、世界の悪を担になっていた。


    　その思想や目的がどうあれ、国家間の対立を予防していたのは事実だ。


    　誰もが魔王の討とう伐ばつに尽じん力りよくした。


    　そこには国境を越えた結束があった。


    　その均きん衡こうを崩したのは、外ならぬ私達たちだ。


    　死闘の末に魔王を討伐してしまった。


    　無論、それは世界を救うために行ったことである。


    　人々も魔王の死を願っていた。


    　しかし、現実は非情だ。


    　巡り巡ってこのような事態を招いたのだから。


    　勇者は処刑され、賢者は不死者と化し、王都はアンデッドの蔓延はびこる地となった。


    　英雄譚たんの結末としては、あまりにも凄せい惨さんな展開だろう。


    　巨悪を断てば平和になるという考えが、そもそもの間違いであった。


    　その先に待つのは、人間同士の争いだ。


    　国と国が殺し合う醜い戦争の幕開けである。


    　魔王という抑止力が無くなったことが最たる要因だろう。


    　共通の敵がいなくなれば、隣人にさえ平気で刃を向ける始末だ。


    　私やあの人が処刑されたのも、その一環と言えよう。


    　現在の世界情勢を把握していないが、きっと同じような悲劇が繰り返されている。


    　そのような世界は望ましくない。


    　平和とは程遠く、むしろ対極に位置するものだ。


    　真の世界平和とは、不滅の悪が君臨することで成立する。


    　すなわち私が魔王となり、世界の国々に恐怖を与え続ければいい。


    　常に滅びの予感を与え、人間同士で争うなどと考えられないようにする。


    　そうすれば人々は自然と一致団結するはずだ。


    　私を殺すために手を取り合うだろう。


    　もちろん本当に世界を滅亡させる気はない。


    　だが、それを勘付かれてはいけない。


    　誰かに倒されてもいけない。


    　永遠に人類を脅かし続けるのだ。


    　それが魔王という必要悪を倒した者の責務である。


    　私だけが代行できる役割だった。


    （そのためにも準備をしなくては……）


    　魔王を名乗る以上、相応の地盤を整えなくてはならない。


    　まずは配下がほしい。


    　数は十分に足りているため、求めるのは個人戦力の高い配下だ。


    　今の私は、死者の谷の権能を持つ。


    　死霊魔術の上位能力だ。


    　集めたアンデッドを合成して、一体の強力な個体にしようと思う。


    　王都陥かん落らくの最中にも何度か試したので要領は掴つかめていた。


    　強い配下を生み出すことには利点がある。


    　戦力強化に加えて、万が一の備えにできるのだ。


    　配下のアンデッドがいる限り、私が滅ぶことはない。


    　残った個体から蘇よみがえることが可能なためである。


    　言ってしまえば私の命の数にも等しい。


    　この特性上、頑丈な一体を用意しておくのは悪いことではない。


    　それだけ私の滅ぶ危険性を減らせるからだ。


    　私が討とう伐ばつされることはあってはならない。


    　人間同士の悲劇を繰り返さないためにも、不死性を高めるのは急務であった。


    「私は、新たな魔王になる」


    　改めて決意を固めた私は、アンデッド達たちに意識を向ける。


    　かざした腕を横一線に振って権能を行こう使しする。


    　すると、突とつ如じよとしてアンデッド達が紫し炎えんに包まれた。


    　紫炎は燃え広がり、一面を覆い尽くすまでになる。


    　地上から怨えん嗟さの叫びが沸き起こる。


    　死者の魂が苦しんでいるのだ。


    　大気中を渦巻く瘴しよう気きが濃くなっていく。


    　この土地が汚染されていくのを肌で感じた。


    　眼下のアンデッドを包み込んだ紫し炎えんは、やがて寄り集まって一つの形を築き上げる。


    　ついには白煙を残して消失した。


    　その場にいたはずのアンデッド達たちは、跡あと形かたもなく焼き尽くされていた。


    　代わりに一体の骨の異い形ぎようが佇たたずんでいる。


    「あれが合成結果か」


    　私は身を乗り出して異形を注視する。


    　オーガにも比ひ肩けんするほどの背丈で、基盤の骨格は人型に近い。


    　肋ろつ骨こつ辺りから三対の副腕が生えている。


    　頭部は立派な角を持った牛の骨だ。


    　片側の眼がん窩かでは、赤い炎が揺らいでいる。


    　さらに濃密な瘴しよう気きをローブのように纏まとっていた。


    　その風貌と威圧感だけではっきりと分かる。


    　凄すさまじい力を持つアンデッドだ。


    （スケルトン種の最上位か）


    　膨ぼう大だいな魔力量から考えるに、リッチ系統の特性も有している。


    　誇張を抜きにして、かつて討とう伐ばつした魔王に匹敵するだろう。


    　まさかここまでの個体が誕生するとは予想外である。


    　大量のアンデッドを消費したと言っても、明らかに限度を超えていた。


    　諸々の要素が上う手まく噛かみ合ったのだろうか。


    　考察に浸っていると、不動だった牛頭の不死者が私を見上げた。


    　眼窩の赤炎の揺らぎが止まる。


    「我を生み出したのは、貴様か」


    　憎悪を孕はらむ声こわ音ねだった。


    　明確な自我を持っている。


    　おまけに私の支配が届いていないようだ。


    　とは言え、会話ができるのは大きい。


    　意思の疎通が可能なら、穏便に進めることもできる。


    「確かに私だが──」


    「ヌンッ！」


    　私の言葉を遮さえぎるように、牛頭が片腕を突き出す。


    　そこから黒い稲いな妻ずまが放たれた。


    　稲妻は一直線に私のもとへ飛んでくる。


    （会話は不可能か。相手は暴走している）


    　私はバルコニーから飛び降りた。


    　黒い稲いな妻ずまは不自然な角度で曲がり、的確に私を狙ねらってくる。


    　追尾機能か、術者が任意で動かせるようだ。


    　私は手から水の弾を飛ばし、稲妻にぶつけて相そう殺さいした。


    　さらに空中で魔術の力場を作って着地する。


    　牛頭を見下ろせる位置関係を維持した。


    「フハハッ、やるではないか。我を造っただけのことはあるッ！」


    　牛頭は身に纏まとう瘴しよう気きを翼に変形させた。


    　それを羽ばたかせて上空へ飛ひ翔しようすると、頭上から黒い炎を放射してくる。


    　先ほどの稲妻もそうだが、主成分は瘴気だ。


    　この牛頭というアンデッドは、瘴気の扱いに優れているらしい。


    　応用力で比較すると、私では歯が立たないだろう。


    （だが、負ける気はしない）


    　私は魔術の風で押し返す。


    　黒炎は一瞬だけ拮きつ抗こうするも、風に押し戻されていった。


    　そのまま逆流して牛頭を襲う。


    「グオオオオオオォォォッ！」


    　黒炎を浴びた牛頭が咆ほう哮こうを上げる。


    　骨の身体からだが僅わずかに焦げていた。


    　ただ、致命傷ではない様子である。


    　耐久力も相当らしい。


    「我の力を……とくと見よ！」


    　牛頭が両手を私に向け、黒い雷撃を連射する。


    　豪雨のような密度だ。


    　雷撃の一つひとつが高位魔術に足る破壊力を有している。


    　数万の軍隊でも容易に殲せん滅めつできるだろう。


    　私は魔術による結界を多重展開させた。


    　半透明の丸い盾たて状のそれを百枚用意する。


    　間もなく降り注ぐ雷撃が結界に叩き込まれた。


    　火花と爆発が炸さく裂れつする。


    　結界に亀裂が走り、次々と割られていった。


    　破壊の余波が後方の城にまで及び、壁や尖せん塔とうを削り飛ばす。


    　魔術による攻防は一瞬で終わった。


    　私の結界はおよそ半分が健在で、表層の結界を砕かれただけだった。


    　もちろん私自身には何の被害もない。


    （低位の術でも防げるものだな……）


    　破壊し尽くされた周囲の地形を見て、私は素直に感心する。


    　今のは良い検証になった。


    　生前の私も、人間にしては多量の魔力量を誇っていた。


    　しかし、それでも種族的な限度がある。


    　魔族に対抗するため、当時は様々な工夫を凝こらしていた。


    　そこに途方もない研けん鑽さんを積み重ねることで、ようやく賢者と呼ばれるに至ったのである。


    　現在の私は、小細工抜きで強い。


    　魔術という一点に関しては、他の追つい随ずいを許さないだろう。


    　やはり死者の谷の恩恵は偉大であった。


    「なん、だと……っ」


    　牛頭は驚きよう愕がくしていた。


    　雷撃の雨は、渾こん身しんの攻撃だったに違いない。


    　それを無傷で凌しのがれたのだから、固まってしまうのも無理はなかった。


    　一方、私は残る結界を変形させて数十本の槍やりにした。


    　穂先を調整して狙ねらいを牛頭に合わせる。


    「少し、おとなしくしてくれ」


    　私が指を動かすと、槍が断続的に発射された。


    　音を置き去りにする速度に、牛頭は防御を余儀なくされる。


    　すぐさま瘴しよう気きが壁のように展開された。


    　打ち上がった槍が瘴気の壁に衝突した。


    　命中箇所から迸ほとばしる黒い霧。


    　次々と槍が殺到して壁を削っていく。


    「なんの、これしきいいいぃィィッ！」


    　牛頭の絶叫が聞こえる。


    　槍の猛攻を必死に耐えているようだ。


    　もっとも、それは時間稼ぎにしかならない。


    　私は待機する槍に意識を割き、それらをまとめて打ち込んだ。


    　瘴気の壁があっけなく砕け散り、貫通した槍が牛頭の胴体に命中する。


    「ゴガァッ……！」


    　牛頭が墜落する。


    　胴体に大穴が開いた状態で、再び瘴気の翼を展開させた。


    　姿勢を制御し、地面への衝突を免まぬかれようとしている。


    「させないぞ」


    　私は風の刃で翼を切断する。


    　牛頭は頭部から地面に激突した。


    　落下の衝撃で土煙を巻きながら転がっていく。


    「ぐぬぅ……お、おのれ……」


    　牛頭は呻うめきながら立ち上がる。


    　欠損した部分は瘴しよう気きで補われていた。


    　致命傷でも動けるのは、アンデッド特有の不死性だろう。


    「そろそろ話を聞いてくれないか。私は戦いをしたいわけではない」


    「ゴアァッ！」


    　私が地面に降り立つと、牛頭は獣けもののように跳びかかってきた。


    　計八本の腕には、それぞれ瘴気と魔力で作ったであろう武器が握られている。


    　それらが変幻自在な動きで攻撃を仕掛けてくる。


    （──見える）


    　私は魔力で剣を生成し、そこに炎属性を付与した。


    　そして、牛頭の攻撃の軌道を先読みする。


    　死者の谷で得た誰かの戦闘経験だ。


    　その中にはあの人の剣技も含まれている。


    　私は燃え盛る剣を大上段から振り下ろした。


    　軌道上にあった武器を残らず粉砕し、牛頭の胴体を斜めに叩き斬る。


    「ア、ガフッ……」


    　半身となった牛頭が地面に倒れた。


    　私はその背中に剣を突き立てると、内包する魔力と瘴気を強制的に吸収する。


    　これで抵抗の術すべは奪い取った。


    　何か妙な真ま似ねをされる心配もない。


    　私は瀕死の牛頭を見下ろす。


    　眼がん窩かの炎が弱々しく揺らめいた。


    「──殺せ。我は敗北した」


    　牛頭は小さな声で呟つぶやく。


    　先ほどまでの苛か烈れつな雰囲気は無くなっていた。


    　力を失ったことで、多少は冷静になったようだ。


    　その変化に気付いた私は肩をすくめる。


    「殺すわけがない。何のために生み出したと思っている」


    「……どういう、ことだ？」


    　牛頭は怪け訝げんそうに尋ねてくる。


    　眼がん窩かの炎がぱちぱちと瞬またたいた。


    　私は淡々と告げる。


    「お前には配下になってほしい。問答無用で従わせることもできるが、なるべく自由意志を尊重したい。どうか私に力を貸してくれないか」


    「…………」


    　差し出した手を牛頭は凝ぎよう視しする。


    　表情が無いので分かりにくいが、どうやら呆ぼう然ぜんとしているらしい。


    　私の言葉を咀そ嚼しやくし、その意味を理解しようとしている。


    　反抗するなら手荒な手段を用いらなければならないが、率先して協力を取り付ける方がいい。


    　強い自我を持つアンデッドは貴重だ。


    　戦闘能力も申し分ない。


    　今後を考えると、是非とも力を借りたい存在であった。


    　場に長い沈黙が訪れる。


    　私はそれ以上の言葉を重ねず、ひたすら答えを待ち続けた。


    「…………」


    　やがて牛頭が身じろぎをする。


    　地に顔を伏せた不死者は、ぎこちない動きで私の手を握った。


    



    　　　◆


    



    　死体の撤去された謁えつ見けんの間。


    　私は一抱えほどの水晶を台に設置した。


    　その中には、あの人の遺骨が封じ込められている。


    　防護用に魔術で加工したのだ。


    　私は慎重な手つきで水晶を撫なでる。


    「やはり、戻ってきてはくれないのですね……」


    　自然と呟つぶやきが洩もれた。


    　そのことを内心で自じ嘲ちようする。


    　目の前の遺骨だけは、私の能力を以もつてしてもアンデッド化できない。


    　あの人の魂が拒んでいるのか、それとも私の心情的な問題か。


    　どちらにしても、厳重に保管しておかねばならない。


    　何かの拍子に消失すると取り返しがつかない。


    　そういった事情があったので水晶に封じた。


    　いつか彼女を蘇よみがえらせる際に解放する予定である。


    　その時まで失われないようにしておこう。


    　無言で水晶を眺めていると、背後で扉とびらが開く音がした。


    　身を屈めて入室するのは、牛頭の不死者だ。


    　眼がん窩かの炎は相変わらず焚たかれている。


    　牛頭は、きびきびとした動きで絨じゆう毯たんを進んできた。


    「魔王様！　お食事の用意を致しましたぞ。さあさあ、食堂へお越しくださいませ！　我わたくしが腕によりをかけてお作りしました！」


    「……すまないが、私は飲食ができない。見た目で分かるだろう」


    　私は玉座に座りながら応じる。


    　牛頭は大おお袈げ裟さな動作で驚きを表現した。


    　よろよろと動いて肩を落とす。


    「なんと……！　それは申し訳ないことを……このグロム、一生の不覚！」


    　牛頭──グロムは拳こぶしを握り締めて悔しがる。


    　しばらくして手を打った彼は、名案とばかりに話を続ける。


    「では、お召し物の選定は如何いかがでしょう！　ご命令とあれば、王都を駆け巡って選りすぐりの物をお持ち致します。ちなみに魔王様に似合う色となれば──」


    　饒じよう舌ぜつに語るグロムは、勝手に話題を進めていく。


    　それを聞く私は、側頭部を指で押さえた。


    　なんとなく頭痛がしたのだ。


    　生前なら揉もみほぐしているところである。


    　生き生きと衣服の候補を挙げる配下を前に、私は内心で嘆く。


    （まったく、どうしてこうなった？）


    　グロムとの邂かい逅こうから三日が経過した。


    　彼は私の忠臣になった。


    　不ふ遜そんな態度が嘘うそのように消え、今では慇いん懃ぎんな言動で統一している。


    　性格もすっかり丸くなっていた。


    　グロム曰いわく、私の目的やその在あり方かたに感銘を受けたらしい。


    　魔王の幹部として献身的に働くと宣言されてしまった。


    　以来、ずっとこの調子だ。


    　ちなみにグロムというのは私が名付けた。


    　歴史上の聖人の名から取ったが、本人はいたく気に入っているようだ。


    　あれだけ酷ひどかった損壊も、魔力と瘴しよう気きを与えると瞬またたく間に再生した。


    　今では元気に動き回っている。


    　魔王に匹敵する実力者とあって、その生命力と回復力は並外れているのだ。


    　この三日間で知ったことだが、グロムは手先が器用な上に博識である。


    　器用さはともかく、生まれたばかりの彼が博識なのはおかしい。


    　そう思って調べたところ、いくつかの事実が発覚した。


    　グロムは怨おん念ねんや瘴しよう気きの集合体だ。


    　私の術でそれらが混ぜ合わさり、新たな個人として自我を確立させている。


    　結果、グロムは素そ体たいとなった死者の経験や記憶を断片的に継承していた。


    　だから一般常識を持ち、魔術も行こう使しできるのだ。


    　なんとも便利な存在である。


    　私のために作ったという食事も、誰かの調理技術を使っているのだろう。


    　グロムは私の想像以上に有能だ。


    　気遣いの加減が利かない時があるものの、とても従順で信頼の置ける配下と言える。


    　彼は間違いなく裏切らない。


    　まさに忠臣と呼ぶに相応ふさわしいアンデッドであった。


    「グロム」


    「はい！　何でございましょう？」


    　グロムは嬉き々きとして返事をする。


    　背筋を綺き麗れいに伸ばしていた。


    　彼の容姿と見事に不釣り合いである。
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    　私は玉座から立ち上がって告げる。


    「命令を下すまで待機でいい。私は物資の調達に行ってくる」


    「何をおっしゃいますやら！　雑務でしたらこの我わたくしにお任せ下さいませ。魔王様のお手を煩わずらわせるまでもございませぬ」


    　グロムは私の前に立ちはだかる。


    　戦闘時よりも俊しゆん敏びんな気がした。


    　眼がん窩かの炎は、心なしか使命感に満ち溢あふれている。


    　何が彼をそこまで駆り立てるのか。


    　本当に初対面と比べて豹ひよう変へんしてしまった。


    　結局、今回は私が折れることにした。


    　グロムに王都内の物資調達を依頼する。


    　彼を説得するのが面倒というのも大きかった。


    「お任せください。不ふ肖しようながらもこのグロム、必ずや魔王様のご命令をこなして……ややっ、こんなところに埃ほこりが！　いけませんなぁ。我わたくしが掃除しなくてはっ」


    　グロムは部屋の端を見つめると、八本の腕に箒ほうきや雑ぞう巾きんを持った。


    　それらを存分に駆使して室内を綺き麗れいにしていく。


    　満足した彼は、優雅に一礼してから退室した。


    　その姿は、世話焼きの老執事を彷ほう彿ふつとさせる。


    　玉座から一部始終を眺めていた私は、ため息を吐つきたい気分になった。


    （……いや、しかし。グロムが優秀であることに変わりはない）


    　あれだけ強力なアンデッドを配下にできたのは嬉うれしい誤算だ。


    　多少の奇行には目を瞑つぶりたいと思う。


    　私のために働きたいという意欲は肯定すべきだろう。


    　グロムのことはいい。


    　それより考えねばならないことがある。


    　今朝、王国内の各領地に私の存在を通達した。


    　服従を誓うのなら攻撃しない旨も伝えてある。


    　私とて降参した人々を無闇に殺さつ戮りくしたいわけではない。


    　彼らが私に従うのなら歓迎する。


    　紛れもなく平和への第一歩だ。


    　周辺諸国の反応も気になる。


    　王都がアンデッドに乗っ取られたのだ。


    　さすがにその情報は知れ渡っていると考えていい。


    　新たな魔王の顕けん現げんに、各国はどう対応するのか。


    　いずれ討とう伐ばつ隊を結成するのは確実だろう。


    　私を放置するはずがない。


    　今頃は聖魔術の使い手を掻かき集めている頃かもしれない。


    （私も魔王を自称するに足る環境を整えなければ）


    　この地を改良して、さらなる配下も用意したい。


    　グロムのように人格のある味方がほしい。


    　組織的な行動をするには必須だ。


    　不死者の国としての体裁を整え、いずれ軍を編成したかった。


    　永続的に世界の悪となるには、やはりそれだけの準備を要する。


    （どこかに私の配下を希望する者はいないだろうか）


    　生前、少数ながらも魔王を信奉する組織はいた。


    　私の存在が周知されれば、そういった勢力からの接触があるかもしれない。


    　ただの破滅主義者ではいけない。


    　人間を嫌い、虐殺したいだけの者も不要だ。


    　私の目的を理解し、その上で支持する者を求めている。


    　なかなかに条件が厳しいので、配下集めについては後々の課題だろう。


    　色々と考え込んでいると、部屋の外から足音がした。


    　やけに慌あわただしい。


    　通常のアンデッドはこんな風に走らない。


    　誰の足音かはすぐに分かった。


    「魔王様、ご報告に参りました！」


    「何か動きがあったか？」


    　扉とびらを開けて飛び込んで来たグロムに尋ねる。


    　グロムが眼がん窩かの炎を大きくして頷うなずいた。


    「はい。どうやら最寄りの領地から軍が派遣されたようですな。小こ癪しやくなことに、王都を目指して進行しております」


    「王都奪還が目的だな。予想通りの反応だ」


    　国の中枢が壊滅した状態で王が死んでいる。


    　貴族が放っておくはずもないのだろう。


    　文字通り、王国の存続に関わる事態である。


    　全力で私を倒しにかかるのは想定内だった。


    　ただ、三日で出軍という速度が気になる。


    　優秀な武官が迅速な編成を為なしたのか。


    　それとも、成果や感情に衝つき動かされた愚か者の集団か。


    「して、どうされるのですか？　我わたくしなら楽に殲せん滅めつできましょうが」


    「私が向かおう。魔王の再来を周知せねばいけない。グロム、お前には留守を任せる」


    　奪還軍は見せしめに殲滅する。


    　私という脅威を世界に知らしめるための糧かてとしたい。


    　王都陥かん落らくに続いて甚じん大だいな被害を出せば、人々も私の危険性を理解するだろう。


    　現状、各領地へ通達した服従への返答はなかった。


    　今回の一件を鑑かんがみて、意志を表明してくれると助かるのだが。


    「はッ！　畏かしこまりました！　全身全霊を以もつて魔王様の居城をお守り致しますぞ！」


    　グロムは胸に手を当て、床に片膝ひざをつく。


    　頼もしい返事だ。


    　彼の実力なら、誰が強襲しようと大抵は対処が可能だろう。


    　前代の魔王に並ぶ強さを持っている。


    　軍隊が相手だろうが問題なくあしらえるはずだ。


    「では、行ってくる」


    「おっと魔王様、少しお待ち下され」


    　奪還軍の対処に向かう寸前、グロムに引き留められた。


    　随ずい分ぶんと真剣な様子である。


    　報告し忘れたことでもあるのか。


    「何だ」


    「お召し物を変えましょう！　せっかくの晴れ舞台なのです。卑劣なる人間どもに、魔王とは何たるかを見せつけてやりましょうぞ」


    　誇らしげに述べるグロムは、眼がん窩かの炎を煌こう々こうと滾たぎらせた。


    



    　　　◆


    



    　私は転移魔術によって奪還軍のもとへ移動する。


    　生前は目視距離を転移できる程度の魔術だった。


    　戦線離脱の切り札として強引に使うこともあったが、かなりの負担がかかる。


    　それがアンデッドになったことで大幅に強化された。


    　ほぼ無む尽じん蔵ぞうに使用可能となり、転移距離もかなり延びている。


    　不死者の力を知ると同時に、人間の限界を思い知らされた。


    　術の発動と同時に視界が切り替わる。


    　私は空に投げ出された。


    　遥はるか下に大地が広がっている。


    　すぐに落下が始まったので、空中に力場を作って着地した。


    　風が衣服をはためかせる。


    　私は深緑色のフード付きローブを纏まとっていた。


    　端々に宝石の装飾が施されており、魔術的な効果を持つ。


    　私にとっては誤差の範囲だが、見た目の高級感は悪くない。


    　張り切るグロムが最初に用意したのは、真っ赤なローブだった。


    　金刺し繍しゆうに加えて宝石がちりばめられたものである。


    　着用者の魔力の残ざん滓しで煌きらびやかに発光するようになっていた。


    　とにかく派手で、端的に言うと悪趣味だ。


    　実用性も皆無だろう。


    　貴族が贅ぜいを尽くして仕立て上げたに違いない。


    　グロムはとにかく私を華々しくしたかったらしい。


    　王冠も被かぶるように進言されたが、さすがに断らせてもらった。


    　交渉の末、妥協点として現在のローブに至ったのである。


    　少し残念そうだったが仕方あるまい。


    　前代の魔王も、別に華美な風貌を好んではいなかった。


    　私は力場を作りながら空中を歩く。


    　ほどなくして、地上を往ゆく軍隊を発見した。


    　旗を掲げている。


    　じっと目を凝こらすと、それが情報にあった領主のものであると分かる。


    　陥かん落らくした王都を目指す奪還軍だ。


    　私は上空から行軍の様子を眺める。


    　ざっと数えて二万は下るまい。


    　それなりの規模だ。


    　加えて聖魔術の結界を張っている。


    　アンデッド対策だろう。


    　本気で王都を取り戻すつもりらしい。


    （よくもこれだけの軍を三日足らずで編成できたものだ）


    　このまま王都まで進軍されると、無視できない被害が出る恐れがある。


    　グロムでも容易に対処できる程度の戦力だが、黙って見守るほど私は優しくない。


    　ここで人々の戦意を挫くじいておこうと思う。


    　そうすれば、今度は無闇な出軍も行われなくなるだろう。


    　結果的に双方の犠牲を減らせる。


    　実に望ましい展開だ。


    　私を敵視するのは構わないが、あまり死に急がれても困る。


    「見せしめなのだ。派手に屠ほふらねば……」


    　私は両手を地上の奪還軍に向ける。


    　手のひらを開いてかざした。


    　そこでふとグロムとの戦闘を思い出す。


    　瘴しよう気きにも様々な使い方があった。


    　せっかくの機会なので、少し真ま似ねをしてみよう。


    　私は瘴気と魔力を混ぜ合わせて術を構築した。


    　調整しながら世界に形成していく。


    　そうして出来上がったのは、黒い球体だった。


    　両手の先に浮遊しており、物質らしさに乏しい。


    　まるで気体のようだ。


    　かと言って風で形が崩れることもない。


    　何の変化もせず、ただそこに存在している。


    （失敗か……？）


    　私が不安に思っていると、球体は不意に落下を始めた。


    　その先にある奪還軍のもとへ向かう。


    　自由落下に任せて加速していく。


    　兵士達たちが顔を上げて何かを叫んだ。


    　指を差す者もいる。


    　頭上から迫る球体に気付いたようだ。


    　すぐさま矢と魔術が球体に放たれた。


    　球体は少しも軌道を変えず、触れた物体を取り込みながら落下し続ける。


    　兵士達の攻撃は意味を為なさない。


    　まるで水の塊かたまりを殴っているかのような構図であった。


    　球体はやがて結界に接触する。


    　些さ細さいな抵抗もなく押し割ると、軍隊の一角に着弾した。


    　次の瞬間、そこで爆発が起きる。


    　直撃を受けた兵士が血肉となって四散した。


    　やや離れたところにいた者も、衝撃を受けて重軽傷を負っている。


    　炸さく裂れつした球体は融ゆう解かいして瘴気の霧となり、濛もう々もうと周囲へ蔓まん延えんし始めた。


    　それらが幾千幾万もの黒い手に変成すると、奪還軍の面々に襲いかかっていく。


    「や、やめて……く、れ……ぇ……」


    「まだ死にたくない！　嫌だ、こんなところで……ッ」


    「ひいっ、たっ、助けて、くれ！　誰かぁっ！」


    　黒い手に掴つかまった者達たちは、もがき苦しみながら死ぬ。


    　彼らは絶命と同時にアンデッドに変へん貌ぼうし、生者に襲いかかった。


    　喰くい殺された者が、また新たなアンデッドへと仲間入りを果たす。


    　王都の光景の繰り返しだ。


    　もはや日常のように見慣れたものである。


    　瘴しよう気きと魔術の合成は成功した。


    　術の組み合わせや配合の加減によって様々なことができそうだ。


    　消耗も微々たるものなので、これから練度を上げていきたい。


    　上空の私に気付いた者が矢や魔術を飛ばしてくる。


    　少し鬱うつ陶とうしいので風魔術で防いだ。


    　もっとも現在の高度なら、何もせずとも致命傷にはならない。


    　お返しに追加の黒い球体を射出し、アンデッドの被害を拡大させておく。


    　反撃を試みる兵士達は、アンデッドの対処に追われてそれどころではなくなった。


    　指揮系統は完全に麻ま痺ひしている。


    　有効な手立てのないまま、兵士達は一方的に喰い散らかされていく。


    　最終的には散り散りとなり、僅わずかな生き残りは自みずからの命惜しさに逃げ出した。


    「上出来だな」


    　私は地上のアンデッドを操作し、敗走する兵士達を追いかけないようにさせる。


    　彼らには私の力を触れ回ってもらう役目が残っていた。


    　先代の魔王の死から十年。


    　人類にとって新たな脅威が顕けん現げんしたのだと周知させなければ。


    　奪還軍を壊滅させた私は、逃げ惑う生き残りの背中を見届けた。


    



    　　　◆


    



    　元奪還軍のアンデッドと共に、私は転移魔術で帰還する。


    　可能かどうか怪しかったが難なく成功した。


    　およそ二万の軍勢を一瞬で運搬できるのは便利だ。


    　様々な作戦に応用できる。


    　さすがに魔力の減りを実感するも、まだ疲ひ弊へいするほどではない。


    　術式を集団転移に適するように工夫すれば、消耗はもっと抑えられるだろう。


    　その辺りは賢者の腕の見せどころと言える。


    　この姿へと変へん貌ぼうした恩恵は計り知れない。


    　ただ魔術の性能が上がっただけではなかった。


    　生前では考えもしなかった術も実現させていくべきだ。


    　恒久的な悪となるには、人間の枠に囚とらわれてはいけない。


    　現在の力に驕おごらず、さらに盤ばん石じやくな態勢を敷いていこうと思う。


    　転移で飛んだ先は王都近郊だった。


    　城に直帰しなかったのは、少し用事があったからだ。


    　向かったのは死者の谷である。


    　そこでアンデッドの一部を死体に戻し、死者の谷に捧げた。


    　半ば本能的な行動で、私の魂に宿る瘴しよう気きに従った結果である。


    　死体を捧げた途端、力の増幅を感じた。


    　権能がより強くなったようだ。


    　私が取り込んだことで晴れ渡っていた死者の谷は、再び霧に包まれ始める。


    　死者の谷は私の力の源だ。


    　瘴気で汚染することで、相対的に私という存在が強化されたらしい。


    　これは有益な発見である。


    　今後もこまめに死体を捧げよう。


    （私は死者の谷の力を取り込んだと思っている。しかし本当は、死者の谷が私という存在を取り込んだのかもしれない）


    　ふとそんな考えが浮かぶも、至し極ごくどうでもいいことだ。


    　私の行動方針に影響はない。


    　魔王としての力が得られるのなら手段は問わない。


    　念のために大型の結界魔術で死者の谷を防護し、残るアンデッドを引き連れて王都を目指した。


    （今のところはすべて順調だ。何ら問題ない）


    　早期解決を目もく論ろんだ奪還軍は壊滅した。


    　各地でも同様の戦力が結集されていただろうが、今回の一件を知れば出軍を躊ちゆう躇ちよするはずである。


    　単に数を揃そろえても敵かなわないと悟るに違いない。


    　今後は調査と対策の会議を重ねて、私の能力を把握した上で攻め込んでくるだろう。


    　どういった作戦にしても、行動に移るまでには時間がかかる。


    　それでいい。


    　現状、人々が私を討とう伐ばつすることは不可能だ。


    　彼らが無為に命を散らすこともない。


    　私は世界の完全な滅びを望まないのだから。


    　魔王の脅威を与え続け、人類同士の平和を維持したいだけである。


    　こちらへの攻撃が無い限り、人類はしばらくは放置する予定だった。


    　向こうが準備を進める間、私は私でやることがある。


    　考え事をしているうちに王都に到着した。


    　私は寂れた通りを進む。


    　途中、此こ度たびの戦いで手に入れたアンデッドを解散させた。


    　使う予定もないので王都内を徘はい徊かいさせておく。


    　私はそこから城まで徒歩で向かう。


    　なんとなく王都の街並みを巡りたくなったのだ。


    　通りのあちこちに血の跡が残り、倒壊寸前の家屋が並ぶ。


    　全焼して無残な姿となった建物も多い。


    　腐った食材は、片付ける者がいないまま変色していた。


    　どこも荒れ果てている。


    　突とつ如じよとして崩れ去った日常がありありと現れていた。


    　心は痛むが、後悔はない。


    　私の選んだ道である。


    　かつて魔王討とう伐ばつに貢献した賢者ドワイト・ハーヴェルトは死んだ。


    　今ここにいるのは、殺さつ戮りくを繰り返す不死の魔王だ。


    　引き返せない選択をした以上、それをやり通すのが責務だろう。


    　死んでいった人々の犠牲を無駄にはできない。


    　人々の営みの痕こん跡せきを確かめていると、やがて城に到着した。


    　私は何気なく城を見上げて、その外観を前に硬直する。


    　元は白亜の壁に青い屋根だったはずが、全体が赤黒い艶つやに包まれていた。


    　各所に青い炎が灯ともっている。


    　城は冗談のような禍まが々まがしさだけで構成されていた。


    （少し目を離した隙すきに何が起こった？）


    　いや、犯人は分かっている。


    　私は転移魔術で城内の謁えつ見けんの間へ飛ぶ。


    　室内にはこれといって変化はない。


    　玉座に座ると同時に、扉とびらが開いてグロムが登場した。


    「おかえりなさいませ魔王様！　遠視の魔術で観戦しておりましたが、素晴らしい勇姿でしたぞ！　我わたくし、感動で涙が出そうになりまして……」


    　打ち震えるグロムは、流れるように跪ひざまずいた。


    　彼はハンカチで目元を拭う動作を取る。


    　眼がん窩かで燃える炎が、ハンカチの端を焦がした。


    　果たして本気でやっているのか。


    　グロムの性格ならありえないこともない。


    　判断に困るものの、今はそれどころではなかった。


    　私は胸中の考えを差し置くと、跪ひざまずくグロムに質問をする。


    「城の外観はどういうことなんだ」


    「はい、魔王様の居城にぴったりなものに変更致しました。並行して防御魔術の類たぐいも張っておりますので、侵入者対策にも怠おこたりはございませぬ。どうでしょう、気に入っていただけましたかな？」


    　グロムはよくぞ訊きいてくれたとばかりの口調で説明する。


    　とてつもなく誇らしそうだ。


    　顔は牛の骨だというのに、よくもここまで感情を表現できるものである。


    　骨という点では私と同じはずなのだが、愛想に大差があった。


    「…………」


    　私はグロムを一いち瞥べつする。


    　彼はそわそわと視線を巡らせていた。


    　褒ほめてほしいのだろう。


    　尻しつ尾ぽがあれば振っている気がする。


    　城の外観に関しては勝手な真ま似ねをしてくれたと思うが、実害は皆無だ。


    　別に私にこだわりはない。


    　正直、どんな風に改築されようと困るものではなかった。


    　そしてグロムは、ただ城の外観を変えたのではなく、同時に防御面の底上げを図っている。


    　感知系統の魔術で解析したところ、膨ぼう大だいな数の術が使われていた。


    　許可なく侵入すれば、たちまち消し炭になるだろう。


    　それほど凶悪な魔術が多用されている。


    　何重もの結界が張られているため、そもそも侵入が可能かすら怪しいところだ。


    　世界中を見渡しても、ここより厳重な警備は珍しい。


    　短時間でここまでの設備を仕掛けたグロムのやる気と実力の片へん鱗りんが窺うかがえる。


    　やや空回りした言動で忘れそうになるが、とんでもない存在なのだ。


    　彼がその気になれば、大陸の一つや二つは地図から消せる。


    　それこそ、人類滅亡も現実味を帯びてしまうほどに。


    　私よりよほど魔王らしさがあった。


    「城の防御は失念していた。配慮してくれて助かる」


    　思考の末、私は労ねぎらいの言葉をかけた。


    　独断とはいえ、非難すべき部分はほとんど無い。


    　それよりグロムの努力を褒ほめるべきだろう。


    　私の言葉を受けたグロムは、眼がん窩かの炎を激しく燃え上がらせた。


    「嬉うれしきお言葉でございます……っ！　いやはや、悩み抜いて外観を考えた甲か斐いがありましたな。このグロム、魔王様のお役に立てて光栄ですぞ！」


    「私も良い配下に恵まれて光栄だ。ただし今後、何かする際は事前に相談してほしい」


    「ははぁ！　忠実なる下僕の頭脳を利用いただければ幸いでございます」


    　グロムは床に額をつけて応じる。


    　私への絶対的な忠誠心だ。


    　魔王への崇拝と言い換えることもできる。


    　その徹底した姿に、私は胸中で苦笑した。


    



    　　　◆


    



    「ま、魔王様、大変でございます！」


    　二日後の夜、大慌あわてのグロムが謁えつ見けんの間にやってきた。


    　よほどの事態が起きたらしい。


    「どうした。侵入者か？」


    「い、いえ、そうではないのですが……とにかく、直接見ていただくのがよろしいかと」


    　グロムにしては歯切れの悪い口調だ。


    　報告に困る内容らしい。


    　私はさっそく魔術で王都全体を感知した。


    　異常があればこれで見つかるはずだ。


    　すると、外壁の門辺りに多数の反応が引っかかる。


    　その数はおよそ五百。


    　彼らは門前にて集結している。


    　確かに侵入者ではない。


    　相手は王都へは踏み込まず、その場で待機しているのだ。


    　グロムが戸惑うのも納得である。


    　腕組みをする私は、魔術を解いて意識を謁見の間に戻した。


    「──ふむ、来客らしい」


    「如何いかが致しますか。命令していただければ、我わたくしが殲せん滅めつ致しますぞ」


    　グロムが不穏な気配を発する。


    　憎悪と殺気を滲にじませていた。


    　私が頷うなずけば、たちまち飛び出しそうな勢いだった。


    「いや、私が出向く。ついてきてくれ」


    「はッ！　承知しました！」


    　グロムは殺気を消して敬礼する。


    　心の切り替えが恐ろしく速い。


    　私の命令の前では、私情の優先など論外なのだろう。


    　それを自然に実践するのだから、グロムの忠臣ぶりには驚かされる。


    　私は転移魔術を行こう使しし、グロムを連れて城の外へ赴おもむいた。


    　転移先は王都の外壁だ。


    　正門の様子を確かめるのにちょうどいい。


    　私は壁の縁に着地し、グロムは隣で浮遊した。


    　そこから正門前の集団を注視する。


    　生前なら夜闇のせいで見通しが悪くなるが、この身体からだでは関係ない。


    　昼間のように視認性が維持される。


    　眼下に集うのは魔物の群れだった。


    　緑色の小鬼はゴブリンだ。


    　大柄な鬼はオーガである。


    　豚面の肥満体はオークで、犬顔の小柄な体たい躯くはコボルトだ。


    　捩ねじれた角に蝙蝠こうもりのような羽を持つのはサキュバスである。


    　他にも様々な種族の魔物が集っていた。


    「これは凄すさまじい軍勢ですな……直前まで察知できなかったのが不思議です」


    「隠密系統の魔術だろう。別に恥じることもない。相手が相手だ」


    　私の言葉にグロムがこちらを向いた。


    　彼は少し遠慮がちに問いかけてくる。


    「その口ぶり……もしや魔王様は、彼奴きやつらの素性をご存じなのですか？」


    「ああ、知っている。生前からの因いん縁ねんだ」


    　二人でやり取りをしていると、魔物の集団がこちらに気付いた。


    　彼らは驚いた様子で大声を発する。


    　動揺は伝でん播ぱし、五百の集団は収拾のつかない規模で騒ぎ出した。


    　それがある瞬間に沈黙する。


    　先頭に立つサキュバスが片手を上げたのと同時だった。


    　目ざとく察したグロムが顎あごを撫なでる。


    「ほう。あのサキュバスが首領のようですな。一体何者なのでしょう」


    　別に勿もつ体たいぶることでもあるまい。


    　先に話しておいた方がいいだろう。


    　そう考えた私は、彼の求める答えを口にする。


    「彼女は先代の魔王に従っていた魔族──その四天王の一人だ」


    



    　　　◆


    



    「先代の魔王……それに四天王ですと!?　一体どういうことなのですかっ」


    　グロムが驚きを露あらわにする。


    　彼が生まれたのはつい最近だ。


    　素そ体たいとなった死者から知識や技術は習得しているが、細かな情報は知らないらしい。


    「詳しいことは後で話そう。今は挨あい拶さつが優先だ」


    　早々に話題を切り上げた私は、外壁から跳躍した。


    　風魔術で落下速度を緩め、元四天王のサキュバスの前に降り立つ。


    「私の支配地に何の用だ」


    「えーっと、アナタが新しい魔王サマ？」


    　サキュバスが小首を傾かしげて問いかけてくる。


    　なんとなく緊迫感に欠けた口調だ。


    　そして、懐なつかしい声こわ音ねだった。


    　蘇よみがえる過去の記憶を横に置いて、私は彼女の疑問に応じる。


    「今のところ、魔王は自称だがな」


    「へぇ、そう。なるほど、なるほど……」


    　サキュバスはじろじろと私を観察する。


    　なんとなく愉快そうで、品定めをするような視線であった。


    「──小娘。それ以上、無礼な真ま似ねをしてみよ。我が貴様の首を即座に斬り落とす」


    　地上に降りたグロムが冷徹な口調で告げる。


    　いつもの彼とは違う。


    　初対面の時と同じ雰囲気だった。


    　私以外への態度は特に軟化していないようだ。


    　脅迫を受けたサキュバスは自みずからの肩を抱いて震えてみせる。


    「嫌だ、怖いこと言わないでよ」


    　大おお袈げ裟さでわざとらしい。


    　明らかに演技だ。


    　グロムの殺気を見事に受け流している。


    　ふざけた言動の彼女だが、ふと真顔になる。


    　私に歩み寄ってくると、おもむろに顔を近づけてきた。


    　どうやら匂いを嗅かいでいるらしい。


    　しばらくして顔を上げた彼女は、嬉うれしそうに声を上げる。


    「何か知ってる魔力だと思ったら、賢者のドワイト君じゃないっ！　ねぇ、正解でしょ？」


    「この小娘が、魔王様に向かって何たる口を……ッ！」


    「グロム、よせ」


    　私は前に踏み出そうとしたグロムを手で制する。


    　グロムは眼がん窩かの炎を弱らせた。


    　叱られたことで気を落としている。


    「魔王様……」


    「私に任せてくれ」


    　悲しげなグロムに告げて、私はサキュバスと対たい峙じする。


    　凛りんとした美しい容姿に、身体からだを包む黒い衣服。


    　その佇たたずまいや眼まな差ざし、動作の一つひとつが相手を煽あおるように計算され尽くしていた。


    　彼女の毒どく牙がにかかった者を何人も知っている。


    　無論、現在の私が魅了されることは無い。


    「久しぶりじゃないか、ルシアナ」


    「そうねぇ。アナタの大切な勇者様に半身を吹き飛ばされた時以来よ。もう十何年も前のことかしら」


    　元四天王のサキュバス──ルシアナは懐なつかしそうに目を細める。


    　その際、桃色の長髪が揺れた。


    　月光を受けて、髪は微妙に色彩を変化させている。


    「ドワイト君ったら、随ずい分ぶんと変わったわね。そういうお年頃なの？」


    「お前なら察しは付いているだろう。死者の谷の権能だ」


    「あ、やっぱり？　だと思ったわ」


    　ルシアナはにっこりと笑みを深める。


    　後ろでグロムの機嫌が悪くなる気配がした。


    　私が無言で一いち瞥べつすると、グロムは我に返って背筋を伸ばす。


    「ところで立ち話は疲れるし、できれば中に入れてくれない？　この子達たちも休ませてあげたいの」


    「分かった。案内しよう」


    　私が頷うなずくと、グロムが控えめに意見を口にする。


    「魔王様、よろしいので？」


    「問題ない。もしも何かあれば──私が全力で対処する」


    　間を置いて宣言した私は、全身から炎のように瘴しよう気きを放射した。


    　夜闇でもくっきりと浮き上がるほどの漆黒だ。


    　その状態でルシアナ達たちを凝ぎよう視しする。


    　魔物達が露骨に委い縮しゆくしていた。


    　間近で受けたルシアナも呆ぼう然ぜんとして、乾いた笑いを洩もらす。


    「あ、あはは……本当に変わったのね、アナタ。人間の頃より魅力的に感じるわ」


    「そんなことはどうでもいい。ついてこい。来客として歓迎する」


    　私は踵きびすを返して王都内へ入った。


    　後方をぞろぞろと魔物達がついてくる。


    「この街、ちょっと瘴気が濃すぎない？　魔物にも影響が出るほどって相当よ」


    　道中、ルシアナが呆あきれた口調で結界を張る。


    　通り道の瘴気を除去しているのだ、


    　さりげなく部下の負担を抑えている。


    　確かに現在の王都は、生物の滞在を想定していない環境だ。


    　今まではアンデッドしか存在しないために支障がなかった。


    　人間より適性があるとはいえ、この濃度は命ある魔物には厳しいのである。


    　城に到着したところで、私はルシアナを手招きする。


    「これより先はお前だけが来い。他の者は好きに建物を使え」


    「まあそうなるわよね。了解したわ」


    　ルシアナは再び結界魔術を行こう使しした。


    　彼女は近くにあった損壊の少ない建物群をまとめて結界で覆う。


    　これで瘴気の薄い空間が形成され、部下を待機させるための安全地帯が確保された。


    　私とグロムとルシアナの三人は城内へ向かう。


    　会話の場所として、今は使われることのない応接室を選んだ。


    　室内は手入れが行き届いている。


    　グロムが熱心に掃除しているのだろう。


    　私達は対面のソファに座り、ローテーブルを挟んで会話を始める。


    「改めて問うが、何の用でここを訪れた」


    「そんなに凄すごまないでよ。アタシとドワイト君の仲でしょう？」


    「ま、まさか魔王様は、この小娘と……ッ!?」


    　グロムは驚きよう愕がくに震える。


    　眼がん窩かの炎の揺れが妙に激しい。


    　彼にとってはよほど衝撃的な言葉だったようだ。


    「グロム、落ち着け。私はルシアナを見知っているが、深い仲ではない。敵同士だった」


    　勇者の従者と、魔王軍の四天王だ。


    　必然的に殺し合う宿命であり、幾度も死闘を繰り広げた。


    　最終的には決着せず、彼女が人間軍の妨害工作を行っている間に、私達たちは魔王を討とう伐ばつした。


    「敵同士〝だった〟ねぇ……過去形ということは、今はもう違うと考えているの？」


    　意地悪な顔をするルシアナ。


    　私は迷わず首しゆ肯こうする。


    「お前の仕える魔王は死んだ。あれから十年も経過している。私達が争い合う理由が無い」


    「割り切った考えね。アタシが魔王サマの敵かたき討うちに来る可能性だってあるはずよ」


    「それならば、叩き潰つぶしてアンデッドにするまでだ。お前達の屍しかばねを有効活用させてもらう」


    　私は威圧感を込めて宣言する。


    　今のは脅しではない。


    　必要なら実行するまでだ。


    　ほんの少しの労力で完遂できることであった。


    「……っ」


    　息を呑のむルシアナの頬ほおを、汗が伝い落ちる。


    　彼女は息を吐いて落ち着くと、ゆっくりとソファにもたれかかった。


    「……冗談よ。アタシ達は新しい魔王サマの配下になりたいだけなんだから」


    「どういうことだ」


    　私が問うと、ルシアナは事情を話し始める。


    　魔王の死後、魔王軍の残党は人間により蹂じゆう躙りんされたらしい。


    　戦おうにも頂点に君臨する魔王が不在で、有効な反撃ができなかったという。


    　そのうち残党の統率は乱れ、組織内での主張もずれていく。


    　やがていくつかの派閥に分裂し、それぞれ別の道を歩むことになったそうだ。


    　当時、四天王という地位に就いていたルシアナは、彼女を支持する者を連れて辺境へ赴おもむいた。


    　彼女達は残党内において〝穏健派〟と呼ばれていたらしい。


    　そんな穏健派は、人間の目の届かない場所で細々と暮らすことにした。


    　いつか新たな魔王が現れることを信じて、彼らは十年の苦境を乗り越えてきたのである。


    「腑ふ抜ぬけた紛まがい物が魔王になろうとしているのなら乗っ取るつもりだったけれど、その心配はなさそうね。だってアナタ、先代魔王サマより強いもの」


    　ルシアナは私を素直に称賛する。


    　言葉の端々には若干の呆あきれも含まれていた。


    　私の強さは、彼女の予想を幾分か超えていたようだ。


    「それにしても、まさかドワイト君が新たな魔王になるなんてねぇ。アナタと勇者が処刑されたのは知ってるけど、本当に何があったの？」


    　ルシアナが身を乗り出して尋ねてくる。


    　興味津しん々しんといった様子だった。


    　別に秘ひ匿とくしたいことでもない上、彼女の事情も聞かせてもらった。


    　お返しというわけでもないが、説明してもいいだろう。


    　そう判断した私は、魔王討とう伐ばつ後から現在に至るまでの流れを語った。


    　内容はそこまで複雑ではない。


    　話し終えるのに、そこまで時間はかからなかった。


    「つまり、魔王殺しの英雄を蔑さげすんだ人間どもは、結果的に新たな魔王を生み出して滅ぼされたってわけね！　あっはっはぁ、人間って救いようのないお馬鹿さんだわ」


    　ルシアナはソファの上で笑い転げる。
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    　よほど話の内容が愉快だったらしい。


    　笑うようなことではない気がするのだが、彼女の心の琴きん線せんに触れたようだ。


    　一方、私は彼女の感想に反論する。


    「確かに人間は愚かだが、救いようはある。私は彼らに永えい劫ごうの平和を与えるつもりだ」


    「律りち儀ぎねぇ。完全に滅ぼしちゃおうとは考えないのかしら」


    「私は世界の平和のために力を尽くす。それが生前からの方針であり、あの人の悲願だ」


    　平和への道筋が変わっただけだ。


    　根本の想いは揺るがない。


    　現在のやり方が最善だと考えたからこそ、私は躊躇ためらいなく実行している。


    　姿勢を正したルシアナは、優しい微ほほ笑えみを見せた。


    「まあ、そっちの事情と目的は分かったわ。それで、どうするの？」


    　真意を探る視線。


    　彼女は私の反応を待たずに話を続ける。


    「アタシ達たちは安あん寧ねいの土地を求める。代わりに技術と戦力を提供できる。アナタ達は優秀な部下を求める。報酬として王都全域を提供できる」


    「私達の利害関係は一致しているということか」


    「その通り！　互いに損しない条件だと思うけれど？」


    　ルシアナは涼しい顔で言う。


    　こちらが乗ると確信している表情だった。


    　その時、グロムが私に耳打ちをする。


    「魔王様、少々お話がございます」


    「何だ」


    「こちらへ来て下さいませ」


    　私はグロムに連れられて部屋の端へ移動する。


    　そこで彼は魔術で防音の壁を生成した。


    　声がルシアナへ届かないように細工をする。


    「あのサキュバスを信じるのですか？」


    「ルシアナが優秀なのは確かなことだ。油断ならない性格だが、そこは監視すればいい」


    　向こうの真意など関係なく、監視は必要だ。


    　保護した彼らが人類を滅ぼし始めたら目も当てられない。


    　そこさえ気を付けていれば、存外に悪い話ではなかった。


    　かつての因いん縁ねんなど、私にとってはどうでもいい。


    　現在の利用価値だけを考慮する。


    「彼女が率いる魔物の軍は魅力的だ。たった五百とは言え、配下に加えられるのは大きい。互いに利用し合う関係になる。それだけだ」


    「魔王様がそうおっしゃられるのでしたら、我わたくしも異論はございませぬが……」


    　そう述べるグロムはやや心残りがありそうだ。


    　彼が私の未来を真剣に考えてくれているのは分かる。


    　あまり無む碍げにするのは申し訳ない。


    　私はグロムの肩に手を置いた。


    「いざという時は、お前の力を頼らせてもらうよ」


    「……ははぁッ！　このグロム、魔王様のために身を粉こにして尽じん力りよく致しましょうぞ！」


    　グロムは一瞬で元気を取り戻した。


    　眼がん窩かの炎が天井を焦がしそうな勢いになる。


    　これでしばらくは大丈夫だろう。


    　私はソファに戻った。


    「待たせたな。話がまとまった」


    「それで、どうするのかしら」


    「私はお前達たちを受け入れよう。安住の地を約束し、その代償として人類との戦争に加担してもらう」


    　答えを聞いたルシアナは、にっこりと笑って手を差し出してくる。


    「問題ないわ。十年前にもやったことだもの。今更、躊躇ためらうことなんてないでしょ」


    「よし。交渉成立だ」


    　ルシアナの手を握ると、彼女は嬉うれしそうに飛び跳ねた。


    「やった！　これからよろしくね、魔王サマ？」


    　彼女はするりと近寄ってくると、私の首に腕を絡めてきた。


    　そのまま身体からだを押し付けてくる。


    「……何の真ま似ねだ」


    「アタシ、強い人が好きなの。先代魔王サマに従っていたのも、あの圧倒的な力に惚ほれたからだし。だから今は……そういうことよ。ねぇ、言いたいこと分かる？」


    　ルシアナが上目遣いに言う。


    　情に潤うるんだ瞳。


    　ふっくらとした赤い唇が迫る。


    （相変わらずだな）


    　私は手の内に魔術を生み出す。


    　殺しはしないが、今後こういったことをされても困る。


    　正直、迷惑でしかない。


    　最初に忠告くらいはすべきだろう。


    　そうして魔術を行こう使ししようとしたその時、八本の骨の手がルシアナの身体を掴つかんだ。


    　骨の手は、彼女を私から強制的に引き剥はがす。


    　無論、グロムの仕業であった。


    「サキュバス風ふ情ぜいが、よりにもよって魔王様に色仕掛けとは……ッ！　駄目ですぞ、騙だまされてはなりません！　此こ奴やつは性悪女ですッ」


    「あら、人聞きが悪いわね。アナタも規格外みたいだけれど、魔王サマには遠く及ばないみたい。ごめんなさいね。アタシ、一番にしか興味がないの」


    　ルシアナが勝ち誇ったように返す。


    　悠然とした口ぶりには、少なくない挑発が含まれていた。


    「──口を慎め、卑しき淫いん魔まが。我の逆げき鱗りんに触れおったな。その自慢の美貌を二度と見れぬものにしてやろう」


    　グロムが激げき昂こうする。


    　本来の調子に戻り、殺気を隠さなくなった。


    「かかってきなさいよ。特別に相手をしてあげる」


    　対するルシアナもなぜか戦闘態勢だ。


    　異性を選ぶ基準に強さを置いているように、彼女は好戦的な面を持っている。


    　今まで延々と圧のし掛かっていた抑圧という名の箍たがが外れ、その反動がやってきたのかもしれない。


    「フハハハハハァッ！　貴様を我が魔術で塵ちりとしよう……！」


    「やってみなさい！　こてんぱんに倒してあげるからッ」


    　ついに二人は、魔術の撃ち合いを始めた。


    　余波で応接間が破壊されていく。


    　それを傍ぼう観かんする私は、出入り口の扉とびらに手をかけた。


    　いちいち構っていられない。


    　この身体からだですら疲れてしまいそうな状況だ。


    　契約を結んで仲間同士となったため、賢い二人なら本当に相手を殺すことはないはずである。


    　満足するまで放っておこう。


    （……ルシアナの配下に、事の顛てん末まつを伝えに行くか）


    　後方で始まった戦闘をよそに、私は謁えつ見けんの間を後にした。
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    「ここで絶対に食い止めろォッ！　何が何でも突破させるな！」


    　一人の兵士──この場を任された隊長が叫ぶ。


    　その顔面を槍やりが貫つらぬいた。


    　捨て身で突進したスケルトンの仕業だった。


    　隊長を殺害したその個体は、すぐさま他の兵士に屠ほふられる。


    　もっとも、こちらの被害は軽微なものだ。


    　指揮系統を潰つぶした功績は大きい。


    　それに私が瘴しよう気きを送れば、破損したスケルトンは起き上がり、再び捨て身で兵士達たちへ襲いかかる。


    　ここは王国北部の都市。


    　現在、私は百二十の配下を連れて侵略中だった。


    　私の魔術で正門を破り、立ちはだかる兵士をアンデッドに加えながら、領主の館を目指して進んでいる。


    「くそ、どんどん湧わいてきやがる……ッ！」


    「泣き言を言う暇があるなら黙って戦──」


    「チッ、あいつら矢まで使ってきやがる！」


    　兵士達は苦戦を強いられている。


    　アンデッドの放つ矢に手出しできないのだ。


    　反撃して数体を倒しても効果は薄い。


    　おまけに前衛担当のアンデッドが、損傷を無視して彼らに突貫する。


    　その中には、大盾たてを構えた数体のオーガの姿もあった。


    　ルシアナの配下の魔物だ。


    　此こ度たびの遠征で、試験的に参戦させてみたのである。


    　オーガは兵士の攻撃をものともせずに接近する。


    　その強大な膂りよ力りよくで棍こん棒ぼうを振り下ろし、一撃で兵士の陣形を崩壊させた。


    　さらに咆ほう哮こうで恐きよう慌こう状態を誘発する。


    （ふむ、悪くないな）


    　オーガはアンデッドの軍勢と上う手まく馴な染じんでいた。


    　共闘させても問題ない。


    　それどころか、見事に噛かみ合っている。


    　オーガが兵士を突き崩し、そこへアンデッドが殺到する。


    　犠牲を度外視して陣形の穴を喰くい広げていく。


    　見事な波状攻撃だ。


    　領主の館はすぐそこまで迫りつつあった。


    「下等なる人間どもよ。不死の王の前にひれ伏すがいい……ッ！」


    　軍勢を指揮するグロムが杖つえを掲げる。


    　持ち手についた宝玉が発光し、黒い火球を解き放った。


    　放物線を描く火球は兵士達たちの頭上を越えると、そのまま領主の館に炸さく裂れつする。


    　漆黒の爆炎が上がり、館は勢いよく燃え始めた。


    　兵士達はそちらに気を取られ、その隙すきにアンデッドとオーガの容赦ない追撃を受ける。


    　一連の光景を見ていた私は、グロムに声をかける。


    「今回の目的は殲せん滅めつではない。やりすぎるな」


    　指摘を受けたグロムは、猫背になってこそこそと私のそばへ来た。


    　彼はやや大おお袈げ裟さに耳打ちをする。


    「いいえ、魔王様。これは必要な処置ですぞ。服従を強いるのならば、威圧は過度に感じるくらいがちょうどいいのです」


    　グロムは妙に自信ありげだ。


    　殺さつ戮りくに酔よい痴しれているのかと思って注意したが、目的を見失っているわけではなさそうだ。


    　彼なりに調整をしているのかもしれない。


    　元の位置に戻ったグロムは再び黒の火球を放った。


    「フハハハハハ、我が深しん淵えんなる力を見せてやろうッ」


    「…………」


    　嬉き々きとしたその姿に、私は仄ほのかに頭痛を覚えた。


    　本当に目的を見失っていないか心配になる。


    　グロムは悪としての立ち振る舞いを気に入っているらしい。


    　人々に恐れられるのは良い。


    　しかし彼の場合、有する力が強すぎる。


    　加減を誤ると、そのまま滅ぼしてしまう可能性があった。


    　今回はそれだと困る。


    　行動が過激化しないよう、私が見張っておかなければいけない。


    　その後、私達は兵士を蹴け散ちらして領主の館へ至った。


    　あっという間に館内を制圧し、この街の支配者である領主を発見する。


    「く、来るな！　穢けがれた不死者め！」


    　領主は喚わめきながら床を這はう。


    　護衛は既にグールに変へん貌ぼうしていた。


    　故ゆえに彼を守る者はいない。


    「……貴様。楽に死ねると思わないことだ。苦く悶もんの果てに家畜の生いき餌えとしてやろう」


    　グロムが凄すごみのある声こわ音ねで言う。


    　領主の暴言が許せなかったらしい。


    　穢けがれた不死者とは、この上なく私を的確に表現していると思うのだが。


    「ここからは私がやる。下がっていろ」


    「はっ！」


    　私が告げると、グロムは素早く退いて跪ひざまずいた。


    　相変わらずの従順さである。


    「王都を滅ぼした不死者か……」


    　領主は呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。


    　多量の汗を流して、極限まで青ざめていた。


    　放っておくと倒れるのではないかと思うほどだ。


    　私は無力な男を見下ろす。


    「お前が領主だな」


    「だとしたら何なのだ」


    「私が始末する」


    　領主の首を掴つかんで持ち上げた。


    　そのまま壁に叩き付ける。


    「あ、ぐご……っ!?」


    　途端、領主が白目を剥むき、手足を動かして暴れる。


    　全身から白煙が上り、皮膚が変色して溶けだした。


    　さらに、ずるずると破れて液状化していく。


    　急速に腐敗する領主は、やがて骨だけになって崩れ落ちた。


    　足元には黒ずんだ液体が残る。


    「……さて」


    　私は首を動かし、部屋の端を見やった。


    　そこには震える人間が固まっている。


    　領主の妻と子供達たちだ。


    「こうなりたくなければ、私に服従しろ。さすれば命までは取らない」


    「ひ、ひいぃ……ッ」


    　私の忠告に、領主の家族はひどく怯おびえる。


    　内容が伝わっているか怪しいが、問い詰めても逆効果だろう。


    　存分に恐怖は与えられたはずなので、愚かな真ま似ねはしないと思っておく。


    　ここの領主は、私達たちの侵攻で所有者が曖あい昧まいになった領土を掠かすめ取ろうとした。


    　自己利益を優先して協調性を見せなかったのだ。


    　魔王の顕けん現げんなどに興味なく、懐ふところの潤いだけを気にしていた。


    　それは、今後の人類の在あり方かたにそぐわない。


    　だから見せしめの対象にさせてもらった。


    「行くぞ」


    　私は踵きびすを返して合図をする。


    　アンデッドの軍勢は、一斉に領主の館から退去した。


    　私達は閑散とした血みどろの通りを歩く。


    「いやはや、さすが魔王様！　見事な手際でございます」


    　グロムは私の手をハンカチで拭きながら絶賛する。


    　私は首を振って応じた。


    「世辞はいい。それより状況はどうだ」


    「はい。各地の領主は、次々と魔王様への服従を表明しております。見せしめ目的の粛しゆく清せいが効いているようですな。この調子でしたら、大陸全土の制覇も夢ではありませんぞ！」


    「そうか」


    　私はグロムの報告に満足する。


    　ルシアナ率いる魔王軍の残党が訪れてから、およそ三十日が経過した。


    　私は転移魔術を駆使して、王国内を計画的に破壊している。


    　魔王の脅威度を認知させると同時に、自おのずと人類が協力する土壌を構築しているのだ。


    　今回の領主のように、自己中心的に暗躍する人間は順に抹殺していた。


    　人々が互いに足を引っ張る展開は望まない。


    　協調性を持たない者は不要どころか害悪である。


    　そうした地道な努力により、国内の領主は私に服従の意を示していた。


    　賢明な判断だ。


    　歯向かえば、領土がアンデッドの巣そう窟くつになると分かっている。


    　彼らには積極的に干渉せず、これまで通りに生活してもらう。


    　服従というのもその場限りの嘘うそで、本音は別にあるだろうが構わない。


    　反逆の機会を窺うかがうのも当然の心理だ。


    　むしろ、水面下で他の領主と連携している状態が理想的であった。


    　私を滅ぼすための企たくらみは基本的に泳がせる。


    　魔王討とう伐ばつという共通目的を掲げて、人間同士は協力すべきなのだ。


    　現状、陥かん落らくした王都を中心に、服従した国内の領土に関しては魔王領と定めている。


    　勢力図で言えばかなり広大だろう。


    　実質的な支配地は王都のみだが、あまり気にしていない。


    　表面上だけだとしても、王国のほぼ全域を侵略したという事実が重要だった。


    　この都市での目的を達成した私は、転移魔術を行こう使しする。


    　すべての配下を連れて王都へ帰還した。


    　正門跡を抜けると、そこにはルシアナが立っていた。


    　彼女は軽い足取りで駆け寄ってくる。


    「あら魔王サマ。ごきげんよう。随ずい分ぶんと早いお戻りね」


    「予定より円滑に決着した。優秀な配下ばかりで助かった」


    　あのオーガ達たちの活躍ぶりは評価に値する。


    　アンデッドだけでも突破はできたが、やはり侵攻速度が段違いだ。


    　私の言葉にルシアナは誇らしげに胸を張った。


    「でしょでしょ！　アタシがみっちり鍛え上げたんだから！　お役に立てて光栄よ」


    　ルシアナは目を細めると、艶つやっぽい表情で距離を詰めてきた。


    　彼女は私の身体からだを撫なでながら小声で囁ささやいてくる。


    「ねぇ、魔王サマ。よかったらこの後、お茶でもしない？　もちろん二人きりで──」


    「魔王様！　この女の誘いに乗ってはなりませんぞ！　きっと良からぬことを企たくらんでおります！」


    　グロムによる鉄壁の妨害が入った。


    　もはやいつもの光景である。


    　特に害は無いので、私も止めずにいる。


    　私から離されたルシアナは、唇に指を当てて思案する。


    「うん……まあ、良からぬことよね、ある意味」


    「聞きましたか魔王様！　ついに自白しましたぞッ！　淫いん猥わいなサキュバスめ、我が直じき々じきに引導を渡してやろう……ッ！」


    「静かにしてくれ。じゃれ合うのは後回しにしろ」


    　私が軽く注意すると、二人は同時にこちらを向いた。


    　そして強めの語気で反論する。


    「じゃれ合ってないから！」


    「じゃれ合っておりませんぞ！」


    　この二人は、なんだかんだで仲が良いのではないだろうか。


    　そう思わざるを得ない揃そろい方である。


    　火花を散らす二人をよそに、私は城への道を歩き出した。


    　すると、グロムとルシアナは当然のように追つい従じゆうする。


    　ぴたりと言い争いを中断した姿を見るに、やはり仲が良い気がした。


    　結局、三人で通りを進んでいく。


    　陥かん落らくした王都内の光景には、少なくない変化が起きていた。


    　道端を走るゴブリンが資材を運んでいる。


    　それを受け取ったオークは、工具で破損した建物を修繕する。


    　向かい側では、コボルトが空き地に作られた畑を耕していた。


    　鍬くわを使ってせっせと働いている。


    　空を飛び交うのはサキュバスだ。


    　彼女達たちは王都各所に放置された物資を集めている。


    　人型になった瓦が礫れきの巨人は、建物の残骸を順に撤去する。


    　誰かの使い魔のゴーレムだろう。


    　まだ使えそうな資材は、集まったゴブリン達が運搬していく。


    　彼らはルシアナの配下である魔王軍の残党だ。


    　城下街で暮らすことを許可したことで、自発的に都市開発を始めたのだった。


    　生活を少しでも豊かにするため、日々を労働に費やしている。


    　その中には僅わずかながらも人間もいた。


    　残党に紛れていた奴隷だ。


    　専門の技術を持っていたり、手先が器用なので重宝しているのだという。


    　中には魔術を使える者もいるそうで、ぎこちない様子ながらも逞たくましく環境に順応していた。


    　私はそれらの光景に感心する。


    「都市開発は順調だな」


    「この十年で一通りの開拓技術は学んだもの。そうじゃないと生きられなかったから。ここは瘴しよう気きが濃すぎるけれど、それさえ対策すれば恵まれた地ね」


    「当然だ。陥落したとはいえ、元は王都だからな」


    　都市に蔓まん延えんする瘴気は、城に集中させていた。


    　他の魔物や人間に健康被害が出たためだ。


    　高濃度の瘴気は、生身の人間や魔物にとって毒となる。


    　現在は支障なく暮らすことができる。


    　ちなみに大量のアンデッドは、城の地下や街の倉庫に保管してある。


    　各地への遠征で急速に数が増え、収容できない分は王都郊外を徘はい徊かいさせていた。


    　現状、数という観点で見れば最大戦力だ。


    　大切にしていこうと思う。


    　城に戻った私は、バルコニーから街並みを見下ろした。


    　それにしても信じられない景色だ。


    　瘴しよう気き塗まみれになって汚染された地域が、再び生活の要所として機能し始めている。


    　しかも人間と魔物が共存している。


    　生前は夢にも思わなかった光景だ。


    　実に素晴らしいことだろう。


    　私は真の世界平和を望む。


    　こういった形で紡つむがれる平穏も歓迎だった。


    　たった一つの都市の中とはいえ、住人が種族を問わず暮らしていることに喜びを感じる。


    　これを世界規模で実現できれば理想なのだが、それは非常に難しい。


    　必ず綻ほころびが生まれてしまう。


    　王都という限定空間で少人数だからこそ成立している。


    （世界規模で平和を生み出すには、やはり巨悪を配置するのが最適解だ）


    　無論、住民を受け入れたからには、来たる外敵からも守るつもりである。


    　彼らは既に私の国の民だ。


    　その代わりに、魔王領の基盤を整えてもらう。


    　まさに利害の一致である。


    　その時、鋭い雄お叫たけびが聞こえてきた。


    　私は視線を声の方角へと向ける。


    　そこは街の一角にある更地で、騎士団の訓練場だった場所だ。


    　見れば魔物達たちが集団で模擬戦闘を実施していた。


    　戦いに向けて自主的に開催しているのだ。


    　非常に良い傾向である。


    （彼らのやる気に応えなければいけないな……）


    　好調な侵略により、王国の七割以上を掌しよう握あくした。


    　全土を支配するのも時間の問題だろう。


    　ここからは、戦せん禍かを徐々に広げていく。


    　すなわち国外への侵攻だ。


    （深刻化する事態に各国はどう動くか。そこが重要だ）


    　現状、何の発表もない。


    　おそらくはアンデッドの被害が王国内に留められているせいだ。


    　事態の推移を様子見している。


    　周辺諸国の支配階級は、次代の魔王を想像以上に楽観視しているらしい。


    　だから私は、積極的に動くことにした。


    　新たな魔王の顕けん現げんを、王国内だけの災害に留めるつもりはない。


    　全世界を巻き込んで徹底的に掻かき回す。


    　誰にも他ひ人と事ごととは言わせない。


    　不死の王としての本領を発揮していかなければ。


    



    　　　◆


    



    　王城にある会議室。


    　円卓の前に着席するのは、私とルシアナの二人だ。


    　グロムは姿勢良く立っている。


    　彼はなぜか片かた眼鏡めがね──モノクルを装着していた。


    　牛頭の頭ず蓋がいながらも、上手に位置を合わせている。


    　グロムは紙の資料をめくりながら話し始めた。


    「では、魔王領の今後に関する軍議を始めて参ります。よろしいですかな」


    「問題ない。進めてくれ」


    「承知致しました」


    　グロムは優雅に一礼する。


    　執事を彷ほう彿ふつとさせる洗練された動作だ。


    　一方、頬ほお杖づえをつくルシアナは意地の悪い笑みを浮かべていた。
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    　彼女はちょうどいい間を見計らってグロムを茶化す。


    「眼鏡めがね、似合ってないわよ」


    「この小娘ェ……我の司会を邪魔するとは、いい度胸をしておるではないか……ッ」


    　グロムが激げき昂こうし、眼がん窩かの火炎を噴出させた。


    　圧倒的な熱がモノクルを溶かす。


    　このままでは話が進行しないため、仕方なく私が仲裁することにした。


    「グロム」


    「はい！」


    「続けろ」


    「かしこまりました！」


    　グロムはいい返事をすると、モノクルの残骸を剥はがし取った。


    　次に私は、油断していたルシアナにも注意をする。


    「ルシアナ、お前もだ。無意味に煽あおるな」


    「……はーい」


    　ルシアナは気だるそうな返事をする。


    　一応は反省しているようだ。


    　グロムは円卓の上に視線を向けた。


    　そこには大きな地図が広げられている。


    　この大陸を大まかに描いたものだ。


    　地図の横には、いくつかの駒こまが置かれていた。


    　魔術で作った模型で、何種類かの色に分けられている。


    　グロムはそれらの駒を手に取ると、地図上に配置していった。


    「現在、王国領の大半は魔王領へと塗り替えられました。事実上の征服が完了したと評しても過言ではありませぬ」


    「辺境や一部の大貴族の領地はまだ支配できていないがな」


    「いえいえ、それらの攻略も時間の問題でしょう。彼奴きやつらは補給路を断たれております故ゆえ。手出しせずとも、いずれ降伏するかと思われます」


    　グロムは黒い駒を持つ。


    　それを使って、孤立する青い駒を弾いて倒した。


    　彼は黒い駒を代わりに置く。


    　続けてグロムは、地図上の黒以外の駒が置かれた部分を指でなぞっていった。


    　全体図で見ると広域に及ぶ。


    　黒い駒は、ほんの僅わずかな部分だけを占めていた。


    「我々の次なる攻撃対象は、周辺諸国となります。これは間違っておりませんね？」


    「ああ、大丈夫だ」


    　私が頷うなずくと、グロムは地上の一点を指差す。


    「数ある国々の中でも、早急に対応すべきものがあります。それがこの小国でございます」


    「小国についてはルシアナからも聞いている」


    　私が話を振ると、彼女は涼しい笑みを見せた。


    「そうね。こっそりと調査させてもらったわ」


    　起立したルシアナは大おお雑ざつ把ぱに説明を挟む。


    　王国南西部に隣接する小国が、怪しい動きをしている。


    　そのような情報が舞い込んできたのは、つい最近のことだ。


    　なんでも王国側との国境に軍を集結させているのだという。


    　陥かん落らくした王都を奪い取り、あわよくば領地を拡大したいのだろう。


    　かつての戦争で王国に大敗した小国は、半ば従属国のような扱いを受けていた。


    　此こ度たびの王都陥落により、偶発的に独立を達した形となる。


    　その経緯もあってか、私からの服従勧告にも無視を決め込んでいた。


    　偵察に向かったサキュバスによると、妙に装備が揃そろっているらしい。


    　このことから、他国から戦力提供も受けている疑惑が濃厚だった。


    　小国については、一気に攻め込んで占領するつもりである。


    　国外に対しては初となる攻撃だ。


    　気を抜かずに支配に動く予定であった。


    「──というわけで、他国から支援を受ける小国は、魔王領への侵攻を始めるつもりのようね。そして私達たちは、それを潰つぶしておきたい。どう？　何か補足はあるかしら」


    「ぐぬぬ……」


    　勝ち誇るルシアナを前に、グロムが悔しがる。


    　何の勝負をしているのかと言いたくなる。


    　私の視線に気付いたグロムは、わざとらしく咳せき払ばらいをした。


    　骨だけの身体からだだというのに器用なものだ。


    「……其そ処こなサキュバスの説明通り、我々は小国を滅亡させるべきです。魔王様、ご決断を」


    「決まっている。滅ぼすぞ」


    　私は即答する。


    　魔王を討とう伐ばつしようという小国の心意気は悪くなかった。


    　ただし、代理戦争という形式に落とし込み、犠牲と責任を小国に押し付ける他国のやり方は感心しない。


    　国家間での細かい事情や力関係はあるのだろうが、私にとってはどうでもいいことだ。


    　これは世界全土を巻き添えにするための動きである。


    　そろそろ人類には、本格的に危機感を持ってもらわねばいけない。


    　いつまでも他ひ人と事ごとだと思い込まないことだ。


    　現状、小国を滅ぼしたところで大勢に影響はない。


    　人類の存続に直結する場所でもない。


    　むしろ、このまま周辺諸国の使い走りにされると面倒だ。


    　早期退場を促すのが得策である。


    　小国には、平和へ至るための糧かてとなってもらおう。


    「さすが魔王様です！　今すぐに準備を始めましょうッ！　何なりとお申し付けを！」


    「アタシも頑張っちゃうから、用があったら教えてね」


    　グロムとルシアナはやる気に溢あふれた様子だった。


    　国外への侵攻を待ち望んでいたのかもしれない。


    　こうして打ち合わせは終了し、戦争の準備が始まった。
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    　深夜の謁えつ見けんの間。


    　玉座に腰かける私は、隣に設置された結晶を見る。


    　その中には封じられた遺骨があった。


    　私は水晶の表面に触れるも、何も感じられない。


    　不思議なほど権能が働かなかった。


    「勇者様、あなたは……」


    　私は続きを言えずに口を閉ざす。


    　度重なる侵略で私の力は強まった。


    　それにもかかわらず、彼女を蘇よみがえらせることができない。


    　まだ彼女を迎え入れるほどの準備が整っていないからなのか。


    　世界平和への基盤を整えれば、再び会えると思いたい。


    　彼女の目指した世界を築き上げるのだ。


    　私だけが実現できる。


    「──王様？　魔王様っ！」


    　誰かが呼んでいる。


    　それに気付いた私は我に返った。


    　目の前には、眼がん窩かに炎を宿す牛頭がある。


    「……何だ、グロムか。もう時間か」


    「はい。それでお呼びに参った次第ですが……ご気分が優れないので？」


    「すまない。少し考え事に耽ふけっていただけだ」


    　私が謝ると、グロムは大おお袈げ裟さに手を振った。


    「滅めつ相そうもございません！　私こそ魔王様の思考を妨げてしまい、誠に申し訳ありません」


    「別に大したことではない。気にするな」


    　私は玉座から立ち上がる。


    　その足で移動して、城のバルコニーへ赴おもむいた。


    　バルコニーから地上を見下ろす。


    　月明かりの中、整列する魔物達たちが望めた。


    　十年の時を経へて新生した魔王軍である。


    　闘争を好む者。


    　人間への逆襲を望む者。


    　私への恩返しを考える者。


    　ここに集う者の動機は様々だ。


    　無論、どういった考えだろうと構わない。


    　やってもらうことは同じなのだから。


    「壮観だな」


    「誰もが魔王様のお言葉を心待ちにしておりますぞ」


    「そうか」


    　私はグロムの言葉で気を引き締める。


    　重要な局面だ。


    　魔王としての在あり方かたに大きく影響する。


    　横ではグロムが、魔物の軍勢に向けて声を発した。


    「──静まれ。魔王様のお言葉である。心して聞くように」


    　場に沈黙が訪れた。


    　数百の息遣いだけが聞こえてくる。


    　静かな熱気を伴って、視線が私に注目していた。


    　私はそれらを堂々と受け止める。


    「かつて賢者と呼ばれる男がいた。勇者と共に幾多もの死闘を切り抜け、その果てに魔王を滅した人間だ」


    「……っ」


    　隣でグロムが息を呑のむような気配がした。


    　私は気にせず話を続ける。


    「賢者の末路はどうでもいい。しかし、彼の見いだした真理には一考の価値がある」


    　そこで私は両手を広げた。


    　魔物達たちの反応は悪い。


    　話の方向性を掴つかめておらず、何とも言えない表情をしていた。


    　十分な間を持たせてから、私は話を再開する。


    「今の世界には、無数の悪が蔓延はびこっている。誰もが他者を蹴落とし、不当に咎とがめ、悦に入ることを許容し、それを望んでいる」


    　魔物達から怒気や殺気を感じる。


    　私の言葉を聞く者達は、それぞれ何かを思い出しているようだった。


    　それらはどれも苦い記憶に違いない。


    「私達は犠牲者だ。時代の流れに淘とう汰たされた存在である」


    　返事はない。


    　しかし、強い共感の情が場を満たしていた。


    　決して悪くない流れだ。


    　私は拳こぶしを握って彼らに告げる。


    「淘汰された者には、抗あらがう術すべは残されていないのか。答えは否だ」


    　私は体表から瘴しよう気きを洩もらした。


    　闇夜でも認識できる漆黒が、炎のように絶えず揺らめく。


    　魔物達はどよめいた。


    「私達は奮起できる。世界が私達を拒むのなら、その世界を踏み潰つぶせばいい」


    　バルコニーの柵を叩き、魔物達の反応を待つ。


    　それに呼応するかのように、私への視線に熱望が混ざりつつあった。


    　彼らの中の感情が刺激されている証拠だ。


    　今にも弾けそうな高揚感が満ち溢あふれている。


    　はっきりとした語気で、私は一つひとつの言葉を曝さらけ出していく。


    「蹂じゆう躙りんの時は来た。心身を悪に染めよ。激動する歴史の一片となれ。新たなる魔王の顕けん現げんだ」


    　軍勢の誰かが熱に浮かされて呻うめく。


    　決して苦しみによるものではない。


    　堪こらえ切れない歓喜である。


    　それを皮切りに、沈黙が亀裂を走らせた。


    　膨れ上がった衝動は臨界点を迎えかけている。


    　それを察した私は、ここぞとばかりに問いかける。


    「我々は唯一絶対の悪となる。その覚悟はあるか」


    　次の瞬間、雄お叫たけびが雷鳴のように轟とどろいた。


    　魔物達たちの感情がついに爆破したのだ。


    　地面が震え、空を突き破らんばかりの騒ぎとなる。


    　ひとしきりの熱狂を目にしてから、私は片手を真まっ直すぐに掲げた。


    　それだけで魔物達は口を噤つぐむ。


    　少しの言葉も聞き逃さないように集中していた。


    　私は発散する瘴しよう気きを止めて告げる。


    「よろしい。お前達は今代の魔王の使徒だ。その残虐な力を存分に振るえ。私達は悪だ。何も遠慮はいらない。下らない大たい義ぎ名めい分ぶんを捨て、本能のままに暴れ狂うがいい」


    　再び魔物の軍勢は沸き上がる。


    　歓声とも絶叫ともつかない声があちこちで巻き起こった。
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    　しまいには魔王を称たたえる声となって一体化し、尽きぬ喝かつ采さいが夜の王都を埋め尽くす。


    　それらを聞きながら、私はバルコニーから明かりを消した室内へ戻った。


    　グロムが慇いん懃ぎんな調子で称賛する。


    「いやはや、お見事な演説でした。さすが魔王様です」


    「ただ焚たき付けただけだ。彼らは私の本当の目的を知らない」


    　私がそう言うと、グロムは気まずい雰囲気になった。


    　幾分かの躊ちゆう躇ちよを見せつつも、彼は小声で尋ねてくる。


    「……伝えなくてよろしいのでしょうか？」


    「どこから情報が漏ろう洩えいするか分からない。たとえ味方でも知られてはいけない」


    　現状を踏まえて考えた結果、真の世界平和については口外しないことにした。


    　これが人間側に露呈した時点で、私の魔王としての立場は崩れ去る。


    　人間に本当の恐怖と滅びの予感を与えられないからだ。


    　そのため、配下には真実を伝えるべきではない。


    　グロムやルシアナのように限られた者にのみ伝える方針とした。


    　今こ宵よいの演説によって、魔物達たちは歓喜して殺さつ戮りくを展開する。


    　手た綱づなを締めるのが私の役目だろう。


    「過酷な道を選ばれるのですね……」


    「私を愚かだと思うか？」


    　自じ嘲ちよう気味に言う私に、グロムは静かに首を横に振った。


    「まさか。貴方あなた様ほど優しいお方は他におりません」


    「優しい、とは。面白い冗談だ」


    「…………」


    　グロムは沈黙してしまう。


    　意地の悪い返しをしすぎてしまった。


    　謝罪しても却かえって恐縮させるため、私は早足で出口へと向かう。


    「少し休む。用があれば声をかけてくれ」


    「はっ、かしこまりました」


    　優秀な配下の言葉を背に受けて、私はその部屋を後にした。


    



    　　　◆


    



    　翌朝。


    　王城前の広場には、巨大な魔法陣が展開されていた。


    　その中に魔王軍が整列している。


    　此こ度たびの侵略戦争に参加する千七百の配下である。


    　内訳として魔物は二百、アンデッドは千五百となっていた。


    　基本的に主力は前者だ。


    　後者は使い捨てにしてもいい。


    　一国を落とすには心こころ許もとない数だが、アンデッドに関してはいくらでも補給が可能だ。


    　私も同行するため、不測の事態にも対応できる。


    　よほどのことがない限り、劣勢に追い込まれることはないだろう。


    「魔王様、出発準備が完了致しました。いつでも号令で動かせますぞ」


    「ご苦労。留守を頼んだ」


    　グロムを含む他の配下には、王都の防衛を担当してもらう。


    　私が不在の間に、どこかの勢力が攻め込んでくる恐れがあるためだ。


    　そのための予備戦力だ。


    　王都には膨ぼう大だいな数のアンデッドが保管されているため、どのような勢力だろうと後れは取らない。


    　最悪、城に封じた瘴しよう気きを開放すれば、生物を無差別に殺傷する兵器となる。


    　もっとも、それを実行するとこちらの陣営にも被害が出てしまうため、あくまでも最終手段であった。


    「お任せくださいませ。このグロム、あらゆる外敵を退けてみせましょう！」


    　グロムは拳こぶしを胸に当てて言う。


    　いつも通りの彼らしい行動である。


    　その時、横から現れたルシアナが、疑うような眼まな差ざしをグロムに向けた。


    「本当にこの骨で大丈夫？　帰還したら占領されてたとかありそうじゃない？」


    「何を言うかこのサキュバスが……！　我を選んだのは魔王様であるぞ。つまり我が守護に最適というわけだ。その証明として、貴様を先に滅ぼしてやろうか」


    「いやん、そんなに怖がらせないで。泣きそうになっちゃうわ」


    　ルシアナは目元を手で覆い隠す。


    　口元が微ほほ笑えんでいるので泣き真ま似ねは失敗していた。


    　その姿を目にしたグロムは、眼がん窩かの炎を大きくする。


    「おのれ、どこまでも愚ぐ弄ろうするか……ッ」


    「もう少し静かにしろ。緊張感が無さすぎる」


    　私の注意を受け、二人はぴたりと言い争いを止めた。


    　そして居住まいを正す。


    　今日は妙に聞き分けがいい。


    　苦い顔をするルシアナは、幾分かの躊躇ためらいを見せながらも、グロムに向けて告げる。


    「……まあ、任せてよ。魔王サマはアタシが守るから。アンタは王都をよろしく」


    「う、うむ。言われるまでもない」


    　グロムもぎこちない相あい槌づちで応じる。


    　二人なりに仲良くしようと努力しているらしい。


    　悪くない傾向である。


    　幹部のささやかな成長に感心していると、ルシアナに肩を叩かれた。


    「ねぇ、魔王サマ」


    「何だ」


    「最初の号令、お願いしてもいいかしら？」


    　ルシアナは待機する魔王軍を指し示す。


    　期待の込められた視線は私に殺到していた。


    「分かった」


    　私は階段状に力場を作って上空へと向かう。


    　軍勢を見下ろす形を取ってから、静かに宣告する。


    「時は満ちた。もう多くは語らない。生き残って栄光を掴つかみ取れ」


    　私の言葉で軍勢は沸き上がる。


    　この調子なら大丈夫だろう。


    　地上に降りた私は、満足そうなルシアナに尋ねる。


    「これでいいか」


    「十分よ。士気は最大まで上がったようね」


    　ルシアナは親指を立てて返答した。


    　私は続けて彼女に問いかける。


    「向こうの位置は把握できているか」


    「ばっちりよ。ちょうどいい頃合いね。攻めるなら今よ」


    「そうか」


    　彼女の配下のサキュバスには、小国の動きを逐ちく一いち報告させていた。


    　おかげで現在地が手に取るように分かる。


    　彼らは奇襲を仕掛けるつもりなのだろうが、生あい憎にくとそれが成功することはない。


    「間もなく転移魔術を発動する！　視界が切り替わるが、落ち着いて対処するようにっ」


    　グロムが大声を張り上げると、軍勢に自然と緊張感が走る。


    　かと言って、過度なものではない。


    　誰もが気を引き締める良い塩あん梅ばいであった。


    　グロムは私に対して頭を下げる。


    「では魔王様。いってらっしゃいませ」


    「ああ、いってくる」


    　私は転移魔術を行こう使しした。


    　地面に描いた魔法陣が発光し、視界が切り替わる。


    　目の前に広大な運河が現れた。


    　配下達たちはすぐ後ろに控えている。


    　運河の向こう岸には、前進する小国の軍の姿が見えた。


    　彼らは二手に分かれている。


    　一方は運河を横切る石橋を、もう一方は船舶を使って運河を横断しようとしていた。


    　小国の軍勢はあからさまに驚きよう愕がくしている。


    　突とつ如じよとして現れた魔王軍を前に狼狽うろたえているようあった。


    　硬直する彼らを見て、ルシアナは愉快そうに笑う。


    「恐ろしいほど精密な転移ね。これだけの人数を一気に運ぶだけでも凄すごいのに、魔王サマは本当に規格外よ」


    「これくらいできなければ世界の悪は務まらない」


    　私は前に進み出る。


    　それを目にしたルシアナは、呆あきれた様子でため息を吐ついた。


    「やっぱり降伏勧告をするの？」


    「無論だ。彼らにも猶ゆう予よを与える。無血で済むのならそれでもいい」


    　私は魔術で拡声した自身の声を小国の軍勢に届ける。


    「聞け、人間どもよ。我々は魔王軍。お前達が刃を交える者だ。しかし、ここで一つ提案が──」


    「かかれェ！　全軍突撃だ！　魔術部隊も一斉に攻撃せよ！　敵を一歩たりとも近づけるなァッ！」


    　私の声を遮さえぎるように、司令官の命令が発せられた。


    　合わせて雄お叫たけびが上がり、小国の人々は決死の覚悟を決めて攻撃を仕掛けてくる。


    　運河を飛び越えて魔術も飛来してきた。


    「無血の戦いはできそう？」


    「……不可能だな」


    「だから言ったのに。人間ってお馬鹿さんばかりよ？　アナタの温情もきっと伝わっていないわ」


    「知っている」


    　ルシアナの指摘は真理を突いている。


    　現状が何よりの証拠であった。


    　私が反論できる余地はない。


    （仕方ない、か）


    　私は無数の雷撃を射出し、飛んできた魔術を薙なぎ払った。


    　その勢いのまま雷撃を石橋を渡る人間に叩き込む。


    　焼け焦げた死体が次々と運河に転げ落ち、橋も半ばほどで崩落した。


    「わお。派手な反撃ね」


    「ただの牽けん制せいだ」


    　私は片腕を掲げ、背後に控える配下達たちに見えるようにした。


    　その姿勢で命令を発する。


    「勧告は拒否された。お前達の暴力を披露せよ」


    　腕を振り下ろすと同時に、魔物の軍勢が突撃を開始した。


    　アンデッドが先頭となり、その後ろにオークやオーガが続く。


    　ここから先については、私は積極的に手出しするつもりはない。


    　魔物達が人間を殺して鬱うつ憤ぷんを晴らし、次の戦いへの自信を抱かせるのが狙ねらいだ。


    　私が魔術を使えば一瞬で片が付くものの、それではいけない。


    　今の魔王軍に必要なのは、酩めい酊ていするほど気持ちのいい勝利である。


    　勝利は千の激励より顕著な効果をもたらしてくれる。


    　先頭のアンデッドが運河に沈んだかと思うと、船舶に群がって転覆を誘発した。


    　そして水中に落ちた兵士を喰くい殺す。


    　何とか転覆を免まぬかれた者や、崩壊した石橋を渡ろうとする者は、後続の魔物が強引に惨ざん殺さつした。


    　兵士達は必死になって反撃を試みるも、既に手遅れだ。


    　一人が粘ったところで好転する状況ではない。


    　魔王軍は、運河に浮かぶアンデッドを足場に前進していく。


    　個人戦力ではこちらの方が上だ。


    　突然の接敵という事態で動揺させ、不死者で運河を埋め尽くし、着々と陣形を突き崩せば負けるはずがない。


    　向こうの遠距離攻撃に関しては、私の魔術が残らず弾いていく。


    　一方的な蹂じゆう躙りんがそこに完成していた。


    「あっはぁ、素敵な光景ねぇ。極上のワインが飲みたくなってくるわ」


    　蕩とろけるような表情のルシアナは、酒瓶びんを片手に呟つぶやく。


    　彼女は中身をグラスに注ぐと、喉のどを鳴らして美う味まそうに呑のむ。


    「……持参していたのか」


    「せっかくの遠征でしょう？　配下の皆を楽しい気持ちで見守りたいと思わない？」


    「真ま面じ目めにやれ」


    「アタシはいつだって真面目よ。ほら」


    　ルシアナは自身の頬ほおを差す。


    　そこには妖艶な微笑が湛たたえられていた。


    「ワイン程度じゃサキュバスは酔わない。今のアタシは、この最高の状況に酔っているの」


    　ルシアナは酒瓶びんを置いて遠い目をする。


    　彼女は落ち着いた声こわ音ねで語る。


    「十年間、何度も夢見た光景だわ。昔を思い出しちゃいそう」


    「それは先代魔王に仕えていた時代のことか？」


    「ええ、そうよ。あの頃は楽しかったわ……ドワイト君も可愛かったし」


    　ルシアナは少しおどけた調子で言った。


    　どうやら私をからかっているらしい。


    「……その呼び方はやめてくれ」


    「あら、人間の名前は捨てたというの？　今はただの魔王サマってこと？」


    「そこまで重要なことか？」


    　私が疑問を呈すると、ルシアナは急に真顔になった。


    　彼女は少し怒った口調で言う。


    「重要よ。アナタは個人。魔王という概念じゃないんだから」


    「個人……」


    「魔王サマったら、自分のことを目的のための装置か何かと勘違いしてない？」


    　ルシアナは肩をすくめ、深々とため息を吐つく。


    　よく分からないが、私は説教されているようだった。


    「別に構わないだろう。目的達成における最適解だ」


    「全然ダメよ」


    　ルシアナの手が、私の頬ほおを左右から挟み込んで固定した。


    　しっかりと掴つかまれて首が動かしにくい。


    「放せ」


    「じゃあ、自分のことを大切にするって誓える？」


    「今はそれどころではない。戦いに集中しなければ──」


    「ふーん。この光景を見ても、そんなことを言える？」


    　ルシアナは私の首を横に動かす。


    　グールやスケルトンが船舶を転覆させ、そのたびに兵士達たちが悲鳴を上げて水没する。


    　新たなグールとなった元兵士は、向こう岸へ這はい上がっていた。


    　撹かく乱らんするアンデッドに紛れて、魔物達も猛攻を繰り広げている。


    　小国の陣形は完全に崩壊し、逃亡する兵士も散見された。


    「圧勝も圧勝よ。魔王サマが心配することなんて何もないわ。さあ、質問に答えてくれる？」


    「…………」


    「自分のことを、大切にできる？」


    　ルシアナは真剣な様子で問い詰めてくる。


    　私が頷うなずかなければ、きっと手を放さないつもりだろう。


    　下へ手たな言葉ではぐらかすこともできない。


    　彼女は、私という人物を見極めようとしていた。


    　長い沈黙の末、私は答えを口にする。


    「──分かった。努力はしよう」


    「うんうん、今はそれでいいわ。言げん質ちは取ったし、あの世話焼きな骨にも伝えておくわね」


    　ルシアナは満足そうに私を解放した。


    　そして酒瓶びんを呷あおって中身を飲み干すと、彼女はぽつりと切り出す。


    「……ねぇ」


    「何だ」


    「もし悩みがあったら、遠慮なく言ってね？　例えば骨には相談しづらいこととか……」


    　ルシアナは小さな声で言う。


    　彼女にしては珍しくしおらしい。


    　頬ほおに赤みが差していた。


    　ワインを飲んだせいか、或あるいは別の要因か。


    　それに言及するのは野や暮ぼだと思い、私は無難な返事をすることにした。


    「……その時は頼む」


    「任せて！　それと、人肌が恋しくなったらアタシが温めてあげるからっ」


    　ルシアナは勢いよく飛び立つと、快進撃を展開する魔王軍に加わった。


    　上空からの魔術の乱れ撃ちにより、彼女は小国軍に致命的な被害を与えていく。


    　その姿を目撃した魔王軍は、逆に喝かつ采さいを上げた。


    　取り残された私はぼやく。


    「一体何なんだ……」


    　結局、ルシアナは何が目的だったのだろう。


    　彼女なりに私を鼓こ舞ぶしたかったのか。


    　おそらく好意を向けられたのは分かるが、どうにも釈然としない。


    　生前からこの手の分野については鈍感であるのを自覚している。


    　──ただ一つ確かなのは、私が配下に恵まれているということだった。


    



    　　　◆


    



    　運河での初戦を制した魔王軍は、引き続き侵攻していく。


    　国境を越え、ついには小国の領土へ踏み入った。


    　暴虐の限りを尽くして、各所に設けられた防衛網や街を突破する。


    　戦死者をアンデッド化して仲間とするため、軍の規模は爆発的に拡大していった。


    　小国軍は圧倒的な数の差を前に虐殺される一方である。


    　たまに聖魔術による反撃を試みてきたが、それで出せる被害などごく微小に過ぎない。


    　こちらにはアンデッドの他にも魔物がいた。


    　彼らに聖魔術の効果は薄い。


    　度重なる勝利を味わった魔物達たちは、その力で兵士を蹂じゆう躙りんしてみせた。


    　彼らは破は竹ちくの勢いで小国の首都を目指す。


    　一方、私は骨の馬車の中にいた。


    　数百体のスケルトンを組んで造ったものだ。


    　馬車を引くのはグールの馬で、魔王軍の最後尾をゆっくりと進んでいく。


    　いずれもアンデッド操作の応用が為なせる技だ。


    　色々と権能の力を試すうちにできるようになった。


    　別に私は徒歩でよかったのだが、ルシアナからこの方が魔王らしいと言われたのだ。


    　確かに骨の馬車は目立つ。


    　今後のためにも、私の存在を大々的に主張するのは重要だ。


    　そういったやり取りを経へて、この移動方法に落ち着いたのであった。


    「面白いくらい順調ね。張り合いのある人間はいないのかしら」


    　隣に座るルシアナは、退屈そうに息を吐く。


    　当初は戦いに参加していた彼女だが、途中から飽きてこの調子だった。


    　その気持ちは理解できる。


    　小国はそれなりに対策をしていた。


    　しかし、こちらの軍勢の力が強大すぎる。


    　彼らは陥かん落らくした王都に攻め込むつもりだったようだが、とてもそれができるとは思えない戦力であった。


    　やはり他国に唆そそのかされたか、侵略を強制されたのだろう。


    　それも突き止めなくてはいけない。


    　王城に行けば、証拠となる書類が見つけられるはずだ。


    　余計な策略を巡らせた国には、相応の罰を与えようと思う。


    　ただし、滅ぼしはしない。


    　適度な損害で困窮させて、各国が協力し合うように仕向けるだけだ。


    「小国は怠おこたりなく崩壊させる。不測の事態は起きないに越したことはない」


    　私の言葉に、ルシアナは不満げな顔をした。


    　彼女は両脚をぶらぶらと揺らす。


    「えー、そんなのつまらないわ。小さいとはいえ国なんだから、強い人間だっているものじゃない？」


    　私は首を横に振ってルシアナの言葉を否定する。


    「実力者はいるが、この軍勢をどうにかできる者など稀まれだろう。それこそ……」


    「かつての勇者や賢者じゃないと無理。そう言いたいんでしょ？」


    「…………」


    　私は思わず沈黙する。


    　返すべき言葉が思い付かなかった。


    　少し口を滑らせてしまったが、概おおむねルシアナの言う通りだ。


    　魔物の軍勢を相手にできる個人など、ほんの一握りに過ぎない。


    　王国内で幾度も戦闘を行っているものの、未いまだにそういった人間を見かけなかった。


    　私が人間だった頃でも数えるほどしかいなかっただろう。


    　十年の月日を経へたところで、そう簡単に英雄は生まれないのである。


    「とにかく、小国はこのまま攻め潰つぶして占領する。真ま面じ目めに遂行しろ」


    「了解。アタシ、やる時はやる女だから心配しないで」


    　ルシアナは力こぶしを作ってみせる。


    　冗談の目立つ彼女だが、元四天王の実力は健在だ。


    　様々な魔術を行こう使しできる上、戦いの中でも冷静さを失わず、的確な動きを取れる逸材である。


    　配下と共に魔王のいない十年を生き延びた手腕は伊だ達てではない。


    　その後、およそ半日ほどの移動の末、遠くに街の外壁が見えてきた。


    　小国の首都である。


    　そこまでの道のりに相手の軍はいなかった。


    　隠れているという雰囲気でもない。


    　外壁を利用した籠ろう城じよう戦に持ち込むつもりらしい。


    　下へ手たな迎げい撃げきで自軍の戦力が減少することを恐れ、決戦の場を首都に定めたのだ。


    （潔いさぎよいが、考えが甘すぎる）


    　私の魔術なら、一撃で外壁を粉砕して侵入が可能だろう。


    　防御魔術が張られていたとしても容易に貫通できる。


    　小国はいよいよ進退ままならなくなったようだ。


    　それを察した私は、ルシアナに声をかける。


    「途中経過をグロムに連絡してくる。すぐに戻る」


    「はいはーい。いってらっしゃい」


    　見送りの言葉を口にするルシアナ。


    　私は意識を集中させる。


    　一瞬の浮遊感と共に、視界に映る景色が変わった。


    　私は整然とした室内に立っていた。


    　ここは王都の城内である。


    　支配するアンデッドの一体に意識を乗り換えたのだ。


    　訓練の結果、身体からだを破壊されずとも、乗り換えができるようになっていた。


    　支配下のアンデッド間なら、距離を問わず可能である。


    　転移魔術に比べると、消耗が極小で済むのが利点だ。


    　円滑に行こう使しできるように、最近は密ひそかに練習していた。


    「……ふむ」


    　私が乗り移ったのはグールの身体だ。


    　身体の調子を確かめていると、血肉が瘴しよう気きで蒸発し始めた。


    　剥むき出しになった骨は黒く変へん貌ぼうし、あっという間にいつもの姿となる。


    　以前に試した際も同じ現象が起きた。


    　どのようなアンデッドだろうと、強制的に黒いスケルトンのようになってしまう。


    　私という存在がこの姿で固定されているのだろうか。


    　現状、大して困ることはないが、少し気になるところではある。


    　調整して他の外見で固定できるように練習してもいいかもしれない。


    　私は転移魔術で謁えつ見けんの間へ移動した。


    　そこにグロムの気配を感知したのだ。


    「ふんふーん、ふふーん」


    　呑のん気きな鼻歌が聞こえる。


    　グロムは屈み込んで何かの作業をしていた。


    　背後から覗のぞき見ると、玉座を熱心に磨いている。


    　鼻歌の調子からして随ずい分ぶんと機嫌がいい。


    　よほど浮かれているのか、私に気付いていない様子だ。


    「グロム」


    「な、ななっ!?」


    　声をかけると、グロムは肩を跳ねさせた。


    　彼はこちらを向くと直立不動の体勢を取る。


    　反射的な行動としては百点満点だろう。


    　グロムは露骨に狼狽うろたえながら話しかけてくる。


    「こ、これは魔王様！　なぜここにおられるのでしょうかっ」


    「途中経過を連絡しに来た」


    「そ、それは有あり難がたき幸せ。して、どういった状況でしょうか」


    　玉座磨きについては触れず、私は此こ度たびの戦いを伝える。


    　とは言え、話すべき事項は少ない。


    　魔王軍が蹂じゆう躙りんを繰り返して小国領内を突き進み、もうすぐで首都に着くことくらいだ。


    　それを聞いたグロムは胸を撫なで下ろす。


    「ふむふむ、当然の結果ですな。人間ごときが魔王様の軍勢に対抗できるわけがありませんから。我わたくしもこうなると予想しておりましたぞ」


    「おそらく明日には帰還する。引き続き王都の守護を頼む」


    「ええ、お任せくださいませ。ご帰還の際は祝杯を上げましょう！」


    　嬉うれしそうにするグロムを横目に、私は再び集中する。


    　そして、骨の馬車で待機する身体からだに意識を戻した
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    　私は上空に立つ。


    　小国の首都を一望できる位置だ。


    　私が正門を破壊したことで、魔王軍は足止めを受けずに都市内へ侵入を果たしていた。


    　現在は戦闘も終盤に差し掛かり、既に兵士の過半数がアンデッドと化していた。


    　私が何もせずとも勝敗は決していく。


    「魔王サマーっ」


    　眼下の惨さん劇げきを傍ぼう観かんしていると、ルシアナが飛んできた。


    　彼女は私のそばで宙返りをしてから静止する。


    「戦況はどうだ」


    「魔王軍は首都の大部分を掌しよう握あくしたわ。だけど一つ問題があって……」


    　ルシアナは頬ほおを掻かいて苦笑する。


    　彼女にしては歯切れの悪い言い方だ。


    　なんとなく嫌な予感がする。


    「何が起こっている？」


    「監獄内で囚人に抵抗されて、アンデッドが次々と倒されているようなの。そこだけ増援が必要みたい」


    　意外な報告だった。


    　増援が必要なほどの損害が生じるのは予想外だった。


    　それも監獄の囚人とは。


    　苦戦する場面も一度くらいはあるかと思ったが、それは守りが最も厳重であろう城だと考えていた。


    「血気盛んな人間が集まっているようだな。それで、相手の規模は？」


    　私が問いかけると、ルシアナは返答を躊ちゆう躇ちよした。


    　何か言いにくいことらしい。


    　少々の間を置き、彼女はぼそりと発言する。


    「……一人」


    「何」


    「たった一人の囚人が、魔王軍を相手に互角以上の戦いをしているの。おそらくだけれど、英雄に匹敵する実力者よ」


    



    　　　◆


    



    「英雄に匹敵する囚人、か……」


    　私はルシアナの言葉を反はん芻すうする。


    　今の時点まで忘れていたが、該がい当とうする人物を一人だけ知っていた。


    　生前の記憶を振り返っていると、ルシアナが私の顔を覗のぞき込む。


    「もしかして、誰か心当たりがあるの？」


    「十年前だから確証が持てない。とりあえず見に行こう」


    「そうね。早く援護に行かないと突破されちゃう」


    　私とルシアナは飛行して監獄へ向かう。


    　一直線なので時間はかからない。


    　そうして移動すること暫しばし。


    　私達たちは首都の端にある監獄に到着した。


    　黒を貴重とした無骨な建造物で、綻ほころびて機能を失った結界が張られている。


    　敷地を囲う金網は倒れており、あちこちをアンデッドが彷徨さまよっていた。


    「ここか」


    「件くだんの囚人を除けば、ほとんど制圧が完了しているわ」


    　私達たちは敷地内に降り立ち、破損した入り口から監獄内へと入った。


    　中もアンデッドで溢あふれかえっており、囚人や看守らしき服装の個体が過半数を占める。


    　彼らは命令待ちの状態だ。


    　何をするということもなく、無気力に室内を徘はい徊かいしている。


    　私はルシアナの先導で監獄内を移動する。


    「この先よ」


    　ほぼ同時に喧けん騒そうが聞こえてくる。


    　曲がり角を抜けると、そこには仕切りのない広い空間があった。


    　散乱する食器や料理を見るに、ここはどうやら食堂らしい。


    「オラァッ！」


    　威勢のいい声がした。


    　一人の男が、長机を振り回してアンデッドを蹴け散ちらしている。


    　よれた囚人服に麦色の蓬ほう髪はつ。


    　髭ひげも剃そられておらず、人相が分かりにくい。


    　ただ、獰どう猛もうな笑みを浮かべているのは、私の位置からでもはっきりと視認できた。


    　辺りには損壊して機能不全に陥ったアンデッドが散らばっている。


    　ざっと数えても百を超えるだろう。


    　それだけの数を男は打ち倒してきたのだ。


    　私は少し離れた地点から男を観察する。


    「あの男か……」


    「さっきより被害が広まっているわね。本当、どうなっているのかしら」


    　ルシアナは若干呆あきれている。


    　この光景を目にすれば、そういった心境になるのも頷うなずける。


    「ところであの囚人は知り合いだったの？」


    「知り合いというほどではないがな。まだ監獄に収容されているとは思わなかった」


    　私の曖あい昧まいな答えに、ルシアナはますます難しい顔をした。


    　彼女は腕組みをして唸うなる。


    「ドワイト君の知り合いで英雄並みの実力者……？　そんな人間がいれば、魔王軍でも把握していたと思うのだけれど……」


    「知らないのも無理はない。あの男は、魔王軍との戦いが激化する前に投獄された」


    「何をやらかしたの？」


    「自由奔放すぎる性格が災いして規律を守れず、それどころか平然と罪を犯した。言うなれば荒くれ者に近い」


    　男と直接の面識はないが、素そ行こうの悪さについてはよく聞いていた。


    　元々は傭よう兵へい崩れだった彼を、小国が兵として雇ったのである。


    　その実力は言うに及ばず、一度は魔王討とう伐ばつの候補として挙がったほどだ。


    　直後に男が投獄されていなければ、私達たちと共に魔王討伐の旅に出ていただろう。


    　結果的に死者の谷で処刑されたことを考えると、あの時に仲間にならなくて良かったと思う。


    　そんな男が囚人を務めているのは、彼なりのこだわりによるものと思われる。


    　彼はたまに妙なところで律りち儀ぎだったと聞く。


    　案外、囚人の生活に興味を抱き、実際に気に入ったのかもしれない。


    　そうでなければ、彼ほどの男を収容するのは困難だ。


    　小国も常に肝を冷やしていたのではないだろうか。


    　気まぐれで脱獄を目もく論ろむ恐れもある。


    「処刑されていないのは、その実力を惜しまれたからだろう。まさか十年後も囚人だとは思ってもみなかったが」


    「アナタを死者の谷に突き落とした王国とは大違いね」


    「……まったくだ」


    　そうこうしている間にも、男は膨ぼう大だいな数のアンデッドを破壊していた。


    　血ち塗まみれの長机を駆使し、室内を縦じゆう横おう無む尽じんに動き回る。


    　アンデッドの残骸は組み替えれば再利用できるので別に構わないが、あまり放置しすぎるのも危険だろう。


    　そう思って踏み出そうとしたその時、男がこちらを向いた。


    「なぁ、そこの黒いスケルトンのあんた！　そう、あんただ！」


    　男はよく通る声を発する。


    　明らかに私のことを指しているようだ。


    　私はルシアナと顔を見合わせる。


    　彼女は肩をすくめて首を振った。


    　お手上げということらしい。


    　私は配下のアンデッドを左右に分かれさせて、男への道を作って進む。


    　男は半壊した長机を下ろすと、気楽な調子で話しかけてきた。


    「ここのアンデッドの親玉だろう？　少し話があるんだ」


    「何だ」


    「雑ざ魚この相手をするのも飽きた。一騎打ちをしようぜ」


    　男は獣けものを彷ほう彿ふつとさせる笑みで提案する。


    　冗談を言っている雰囲気ではない。


    　どうやら向こうは本気らしい。


    　私は足を止め、少々の距離を取った状態で返答する。


    「一騎打ちだと。私はお前に構っている暇など──」


    「ヒャッホウッ」


    　私の言葉を遮さえぎるように、男が動き出した。


    　床を這はうような低さで疾走してくる。


    　彼は一瞬で私の眼前に到達すると、刈り取るような動きで回し蹴げりを放ってきた。


    　私は咄とつ嗟さに上体を反らす。


    「む」


    　顎下に強烈な衝撃が走り、骨の破片が飛んだ。


    　蹴りが掠かすめて砕かれたのだ。


    　人間の頃なら脳が揺れて動けなくなるだろうが、現在の私は骨だけの不死者である。


    　この程度は大した損傷ではなかった。


    「脆もろいなオイ！　もっと楽しませてくれよッ」
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    　挑発する男は、鋭い軌道で拳こぶしを繰り出す。


    　私は寸前で防御魔術を発動する。


    　男の拳は防御魔術にめり込んで軋きしませ、さらには亀裂を生じさせながら粉砕する。


    　しかし、僅わずかながらも攻撃速度が緩まった。


    　その隙すきに私は飛び退のいて距離を取る。


    （……とんでもない破壊力だな）


    　私は素直に感心する。


    　男が魔術を使った形跡が無かった。


    　純粋な格闘攻撃だけで、私の防御を貫通してみせたのだ。


    　いくら手加減しているとはいえ、そう簡単に壊せるものではないはずなのだが、実際に披露されたのだから否定もできない。


    　何にしても、接近戦は分が悪い。


    　私は死者の谷で様々な戦闘技能を習得しており、その中には近接攻撃に秀でたものもある。しかし、目の前の男を相手にするには些いささか力不足であった。


    　唯一、あの人の剣術なら対抗できるが、わざわざ相手の得意分野で戦う必要もない。


    　生前の私は賢者だった。


    　遠距離からの搦からめ手を得意とする。


    　不死者としての能力も、魔術師向きのそれであった。


    　私は周囲のアンデッドを操作し、一斉に男へと跳びかからせた。


    　先ほどまでの半自動的な攻撃とは異なり、私が明確に命令を出している。


    　連携の取れた動きは、対処が各段に難しくなっていた。


    「おぉっ？」


    　男は目を丸くして驚く。


    　彼は素早く長机を掴つかみ上げると、全身を使って振り回した。


    　轟ごう音おんと共にアンデッドが四散する。


    　アンデッド達たちの攻撃は届かない。


    　男はたった一撃でやり過ごしてみせた。


    （今のやり方でも駄目なのか）


    　もっとも、戦闘においてはたった一撃に使う時間が致命的だ。


    　私は両手を揃そろえて突き出し、そこから特大の火球を放った。


    　床を焼き焦がす火球は、男を呑のみ込む軌道で進んでいく。


    　回避し損ねた男の姿が見えなくなる。


    　火球はそのまま室内の壁に衝突し、大爆発を起こした。


    　壁や床が大きく抉えぐれ、濛もう々もうと白煙が舞い上がる。


    「…………」


    　私は油断せずに爆発地点を凝ぎよう視しする。


    　しばらくすると、白煙の中から人影が現れた。


    「痛ぇな。もう少しで焼き肉になるところだったぜ」


    　男は破れた囚人服の汚れを払い落としながらぼやく。


    　出血は僅わずかで、よく見ると手のひらを火傷やけどしていた。


    　信じられないが、あの火球を素手で押し止めたのだろう。


    　防御魔術を施した城壁でも、容易たやすく粉砕できる威力だというのによくやるものである。


    　男の様子を観察しているとルシアナが駆け付けてきた。


    「魔王サマっ、大丈夫？」


    「ああ、問題ない」


    　欠けた顎がつ骨こつを触ろうとするルシアナを留める。


    　損傷は肉体を切り替えれば解決する。


    　たとえ木こっ端ぱ微み塵じんにされても平気だった。


    　一方でルシアナは、気味が悪そうに男を一いち瞥べつする。


    「彼、本当に何者？　英雄に匹敵どころじゃない。並の英雄を凌りよう駕がしているわ。信じられない……」


    　気になるのも無理はない。


    　私は次の魔術を用意しつつ、彼女の疑問に答える。


    「ヘンリー・ブラーキン。常勝無敗の戦士であり、〝魔王殺し〟に最も近いと言われた男だ」


    



    　　　◆


    



    「あの男が〝魔王殺し〟ねぇ……」


    　ルシアナは何とも言えない表情でヘンリーを一瞥する。


    　そこには複雑な心情が内在していた。


    　元四天王の幹部という立場で、思うところがあるのかもしれない。


    「納得できるか？」


    「そこそこね」


    　ルシアナは頷うなずく。


    　一連の戦闘を目撃した彼女は、それを認めざるを得ないようだ。


    　ヘンリー・ブラーキンは、誇張を抜きに小国の最終兵器である。


    　彼の最たる武器は、天性の肉体と戦闘勘だ。


    　これといった特殊能力は持たず、魔術も使えない。


    　それにもかかわらず、ヘンリーは尋常でない強さを誇る。


    　彼の戦法は実に単純なものだ。


    　並外れた頑強さで敵の攻撃を受け止め、極限まで鍛え上げた怪力で捻ねじ伏せる。


    　不意を突くような攻撃でも、直感で対応してみせる。


    　弱点らしい弱点がない男であった。


    　気分屋で粗暴なヘンリーは、規律に背そむくことを楽しんでいる節がある。


    　人格的には間違いなく危険人物だろう。


    　反社会的と評してもいい。


    　しかし、かつての王国が魔王討とう伐ばつの際に協力を要請しようとしたのも納得できる。


    　魔王討伐にヘンリーが加わっていれば、戦況はもっと有利に運べたはずだ。


    　当時、投獄の報を聞いた時は驚いた。


    　今でもこうして思い出せるほど印象に残っている。


    「退どいてくれ。向こうが待ち切れなくなったようだ」


    　ヘンリーが接近の挙動を見せたので、私は風でルシアナを押し退のける。


    　突然の強風に、ルシアナはつんのめりながら飛行した。


    「わわわっ」


    　ルシアナが視界から外れたのと同時に、私は風の刃を射出した。


    　切断力を底上げした三連射だ。


    　金属だろうが難なく真っ二つにできるだけの威力がある。


    「おっと」


    　不可視の攻撃に対し、ヘンリーは当然のように突進する。


    　彼はひょいとひょいと身軽な動きで風の刃を躱かわしていった。


    　空気の僅わずかな揺れを察知しているのだろうか。


    　呆あきれるほど精密な感覚である。


    「ハハハ、俺を殺すなら数が足りねぇなァッ！」


    　ヘンリーは笑いながら距離を詰めると、そのまま跳び蹴げりを放ってくる。


    　私は屈んで回避を試みる。


    　直後、暴風のような勢いで脚が通過した。


    「……っ」


    　頭頂部から破壊音が響く。


    　どうやら爪つま先さきが掠かすめたらしい。


    　頭ず蓋がいが削られた感覚がある。


    　ただ、この身体からだが行動不能に陥るほどではない。


    　すなわち大した損傷ではない。


    　私は自みずからの手を魔力で強化し、指を揃そろえて貫ぬき手ての形にした。


    　床を割りながら踏み込み、最短距離で突き込む。


    「おおっ！」


    　嬉うれしそうな声を発したヘンリーは、私の手首を掴つかんで阻止した。


    　凄すさまじい反応速度だ。


    　まるで分かっていたかのように対処してみせた。


    　ヘンリーはこちらの力を利用して私を投げ飛ばす。


    （通常の魔術では埒らちが明かないか……）


    　私は空中に力場を生成すると、それを蹴けることで跳ね返る。


    　ヘンリーに接近しながら、瘴しよう気きを混ぜた黒い火球を連射していった。


    　彼は両腕を交差して火球を防ぎ、隙すきを見て後退する。


    　袖は一瞬で燃えたが、腕に大きな傷はない。


    　今の火球でも威力不足らしい。


    「……ったく、空気が悪ぃな。淀よどみすぎじゃねぇか？」


    　ヘンリーは咳せき込みながら文句を垂れる。


    　辺りに漂う瘴気が気に入らないらしい。


    　ただ、アンデッド化する気配がない。


    　少し鬱うつ陶とうしがるばかりである。


    　常人ならとっくにグールに変へん貌ぼうしている頃だ。


    　私の権能が不調というわけではない。


    　おそらくは、彼の肉体の生命力が浸しん蝕しよくを阻害しているのだろう。


    　時間経過による瘴気の汚染を期待していたのだが、厄やつ介かいな体質である。


    　ただの人間とは思えないほど規格外だ。


    「…………」


    　私は冷静になってヘンリーを観察する。


    　本気になれば彼を殺すことができる。


    　無む尽じん蔵ぞうに近い魔力に任せて、地形を変えるような大規模魔術を連発すればいい。


    　首都ごと消滅させる勢いで攻撃すれば、さすがのヘンリーでも無事では済むまい。


    　今の私にはそれが可能であった。


    　そもそも、ヘンリーは私を殺害する手段を持たない。


    　どれだけ物理攻撃が得意だろうと、私を消滅させるには至らないのだ。


    　仮にこの身体からだを破壊されたとしても、配下のアンデッドを素そ体たいにして蘇よみがえるだけである。


    　長期戦に持ち込めば、必然的に私が勝利する。


    　しかし、私はヘンリーという人間に興味を覚え始めていた。


    　ここで殺すには惜しい人材に違いない。


    　幸いにも彼は極度の気分屋だ。


    　基本的には悪党に近い性格のため、交渉次第で魔王軍に加入させられる予感がする。


    　そう考えた私は、身構える彼に提案してみることにした。


    「ヘンリー・ブラーキン。私と賭かけをしないか」


    「……何だって？」


    　ヘンリーは構えを解いて訝いぶかしげな顔をする。


    　さすがに予想外だったらしい。


    　少なくとも関心は抱いているようだ。


    　隙すきだらけの私に攻撃しない点を見るに、悪くない反応である。


    　彼はひとまず話を聞こうとする姿勢を取っていた。


    「一騎打ちの勝者に賞品を付けるんだ。私が勝利すれば、魔王軍に加わってほしい。もし私が負ければ、お前の望みを可能な範囲で叶えよう」


    「ちょ、ちょっと魔王様!?」


    　今度はルシアナが驚く。


    　彼女が私に駆け寄ろうとしたので、視線でそれを留める。


    　大事な局面だ。


    　気持ちは分かるが、邪魔されては困る。


    　ルシアナは神妙な面おも持もちで頷うなずくと、静観の立場に戻った。


    　ひとまず私を信じてくれたようだ。


    　本当に危ないと判断すれば、彼女なら無理にでも話を止めに入っただろう。


    　一方、ヘンリーは考え込んでいた。


    　私の提案を真剣に検討している。


    　しばらく悩んだ後、彼は獰どう猛もうな笑みを見せた。


    「──俺があんたに勝った暁あかつきには、魔王軍そのものをくれよ。囚人生活も終わったことだし、次は何をするか迷っていたんだ。世界を相手取って戦争をするのも楽しそうだ」


    「…………」


    　私はヘンリーの言葉に硬直する。


    　想定していなかった答えだ。


    　反社会的で気分屋とは知っていたが、まさかこれほどとは。


    　激情を抑える私は、淡々とした口調を意識してヘンリーに告げる。


    「……魔王という役割は、生なま半はん可かな覚悟で為なせることではない。お前に務まるとは思えないが」


    「あんたにはその覚悟があるってのかい？」


    「無論だ」


    　私は即答する。


    　死者の谷の底で、すべてを背負うと決めた。


    　私の代わりになれる者は存在しない。


    　決して軽々しく始められる役目でないのは確かであった。


    「…………」


    　ヘンリーはじっと私のことを凝ぎよう視しする。


    　果たして何を考えているのか。


    　今のところは分からない。


    　気分屋の彼にしては珍しく、真顔が続いている。


    「賭かけに乗るか否か。答えを聞かせてくれ」


    「ふむ……」


    　私が促すと、ヘンリーは腕組みしてさらに思案する。


    　その双そう眸ぼうには、先ほどまでとは異なる感情の色が覗のぞいていた。


    　敵意や戦意とは違う何かだ。


    　むしろ親しみすら感じるようなものである。


    　その正体を察する前に、ヘンリーは答えを口にした。


    「乗るに決まっているさ。これだけ愉快な展開をみすみす逃すはずがない。さっさと勝敗を決めようじゃないか」


    　嬉き々きとして述べるヘンリーは、拳こぶしを構えて笑った。


    　そして、こちらへ向けて疾走する。
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    　私は室内のアンデッドを操作し、ヘンリーへと殺到させた。


    　対するヘンリーは、長机を投げ飛ばして進路を確保する。


    　接近を強行するつもりらしい。


    　左右から迫るアンデッドを躱かわしながら、彼は獰どう猛もうな挙動で失踪する。


    （滅め茶ちや苦く茶ちやだな。だが、その動きは想定している）


    　私は手のひらで魔力を圧縮し、固めて放出する。


    　術式を伴わない原始的な衝撃波だ。


    　それをアンデッドごとヘンリーに撃ち込む。


    「うお……ッ!?」


    　衝撃波を受けたヘンリーは踏ん張って耐える。


    　片手の指を床にめり込ませ、吹き飛ばされないようにしていた。


    　風の刃等と異なり、今回は広範囲への面の攻撃だ。


    　回避が許されない以上、彼も防御するしかなかった。


    「ったく、面倒な攻撃をしやがる……」


    　悪態を吐くヘンリーはほぼ無傷だ。


    　今の衝撃波では、彼に致命傷を与えるには遠く及ばなかったようである。


    　別にそれはそれで構わなかった。


    　この衝撃波だけで倒せるとは微み塵じんも思っていない。


    　動き出そうとするヘンリーを見て、私は再び衝撃波を使った。


    　彼はまたもや防御する。


    　やはりこれといった損傷は与えられない。


    　そこへ畳みかけるように三発目を撃つ。


    　ヘンリーは堪たまらず膝ひざを床についた。


    　立て続けの衝撃波に、さすがの彼も怯ひるみを見せる。


    　そこで攻撃を止めるような真ま似ねはせず、私はさらに衝撃波を放つ。


    　隙すきを見せずに次々と撃ち込んでいく。


    　ヘンリーだけでなく、周囲も巻き添えを被っていた。


    　配下のアンデッドがバラバラになって宙を舞う。


    　並べられた長机は、回転しながら壁に衝突する。


    　いつの間にかルシアナの姿が消えていた。


    　安全な場所へ退避したのだろう。


    「はっは……ふざけた野郎だぜ、まったく」


    　ぼやくヘンリーは中腰で耐えていた。


    　彼は歯を食い縛り、じりじりと私へ近付いてくる。


    　時折、衝撃波で仰のけ反ぞるも、決して吹き飛ぶことはない。


    　身体からだを浮かさず、着実に距離を詰めようとしていた。


    　凄すさまじい執念である。


    　勝利に対して貪どん欲よくな姿勢を、これでもかというほどに主張していた。


    　その強さは認めよう。


    　生前の私ではおそらく敵かなわなかった。


    　だが、今の私は正しよう真しん正しよう銘めいの怪物である。


    　すべてを凌りよう駕がする新時代の魔王だ。


    　たとえ英雄に至るほどの人間であろうと、私との間には埋めようのない隔たりが存在する。


    　私は衝撃波に注ぐ魔力の量を十倍に増やした。


    　これまでより強い圧縮をかけ、動きの鈍るヘンリーに向けて解き放つ。


    「……っ」


    　爆発的な反動により、私の両腕が粉砕された。


    　弾みで手首から先が消失する。


    　骨の身でも分かるほどの痺しびれを知覚した。


    　そうして放った衝撃波は、一瞬でヘンリーに届く。


    　彼は突き飛ばされたように体勢を崩し、床に指を突き立てて堪こらえようとした。


    　しかし衝撃波は、床をめくり上げながら無慈悲に彼を吹き飛ばす。


    　後方へ飛んだヘンリーは壁に激突した。


    　そこを中心に亀裂が走る。


    　壁にめり込んだヘンリーは呻うめく。


    「おいおい、マジかよ」


    「残念ながら真実だ」


    　私はそこへ同じ威力の衝撃波を撃つ。


    　反動により、今度は肘ひじから先が爆散した。


    　ヘンリーはさらに壁にめり込む。


    　出力を上げて追加の一発を発射した。


    　私の肩から先が跡あと形かたもなく弾け飛ぶ。


    　轟ごう音おんと共に放たれた衝撃波は、ついに食堂の壁を崩壊させた。


    　当然、ヘンリーも巻き添えとなる。


    （腕は無くなったが、問題ない）


    　私は小型の結界魔術を発動し、肩口に繋つなげて筒状に形成する。


    　それを砲身に見立てて、狙ねらいを定めながら衝撃波を放つ。


    　結界魔術は割れて消滅した。


    　すぐさま同じ形状の結界を作り直し、そして再発射を行う。


    　砲型結界の破壊と再生を繰り返しながら、私は連続で衝撃波を叩き込んでいった。


    　衝撃波は食堂の壁を貫つらぬき、その奥の空間をも破壊し始める。


    　ヘンリーの位置は魔術で感知していた。


    　それによると彼は身動きが取れず、見事に後退している。


    　すべての衝撃波が直撃していた。


    　驚くべきことに、これだけ直撃を受けながらもヘンリーは死んでいない。


    　人間離れした頑丈さである。


    　とは言え、それは彼に希望が残っていることを示しているわけではない。


    　この状態でヘンリーが反撃に転じるのは不可能だろう。


    　距離を詰めねば格闘攻撃を活いかせず、何かを投げても衝撃波で撃ち落とされる。


    　私の優勢は不動に近かった。


    　その後も私は、一方的に衝撃波を叩き込んでいった。


    　相手が簡単に死なないことを知っているため、ほとんど遠慮なく畳みかける。


    　発砲のたびに監獄内が壊れ、壁に直線状の穴ができていく。


    　そうしてついには最後の一枚を破り、屋外にまで繋がってしまった。


    　両腕を瘴しよう気きでつくり出した私は、目視転移で屋外との境目に移動する。


    　視線を巡らせ、外へ飛び出した彼の姿を探した。


    　ヘンリーは芝しば生ふの上に倒れていた。


    　身体からだに瓦が礫れきが積み重なっている。


    　彼はのっそりとした動きで瓦礫をどかすと、平然と起き上がってみせた。


    　全身に付着した埃ほこりを払うヘンリーはよろめく。


    　彼は倒れる寸前で踏み留まった。


    　その際、額から一筋の血が流れ落ちる。


    「…………」


    　それを指で拭ったヘンリーは、じっと見つめる。


    　しばらくして笑いを洩もらした。


    　実に楽しそうな表情だ。


    　まるで出血が嬉うれしいとでも言いたげであった。


    　滅めつ多たに訪れない出来事を喜んでいるようにも見える。


    （……とても理解できないな）


    　ヘンリーの奇行をよそに、私は顎あごを開いた。


    　そこから飛び出したのは銀色の蛇へびだ。


    　神経麻ま痺ひの毒を持つ魔術生物である。


    　蛇はするすると地面を這はい進み、ヘンリーの足に噛かみ付こうとした。


    「っと、危ねぇな」


    　ヘンリーはそれを躱かわして蛇を踏み潰つぶす。


    　血を吐いた蛇は姿が揺らぎ、同じ色の鎖になってヘンリーの足に絡み付いた。


    　瞬またたく間に彼の片脚を固定してしまう。


    「おい、嘘うそだろっ？」


    　驚くヘンリーを一いち瞥べつしつつ、私は地面に魔力と瘴気を送った。


    　土を割って無数の枯れた木の根が飛び出し、それらがヘンリーに襲いかかる。


    　彼は咄とつ嗟さに拳こぶしで粉砕するも、間に合わずに次第に拘こう束そくされていった。


    　ついにはうつ伏せのまま動けない状態となる。


    「禁きん呪じゆの多重行こう使しだ。さすがに抜け出せないだろう」


    「ははは、デタラメすぎじゃないか？　冗談きついぜ」


    　苦笑するヘンリーに私は歩み寄る。


    　会話中、彼は指先で木の根を千ち切ぎっていたが、その倍の数が地面から生えてくる。


    　言うまでもなく、拘束を脱することはできない。


    　抵抗とすら呼べない悪あがきと化していた。


    　高度な魔術である禁きん呪じゆを素手で破壊できる点については、今は目を瞑つぶっておく。


    （これで終了だな）


    　動けないヘンリーを見下ろして判断する。


    　周囲への影響を度外視すれば、このようなことも可能だった。


    　ヘンリーは一いつ騎き当とう千せんの戦士だ。


    　だが、所しよ詮せんは魔術を使えない人間に過ぎない。


    　圧倒的な身体能力と優れた戦闘勘も、それらでは対処できない術で畳みかければいい。


    　もっとも、理論上は可能でも、実際は不可能に近い手法だ。


    　まずヘンリーが対処できない攻撃を連発するのは困難である。


    　大抵の術は容易に回避され、或あるいは格闘攻撃で破壊される。


    　仮に足止めに成功しても、少しでも隙すきを与えれば回避され、手痛い反撃を受けることになる。


    　私のように常じよう軌きを逸した魔力量と、禁呪を無詠えい唱しようで行こう使しできる技量がなければ成立しない方法だった。


    　私は魔力で半透明の槍やりを生成し、鋭利な穂先をヘンリーの首筋に添える。


    　そのまま彼に問いかける。


    「賭かけは私の勝利でいいな？」


    「……もちろん。こいつは敵かなわねぇな。降参するよ」


    　ヘンリーは脱力して苦笑いする。


    　直前までの戦意は消え去り、やけにさっぱりとした顔をしていた。


    　切り替えが早い性格をしているらしい。


    　私は彼を拘こう束そくする禁呪を解除した。


    　自由になったヘンリーは、ひょいと跳び上がって立つ。


    　まだまだ余力がある様子だ。


    　降参が早かった気もするが、何か考えがあるのだろうか。


    　少し気になるものの、それを訊きくのは野や暮ぼだろう。


    　単なる気まぐれという可能性だってある。


    　戦いに飽きて、降参したくなったのかもしれない。


    　どういった考えで出した結論であれ、私の勝利で間違いはなかった。


    　魔力の槍を消した私は、ヘンリーに握手を求める。


    「ヘンリー・ブラーキン。以降、お前は私の配下となる。異論はないな」


    「ああ、大丈夫だ！　よろしく頼むよ、大将」


    　彼は親しげな調子で握手に応じた。


    　その際、なぜか私の背中を叩いてくる。


    　おかげで骨が軋きしんでいるのだが、果たして気付いているのか。


    　戦闘直後のせいで、見事に力の加減ができていない。


    「実を言うと、魔王軍に加入できて光栄に思っている。ちょうど監獄生活にも飽きて、年内には脱獄するつもりだったんだ。時期的にちょうどよかった」


    　私の背骨を破損させながら、ヘンリーは気楽そうに語る。


    　その内容からするに、噂うわさ通りの気分屋らしい。


    　こんな男を十年間もよく収容できたものだと感心してしまう。


    「正直、野心もないからな。魔王を乗っ取ると言えば、あんたがやる気になると思っての発言だ。別に配下になることに抵抗はないし、これがベストだと思っているよ」


    「つまり、やる気になった私と戦いたかっただけということか？」


    「まさかあそこまで怒るとは予想外だったがね。だから本心では、裏切りや乗っ取りなんて企たくらんでいない。俺はただの戦闘狂さ。安心して戦場に送り出してくれよ」


    　ヘンリーは悪びれもせずに言う。


    　言い訳などではなく、本当にそういった考えで行動していたようだ。


    　完全に箍たがが外れている。


    　まあ、人類を相手に魔王となった私が批ひ難なんできることではない。


    　彼は彼なりの価値観で動いただけなのだから。


    「……そうか」


    　様々な気持ちを胸中に抑え、私はただ相あい槌づちを打つだけに留めるのであった。
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    　ヘンリーを配下に加えた私は、半壊した監獄から移動した。


    　次の目的地は、首都内にある王城である。


    　これはヘンリーの希望で、なんでも城内に取り返したいものがあるらしい。


    　わざわざ却きやつ下かする理由もないため、私が同行して向かうことになった。


    　途中、損壊した今の身体からだを捨てて、無事なアンデッドの身体に切り替える。


    　ヘンリーとの戦いで受けた損傷は大きい。


    　両腕は瘴しよう気きでつくった紛まがい物で、背骨も割れていた。


    　あのままでは色々と不便を強いられる。


    　自在に身体を変える私を見ても、ヘンリーは平然としていた。


    　彼曰いわく「今更、そんなことで驚きやしない」とのことだ。


    　私との一騎打ちで負けたことの方がよほど衝撃的だったらしい。


    　ヘンリーにとっては新鮮な経験だったのだろう。


    　私はヘンリーを連れて転移魔術で移動する。


    　城内がアンデッドの大群に占拠されたことは知っていた。


    　ヘンリーを除くと、小国内に大した実力者はいなかったようだ。


    　これが正常な結果なのだ。


    　ヘンリーが規格外なだけである。


    　アンデッドの軍勢をそう易やす々やすと崩壊させられては堪たまったものではない。


    　私達たちは城内の広間へと飛ぶ。


    　赤い絨じゆう毯たんの敷かれた室内では、傷だらけのグールが徘はい徊かいしていた。


    　鎧よろい姿の兵士や、高級服を纏まとう貴族、使用人らしき者もいる。


    　誰もが等しくアンデッドに成り果てていた。


    「すげぇな。本当に襲ってこないじゃないか」


    　ヘンリーは近くのアンデッドを突いたり、顔を覗のぞき込んだりして感心する。


    　いくら安全と聞いていても、そこまでやれる図太い神経には敬意を評したくなる。


    　好奇心が諸々の配慮を上回ってしまったようだ。


    「ところで、取り返したい物とやらはどこにあるんだ」


    「たぶん宝物庫だな。この城の上階にある。俺の愛用していた武器なんだ。投獄された時に没収されたが、まだ残っているはずだ。そう簡単に手放せる代しろ物ものじゃない」


    　ヘンリーは少し得意げに語る。


    　それを聞いた私は、同時にあることを思い出す。


    　ヘンリーが勇者候補に挙がった当時、私は資料経由で彼の戦い方を知った。


    　そこで得た情報を踏まえると、確かに武器は必須だった。


    　今のヘンリーは、その戦闘能力を十全に発揮できていないということになる。


    　これで不完全というのだから驚きよう愕がくする他あるまい。


    　宝物庫に続く階段を上っていると、馴な染じみのある気配が近付いてきた。


    　ひょこりと顔を見せたのはルシアナである。


    「やっほー、魔王サマ。やっぱり無事だったのね」


    「当然だ。ここで滅びるわけにはいかない」


    　彼女の背後には、複数の人間がいた。


    　まだアンデッド化していない。


    　彼らは焦点の合っていない独特の目をしていた。


    　表情も緩んでおり、何らかの異常状態にあるのは確かである。


    　私の視線に気付いたルシアナがすぐに説明を挟む。


    「この子達は小国の首脳陣ね。魂の髄まで魅了してやったわ。これで絶対に逆らわない傀かい儡らいの完成ね」


    「ほう、悪くないな」


    「でしょでしょ！」


    　ルシアナはしきりに同意を求めてくる。


    　従順な人間の手て駒ごまが増えるのは歓迎だ。


    　色々と使いどころがある。


    　サキュバスという種族特性を活いかした形での収穫だった。


    　彼らの持つ情報を容易に引き出せるのも大きい。


    　小国をけしかけた第三国を突き止めるのに役立つだろう。


    　その時、ルシアナがヘンリーを一いち瞥べつした。


    　彼女は顎あごに指を当てて観察する。


    「その人間も仲間にしたのね。うん、いい判断だと思うわ」


    「よろしくな！」


    「あっ、そう」


    　ヘンリーの元気な挨あい拶さつに、ルシアナは淡々と応じる。


    　あまり興味がないのかもしれない。


    　彼女の場合、他者を区分する基準は強さの一言に尽きる。


    　私という頂点以外はどうでもいいのだ。


    　実際、先代魔王に匹敵する実力のグロムにも似たような態度を取っていた。


    　この辺りに関しては、徐々に仲良くなってほしいと思っている。


    　協力者同士が険悪だと、様々な作戦に支障が出かねない。


    　なんとか時が解決してくれるのを祈るばかりだ。


    　せっかく合流できたので、私達たちはルシアナも連れて宝物庫へ赴おもむいた。


    　厳重に施された防犯用の魔術を破壊し、扉とびらを開いて内部を確認する。


    　そこには小国の蓄える金銀財宝が保管されていた。


    　一国家の資金だ。


    　総額はかなりのものである。


    　もっとも、今の私はあまり魅力を感じられなかった。


    　金に価値を見いだせない存在となってしまった。


    　いや、生前から大して執着は無かったか。


    　アンデッド化はあまり関係ないのかもしれない。


    「あっはぁ！　すごいじゃない！　小国のわりには貯め込んでいるわぁっ」


    　一方、ルシアナは目を輝かせて財宝に跳び込んだ。


    　彼女は宝石を掻かき集めて歓喜し、しまいには豪華な首飾りに頬ほおずりし始める。


    　上機嫌なのは明らかであった。


    　意外と現金な性格をしているようだ。


    　そのそばを通過したヘンリーは、宝物庫内を闊かつ歩ぽする。


    　彼は無言で目当ての武器を捜した。


    　やがてヘンリーの足がある一点で止まる。


    「おっ、あったぜ大将！」


    　そう言って彼が掲げたのは弓だった。


    　表面はくすんだ茶色だが、木製ではない。


    　かと言って金属製とも違う。


    　不思議な質感を有している。


    　そう、ヘンリーは弓兵だった。


    　あれだけの肉弾戦を演じながらも、本職は遠距離攻撃である。


    　とても信じられないが、感知不能な距離からの狙撃を常じよう套とう手段とするのだ。


    　そう聞くと暗殺者のようであった。


    「こいつは竜の骨と髭ひげで拵こしらえられた弓でな。世界に二つとない物さ。取り返したくなるのも分かるだろう？」


    　ヘンリーは弓の弦を弄いじりながら解説する。


    　竜の素材で作られた弓ということは、品質は最上級だろう。


    　特別な工夫が無くとも、高性能な魔術武器となる。


    「どうせだから試し撃ちでもするかね。一本か二本あればいいんだが……」


    　呟つぶやくヘンリーは宝物庫を適当に漁あさり、数本の矢を確保した。


    　特にこだわりは見られない。


    　矢は何でもいいらしい。


    　私達たちはヘンリーの先導で移動する。


    　どうやら場所を移して弓の試射を披露してくれるらしい。


    　案内されたのは、壁の一面がガラスとなった部屋だった。


    　城下街が一望できる構造になっており、非常に見晴らしが良い。


    　今はアンデッドに支配された街並みしか見えないが、普段は格別な景色だったのだろう。


    「よっと」


    　ヘンリーはガラスを蹴けり破ると、矢を番つがえて狙ねらいを定める。


    　洗練された構えだ。


    　こうして目にするだけで、彼の技量を窺うかがわせる。


    「…………」


    　表情を消したヘンリーは無言になった。


    　番えた矢の鏃やじりが仄ほのかに発光し始める。


    　竜素材を使った弓の効果だろう。


    　高度な魔術武器として機能しているのだ。


    　それが矢を強化している。


    　然るべき時を経へて、ヘンリーは矢を放った。


    　矢は光の軌跡を描いて飛ぶ。


    　その先には兵舎が建っていた。


    　飛距離を伸ばす矢は、瞬またたく間に兵舎へと到達した。


    　石造りの塔部分に命中し、その表面を貫つらぬく。


    　小さな穴の開いた塔は、軋きしみながら揺れる。


    　揺れはだんだんと大きくなり、やがて塔は倒壊した。


    　瓦が礫れきの雨となって兵舎全体を押し潰つぶす。


    「ったく、情けねぇな。久々の射撃で腕が鈍ってやがる」


    　構えを解いたヘンリーはやや不満げだった。


    　本人はああ言っているが、大した腕である。


    　あの小さな穴から倒壊に繋つなげるのは、弓の性能だけでは到底不可能な領域だ。


    　ヘンリー自身の超絶的な技巧が為なせる結果だったろう。


    　それにしても、とんでもない味方ができた。


    　彼を魔王軍に取り込めた幸運に感謝せねばいけない。


    　これだけで小国を侵略した価値があるというものだった。


    　ヘンリーはいつの間にか酒瓶びんを握っていた。


    　城内のどこかで盗んだのだろう。


    　彼は美う味まそうに呷あおり、深々と息を吐いて味わう。


    「……ふむ」


    　その横にいる私は、腕組みをして考え込む。


    　ちょっとした興味と対抗心が生まれつつあった。


    　自分がどれだけの力を持つか気になったのだ。


    　小国を滅ぼすという目的もほぼ完遂された今、少々の戯たわむれは許されるだろう。


    　私はヘンリーに手を差し出す。


    「矢を貸してくれ」


    「おっ、大将も狙撃を披露してくれるのかい。そいつは楽しみだ」


    　ヘンリーは弓ごと矢を渡そうとする。


    　私は矢だけを掴つかみ取った。


    「これだけでいい」


    「はぁ……大将が言うなら別に構わないが」


    　ヘンリーは不思議そうな顔をする。


    　弓を使わずに矢を放とうとしているのだ。


    　彼が訝いぶかしむのも当然だろう。


    　一本の矢を持った私は、窓際に立つ。


    　ちょうどヘンリーが射撃を披露した位置だ。


    　倒壊した塔のさらに先を見み据すえ、全身に身体強化の魔術を張り巡らせる。


    　矢自体にも魔術を付与した。


    　加減を誤ると壊れてしまいそうなので、そこは慎重に行う。


    　準備ができたところで、私は黒く変色した矢を振りかぶる。


    　そして、城の外に向かって全力で投とう擲てきした。


    　音を置き去りにした矢は、あっという間に小さくなって見えなくなる。


    　少々の間を挟んで、首都の外にそびえる山で爆発を起こした。


    　山頂付近が大きく欠け、森林部が剥はげて抉えぐれた土が露出する。


    　甚じん大だいな被害が生じているのは言うまでもない。


    「あ、あ……？」


    　ヘンリーは呆ぼう然ぜんとする。


    　傾いたままの瓶びんから、琥こ珀はく色の酒が滴したたり落ちていた。


    　しばらくして我に返った彼は、どこか悟った様子で肩をすくめる。


    「ははは、こいつは立つ瀬がねぇな。悪い大将だ」


    「あーあ。魔王サマってば、そういうところあるから……」


    　ルシアナが私を一いち瞥べつしながらぼやく。


    　じとりとした眼まな差ざしには、若干の批ひ難なんと呆あきれが込められている。


    　私はなんとなく居心地が悪くなり、何も言わずに視線を逸そらすしかなかった。
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    　目的を果たした私達たちは、転移魔術で王都へと帰還した。


    　小国で増やしたアンデッドは、配下の魔物が誘導して連れていく。


    　使う機会が来るまでは倉庫に保管する予定である。


    「それじゃ、よろしくねー！　勝手に死なせちゃダメよーっ」


    　ルシアナは手を振って見送りの言葉をかける。


    　彼女の視線の先には、魔物の牽けん引いんする馬車がいた。


    　荷台に複数の布袋が載せられている。


    　ちょうど人間ほどのサイズ。


    　たまに蠢うごめいている。


    　馬車の揺れではない。


    　布袋の中身は、小国でルシアナが魅了した首脳陣だった。


    　これから彼らの持つ情報を引き出すのである。


    　小国に軍事支援を行った国が判明するはずなので、何らかの制裁を加えねばならない。


    「ほう、こいつはすげぇや。本当に魔物の街になってるじゃないか」


    　ヘンリーが王都の街並みに感心する。


    　現在の彼は、身なりが大きく変化していた。


    　首都の城にあった浴場で全身を洗い、薄汚い囚人服から軍服に着替えている。


    　伸び放題の髪は短く切り、髭ひげも綺き麗れいに剃そっていた。


    　みすぼらしい風貌から一変したことで、五歳は若返ったように見える。


    　私は物珍しそうにするヘンリーに質問を投げかける。


    「王都へ来たことはあるのか？」


    「傭よう兵へいだった頃にな。鼻たれの新人時代さ。田舎いなかから出てきたばかりだったから、華やかな街並みに驚いたよ」


    　ヘンリーは昔を懐なつかしむように言う。


    　彼の目にはかつての王都が映っているのだろう。


    　二度と戻ることのないものである。


    「まあ、今の景観も嫌いじゃないがね。なかなか悪くない」


    「淡たん泊ぱくな反応ね。この土地は魔物に滅ぼされているのよ？　義憤に駆られたりしないの？」


    　ルシアナがヘンリーに尋ねる。


    　かなり踏み込んでいる上に遠慮のない質問だ。


    　ヘンリーの人柄を見極めるのが目的らしい。


    　彼女としては、今のうちに訊きいておきたかったのだろう。


    　試されていることを知ってか知らずか、ヘンリーは弓を弄もてあそびながら苦笑する。


    「人間同士で殺し合うような世界だぜ？　今更、魔物の虐殺に腹を立てたりしないさ。そもそも種族なんてどうでもいい。殺す奴やつは殺すし、殺される奴は殺される。それだけだ」


    「あら。割り切った考えね」


    「そうじゃないと不死者の魔王に加担なんてしないさ。そうだろう？」


    　ヘンリーはあっさりと言ってのける。


    　誤ご魔ま化かしなどではない、本心からの意見であった。


    　彼に種族的な差別の意識は存在しない。


    　代わりと言うべきか、言葉の端々には人間に対する軽けい蔑べつや諦あきらめが覗のぞく。


    　傭よう兵へいや兵士といった前歴を通して、様々な経験をしてきたのだろう。


    　魔王軍への加入に抵抗が無かったのは、そういった事情があったからかもしれない。


    「ふふっ、反論できないわ」


    　ヘンリーの主張を聞いたルシアナは笑う。


    　そこに負の感情は見られない。


    　今の答えを聞いたことで、彼女なりにヘンリーを認めたようだ。


    　互いを理解し合い、受け入れられるのは素晴らしいことである。


    　簡単そうに感じられて意外とできない。


    　少なくとも魔王軍の中においては、そういったことが自然にできる環境をつくっていきたかった。


    　私は頃合いを見計らって二人に声をかける。


    「ついてこい。城を案内しよう」


    「あいよ」


    「ごめんなさいね。話しすぎちゃった」


    　三人で城内へと歩き出す。


    　途中、ヘンリーが顔を上に向けた。


    　彼が見つめるのは、赤黒い艶つやを持つ魔王の城だ。


    　所々で青い炎が揺らめいている。


    　ヘンリーは目を細めて全体像を観察する。


    「それにしても、結構な外観だな。大将の趣味なのかい？」


    「私ではない。留守を任せている者が改造したのだ」


    　元は白亜の城だったが、現在は禍まが々まがしい見た目となっている。


    　張り切るグロムの仕業であった。


    　魔王らしさは存分に強調されているだろう。


    　元通りにする理由もないため、当初から弄いじらずに放置している。


    　私はヘンリーを案内しながら城内を移動する。


    　一直線に謁えつ見けんの間に向かい、扉とびらの前で足を止めた。


    「着いたぞ」


    「ここに何があるんだ？」


    「例の留守番役が待っている。私の右腕だ。先に顔合わせをしておきたい」


    　説明しながら、私は扉を開けた。


    　ほぼ同時に、室内から巨体が飛び出してくる。


    「嗚あ呼あ、魔王様……！　今か今かとお帰りをお待ちしておりましたぞっ！」


    　歓喜するグロムであった。


    　彼は凄すさまじい速さで私の前に跳ぶと、滑り込むようにして跪ひざまずく。


    　何度も練習したのかと思うほど洗練された動きである。


    　私は跪くグロムを立たせつつ、室内を眺めた。


    　謁見の間は、床や壁や天井が磨き抜かれている。


    　近寄ると顔が反射して映るほどだ。


    　グロムの副腕は、箒ほうきと雑ぞう巾きんを携えていた。


    　私の帰還を想定して、徹底的に掃除していたのだろう。


    　そういえば途中経過を連絡しに来た際も、彼は玉座を磨いていた。


    　よく分からないが、掃除が好きなのかもしれない。


    「いやはや、これほどの短時間で国を攻め落とすとは、素晴らしき手腕でございます。このグロム、それはもう感激して、し……ま、い……」


    　饒じよう舌ぜつに語るグロムが、唐突に硬直した。


    　彼の見る先にはヘンリーがいる。


    　箒と雑巾を落としたグロムは、縋すがり付くようにして私を問い詰める。


    「どっ、どどど、どういうことですかっ!?　なぜ人間がいるのでしょうかっ!?」


    「落ち着け。順を追って話す」


    　グロムを宥なだめながら、私は事情を説明した。


    　経緯としては、そう難しい内容ではない。


    　要点だけを的確に伝える。


    「──というわけで、一騎打ちに勝った私が魔王軍に引き入れた。実力に関しては申し分ないから心配するな」


    「そ、そうなのですか……」


    　グロムは歯切れの悪い相あい槌づちを打つ。


    　一方でヘンリーは、軽い調子で挨あい拶さつをした。


    「よろしくな」


    　その瞬間、グロムが全身から瘴しよう気きを発する。


    　眼がん窩かの炎が轟ごう々ごうと勢いを増した。


    　グロムはヘンリーに向けて指を突き付ける。


    「己うぬ惚ぼれるなよ人間。その儚はかなき寿命を無闇に縮めたくなければ、我に気安く話しかけるな」


    「なあ、大将。いきなり豹ひよう変へんしちまったが」


    「気にしないでいいわ。いつもの挨拶みたいなものだから」


    　私の代わりにルシアナが答える。


    　ヘンリーは納得した様子で何度も頷うなずいた。


    「ははぁ……なるほどな。そうかそうか。大将が苦労するわけだ」


    「何を言っている。そもそも大将とは誰だ。よもや魔王様のことではあるまいな……？」


    　射殺さんばかりの視線を送るグロムに対し、ヘンリーは口笛を吹いて肩をすくめる。


    　どうやらグロムの反応を楽しんでいるようだ。


    　常人なら心臓が止まりそうな殺気だが、彼は涼しい顔で受け流している。


    　人並み外れた胆力と言えよう。
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    　一方でグロムも、私の目がある限りは度を越えた行動はしない。


    　いくら人間とはいえ、私が直接連れてきた配下だ。


    　手荒な真ま似ねはできないと彼も理解している。


    　口では感情的になりながらも、グロムの理性はよく働いている。


    　私が止めるような段階の暴挙は、決して起こそうとしない。


    　その辺りを誰よりも弁わきまえていた。


    　だから信頼しているのだ。


    「じゃあ、射撃勝負にしようぜ。勝った方がより優れた部下を名乗れるってのはどうだい」


    「──良かろう。我に歯向かったことを後悔させてやる。今のうちに嘯うそぶいているがいい」


    　いつの間にか二人の会話は、妙な着地点を見つけていた。


    　ヘンリーは弓を片手に謁えつ見けんの間を出ていく。


    　グロムはそれに続き、一礼してから扉とびらを閉めた。


    　室内には私とルシアナが残される。


    「まったく、二人とも子供なんだから。見てるこっちが恥ずかしくなるわ」


    　ルシアナは呆あきれた様子でため息を吐つく。


    　彼女とグロムも、日常的に同様のやり取りをしている気がするのだが。


    　果たしてこれは指摘していいものなのか。


    　判断に迷うところではある。


    「ん？　魔王サマ、どうかした？」


    「……いや。何でもない」


    　どうやら無自覚らしい。


    　きょとんと首を傾かしげるルシアナを見て、私は口を噤つぐむことを選んだ。
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    「よし、全員揃そろったな！　じゃあさっそく始めていくぞ──」


    　遠くからヘンリーの声がした。


    　私はバルコニーから視線を巡らせる。


    　ヘンリーは訓練場にいた。


    　彼は居並ぶ魔物の前に立ち、何かを説明している。


    　身振り手振りを交えて、たまに弓を引くような動作を行っていた。


    　どうやら射撃訓練の講義をしているようだ。


    　数日前にヘンリーが教官に立候補したのである。


    　彼は優秀な弓兵だ。


    　手ほどきを受ければ、配下達たちも技術向上を望める。


    　戦場において弓による遠距離攻撃は重要だ。


    　魔術に劣るような印象を持たれがちだが、実際はまるで違う。


    　詠えい唱しようを必要とせず、練習次第で誰でも扱うことができる。


    　発射から命中までの過程も静かだ。


    　魔術とは異なり、目視でなければ感知されづらい。


    　数を揃えた一斉射撃によって面の攻撃も可能だ。


    　場合によっては牽けん制せい以上の効果を持つだろう。


    　魔術付与で強化することで、威力も大幅に上げられる。


    　総じて応用の利く武器であった。


    　魔王軍には魔術を使えない者も多いため、射手が増えるのは戦力的に大きい。


    　私やグロムが援護すれば問題ないが、いつもそれでやり過ごしていると、いつか必ず苦労する。


    　今のうちに使いこなせるようになってもらうのが、将来的にも最適解だろう。


    　ヘンリーの講義を聞いていると、部屋の扉とびらがノックされた。


    「魔王様、よろしいでしょうか」


    「ああ、構わない」


    「失礼致します」


    　入室したのは一人のサキュバスだ。


    　ルシアナではない。


    　彼女の直属の部下である。


    　そのサキュバスは書類の束を机に置くと、そのまま速やかに退室した。


    　私はバルコニーから離れて書類を確認する。


    　各地の支配状況や、王都の暮らしにおける改善点、求める設備などが記載されていた。


    　過不足の無い報告でまとめられている。


    　各種書類の雛ひな形がたは、ルシアナが担当していたはずだ。


    　彼女の教育は行き届いているようである。


    　最近は城勤めを希望する者も増えてきた。


    　戦闘が得意でない者や、事務作業を好む者が意外と多いのだ。


    　魔王軍の活動が多様化してきた今、ありがたい存在である。


    　侵略だけではやっていけない。


    　端々で調整をする者が必要だった。


    　余談だが、蔓まん延えんする瘴しよう気きの管理についても徹底している。


    　現在は城の地下に貯蓄してあった。


    　配下に健康被害が出ないための配慮だ。


    　かなりの濃度になってきたので、近日中に別の保管方法も考えねばならない。


    　私はソファに座り、持ち込まれた書類に目を通していく。


    　ちょうどこの時間帯は特にすることもない。


    　先に事務作業を済ませておいた方がいいだろう。


    （魔王軍も随ずい分ぶんと安定してきたな……）


    　ヘンリーを配下に加えてから、およそ五十日が経過しようとしていた。


    　国内の侵略は順調だ。


    　既に領土の八割以上を支配している。


    　魔王軍は転移魔術を駆使して各地への攻撃を繰り返していた。


    　これといった苦戦もない。


    　私が手を下さずとも、魔物達たちが圧倒的な蹂じゆう躙りんを展開してくれる。


    　積み上がった屍しかばねはアンデッドとなって新たな配下に加わる。


    　ヘンリーも大活躍していた。


    　特筆すべき点は、やはり自慢の弓による超遠距離からの狙撃だろう。


    　相手の防御魔術を貫つらぬき、次々と指揮官を射殺す姿は、味方としては非常に頼もしい。


    　敵軍を散々に混乱させた後に、ヘンリーは魔物を引き連れて肉弾戦に持ち込む。


    　その類たぐい稀まれなる格闘能力を存分に発揮するためだ。


    　彼の暴力に敵かなう者はおらず、兵士達はあえなく抹殺されていった。


    　前衛を務める魔物達からは、いつも尊敬の眼まな差ざしで見られている。


    　もしかすると、私より崇拝されているかもしれない。


    　書類は、滅亡した小国についても触れていた。


    　放置された領地は、隣接する国々に横取りされたそうだ。


    　吸収して自国のように運用しているらしい。


    　鉱山地帯を占拠し、さっそく利潤を生み出している国もあるという。


    　色々と段取りが良すぎる。


    　この展開を知っていなければできない動きである。


    　小国を生いけ贄にえに魔王軍を消耗させるつもりだと思っていたのだが、どうやらそれは違うらしい。


    　魔王軍にぶつけることで小国を滅ぼし、領土と資源を奪うのが目的だったようだ。


    　本当に馬鹿げている。


    　周辺諸国は私の想像以上に楽観的であった。


    　新たな魔王を舐なめ切っているのだ。


    　あくまでも対岸の火事として捉とらえている。


    　それどころか、小国を陥おとしいれるための罠わなとして利用する始末だった。


    　小国の首脳陣から得た情報により、裏で糸を引く国々は把握済みである。


    　国内を制覇した暁あかつきには、真っ先に攻め込むつもりだ。


    　今のふざけた風潮を打破しておきたい。


    　まだ危機感を覚えていない能天気な者達たちには、極大の絶望を植え付けなければならない。


    　新たな魔王という脅威を、彼らは一過性のものだと認識している。


    　十年前に人類が勝利したという驕おごりが見え透いていた。


    　或あるいは私に対抗し得る策を有しているのか。


    　私が不在だった十年間で、世界の技術が大きく進歩した形跡はない。


    　ただしそれは、一般的な部分の話である。


    　魔王の復活を見越して、専用の備えをしている国があると考えられないこともない。


    　不死者である以上、どうしても弱点は付きまとってくる。


    　私は限りなく不死身に近いが、全知全能の無敵の存在ではなかった。


    　慢心すれば殺されてしまう恐れもある。


    　それは絶対にあってはならないことだ。


    　私は世界平和の礎いしずえとなるのだから。


    　そのためにも私は、力を使いこなす訓練を欠かさないようにしていた。


    　生前とは魔術の規格が段違いのため、人智を超える術の行こう使しも可能だった。


    　試行錯誤を経へて、日々やれることの幅を広げている。


    　書類の確認が終盤に差し掛かった頃、部屋の外から騒がしい足音がした。


    　こちらへ近付いてくる気配がある。


    　誰なのかはすぐに分かった。


    「…………」


    　私は書類を揃そろえて脇に置く。


    　同時に扉とびらが開け放たれた。


    「魔王様！　大変でございますっ！」


    　現れたのはグロムだ。


    　彼は当然のように私の前で跪ひざまずくと、震えながら話を切り出す。


    「ご、ご報告が、あります……」


    「どうした」


    　私は尋ねながら考える。


    　グロムがここまで取り乱すとは、よほどの事態なのだろう。


    　普段から反応は大きいが、それとは些いささか質が異なる。


    　魔王軍にとって良くないことであるのは確かだ。


    　直近でそのような懸念事項はあっただろうか。


    　私には思い当たる節がない。


    　だとすれば、突発的な問題に違いない。


    「あ、あの……実は、その……」


    　グロムはなぜか発言を躊躇ためらっていた。


    　何かを言いかけては、首を振って中断する。


    　彼が言い淀よどむとはまた珍しい。


    　ますます内容の見当が付かなくなってきた。


    　ふつふつと湧わく興味とは裏腹に、私はグロムを急かさずに待つ。


    　ここで声をかけたところで、彼を余計に委い縮しゆくさせてしまうのは目に見えていた。


    　それなら落ち着いて話せる状態になるのを待った方がいい。


    　暫しばしの葛かつ藤とうの末、彼は消え入りそうな声量で報告する。


    「勇者が──聖剣を持つ勇者が、我々の侵略に抵抗して戦っております……」


    



    　　　◆


    



    「勇者か……」


    　私はぽつりと呟つぶやく。


    　それは重みのある言葉だった。


    　いつか聞くことになるとは思っていたが、予想より時期が早い。


    　やはり、どこか奇妙な縁で繋つながっているのかもしれない。


    　或あるいは魔王という在あり方かたが、勇者を引き寄せたのか。


    　おそらくどちらも正解なのだと思う。


    「…………」


    　グロムは顔を下げたまま硬直していた。


    　極度の緊張によるものだ。


    　彼が躊躇ためらっていた理由が分かった。


    　私に対する配慮である。


    　この報を伝えるべきか迷っていたのだろう。


    　彼はどこまでも私のことを考えて行動する。


    　その優しさが素直に嬉うれしかった。


    　私はソファに座り直してグロムに告げる。


    「詳細を報告してくれ」


    「は、はい！　実は……」


    　顔を上げたグロムは、つらつらと状況を述べていく。


    　曰いわく、勇者が現れたのは王国内の辺境らしい。


    　未いまだに魔王軍に服従せず、抵抗を続けていた小さな領地である。


    　そこで一人の兵士が、突とつ如じよとして覚醒したのだという。


    　剣に聖なる光を纏まとわせたその青年は、派遣したアンデッドを瞬またたく間に壊滅させた。


    　グロムを含む一部の者だけが、なんとか帰還できて現在に至るそうだ。


    　個人が魔王軍のアンデッドを一掃するとは、とても考えられないことだった。


    　優秀な魔術師という解釈では説明がつかない強さである。


    　加えて聖なる光と剣技を武器に戦うのだ。


    　まさに勇者の名が相応ふさわしい。


    　ただ、同じ勇者でも、あの人とは無関係だろう。


    　聖剣の使い手としてそう呼ばれているだけに違いない。


    　そもそも勇者という呼び名自体、あの人だけを指す言葉ではなかった。


    　魔王討とう伐ばつという偉業を成したからこそ、彼女の代名詞のように使われていた。


    「誠に申し訳ありませぬ。魔王様の大切な配下を……」


    　グロムは床に額を付ける勢いで謝罪する。


    　私は手で制してそれを止めた。


    「気にするな。勇者が相手なら仕方あるまい」


    　聖なる力を持つ勇者と瘴しよう気きを好むアンデッドでは、戦いにおける相性は最悪だ。


    　敗北するのも無理はない。


    　むしろ無事に帰還して報告できていることを称賛したいくらいだった。


    　損耗したアンデッドの数も甚じん大だいのようだが、残存する数を考えれば微々たる被害である。


    　他の戦場で容易に補ほ填てんできる規模に過ぎない。


    　グロムは心なしか釈然としない様子であった。


    　彼は遠慮がちに尋ねてくる。


    「あの……驚かれないのですか？　魔王様は元々……」


    「勇者と共に戦う賢者だった。そう言いたいのだろう？」


    「…………」


    　グロムは沈黙する。


    　どうやら図星だったらしい。


    　よほど言いにくかったようだ。


    　気持ちは分からないこともない。


    　グロムは私がこうなった経緯を知っていた。


    　勇者という存在が、私にとって特別であることも理解している。


    　だから敵軍に勇者が現れたことを危き惧ぐしている。


    　私は言葉に窮するグロムを宥なだめる。


    「何も驚くことはない。この時代にも勇者が誕生しただけだ」


    「この時代、ですか……」


    　私はグロムの言葉に頷うなずく。


    　すぐに続きを語った。


    「世界は悪が蔓延はびこることを許さないらしい。魔王のような脅威が生まれると、それに対抗する存在を配置する。それが先代勇者と私であった」


    　時代ごとに正義の執行者は存在する。


    　これは運命とも言い換えられるだろう。


    　彼らは苦難を乗り越えた果てに悪を滅する。


    　それを当然のように実行してみせる。


    　歴史を遡さかのぼれば、そういった出来事が繰り返されていた。


    　詳細な部分は異なるものの、大まかな流れは同じだ。


    　非道の限りを尽くす悪は、理り不ふ尽じんな力を有する正義に駆逐される。


    　そうして人々は束の間の平和を謳おう歌かするのだ。


    　英雄物語の典型である。


    　もしかすると、ヘンリーも正義の執行者として選ばれたのかもしれない。


    　あの人と私に彼を加えた三人で魔王に挑むのが、本来の道筋だった可能性もある。


    　実際、そういった流れを辿たどる未来もきっとあったのだろう。


    「私達たちは世界に導かれて魔王を倒し、見事に平和を取り戻した。もっともそれは、どうしようもない惨さん劇げきの始まりだったわけだが」


    　十年を経へて遂げられた復ふく讐しゆう。


    　そして、真の世界平和を実現するための侵略戦争。


    　人々にとっては悪夢に違いない。


    　先代魔王が死に、ようやく平穏が訪れた矢先の出来事である。


    　彼らが求めるのは、灰色の平和だ。


    　残酷な世界で妥協し、最良でも最悪でもない生き方を望んでいる。


    　時に降りかかる不幸や悲劇を嘆き、無力感に苛さいなまれながら彼らは死んでいく。


    「かつて世界を救った私は、新時代の魔王となった。これに対抗するために覚醒したのが、今代の勇者なのだろう。世界の流れは、どうにかして私を葬ほうむりたいようだ」


    「魔王様……」


    　グロムが悲痛な声を発する。


    　骨だから表情は変わらないというのに、彼の内心がはっきりと伝わってきた。


    　だから私は、安心させるように断言する。


    「無論おとなしくやられるつもりはない。私には目的がある。世界に逆らってでも成し遂げたい目的だ」


    　私はグロムの眼がん窩かの炎を見る。


    　揺らめきながら燃える炎は、続く言葉を待ち望んでいた。


    「新たな勇者は始末する。下へ手たに放っておくと、さらに力を付けてしまうだろう。手に負えなくなる前に倒す」


    「魔王様が直じき々じきに出向かれるのでしょうか？　ご命令とあれば、我わたくしが対処致しますが……」


    　グロムは静かに提案する。


    　手柄を求めているのではない。


    　私への気遣いだろう。


    　勇者と私は相対すべきではないと判断したのである。


    　確かにグロムの戦闘能力なら、たとえ単独でも勇者を迎え撃つことができる。


    　徐々に力を増幅させる彼は、既に複数の軍を蹂じゆう躙りんするだけの強さになっていた。


    　ルシアナとヘンリーもいる。


    　彼らが協力すれば、魔王の私が向かうまでもない。


    　しかし、私は首を横に振る。


    「私が戦おう。相手は時代に選ばれた勇者だ。全力を尽くした方がいい。どのような奇き蹟せきが起きるか分かったものではない」


    　勇者は逆境を糧かてに成長する。


    　言ってしまえば運命に愛された存在である。


    　生前、私は間近でそれを見てきた。


    　勇者という存在に関しては、誰よりも正確に把握している。


    　私なら、勇者の起こす奇き蹟せきもねじ伏せられる自信があった。


    　逆転の余地すら与えず、速やかに滅ぼしてみせよう。


    　今代の魔王は決して死なない。


    　勧かん善ぜん懲ちよう悪あくの物語は枯こ渇かつした。


    「勇者との対決では援護を任せるだろう。その際は頼む」


    　私がそう告げると、グロムは立ち上がって敬礼した。


    「しょ、承知しましたっ！　お任せください、必ずや魔王様のお役に立って見せますぞ」


    「ああ、期待している」


    　私はソファを立ち、部屋の入り口へと歩いていく。


    　扉とびらに触れたところで、グロムに連絡事項を付け加えた。


    「ルシアナとヘンリーにも伝えておいてくれ。日没までには襲撃に向かう」


    「はっ！　仰おおせのままに」


    　真剣な様子でグロムは応じる。


    　その姿からは、迷いや葛かつ藤とうは消え失せていた。


    　魔王の忠臣として、為なすべき役割を全まつとうしようとしている。


    　もう心配しなくても大丈夫だろう。


    　グロムの様子を確かめた私は、扉を開けて部屋を出た。


    



    　　　◆


    



    　私は城の屋根の上にいた。


    　眼下で編成される魔王軍を眺めている。


    　今回の勇者討とう伐ばつに参加する者達たちだ。


    　総数は二千。


    　そのほとんどをアンデッドが占める。


    　生きた魔物はごく少数であった。


    　余計な被害を出さないため、少数精鋭を意識している。


    　覚醒したばかりとは言え、相手は勇者だ。


    　味方がやられないように尽じん力りよくするつもりだが、どこまで守れるか分からない。


    　私は魔王であり、領民の命を預かる身分でもあった。


    　彼らを無闇に死なせたいとは思わない。


    　今回の作戦は単純だ。


    　まず転移魔術で勇者のいる辺境の領地へ赴おもむき、日没の闇に紛れて強襲する。


    　向こうは転移妨害の結界を張っているかもしれないが、こちらの出力で押し切るだけだ。


    　私を超える術者はいないため、作戦に大きな支障はないだろう。


    　転移後は一般の兵士を虐殺していく。


    　ここも問題ない。


    　幾度も繰り返してきたことだ。


    　聖魔術などで反撃されるだろうが、それもたかが知れている。


    　唯一の脅威である勇者に関しては、私が対応するつもりだった。


    　何も加減することはない。


    　ただ全力で屠ほふるのみである。


    　実力で負けることはまずない。


    　沈みかけの太陽は、地平線から赤々とした夕日を放っていた。


    　もうじき夜がやってくる。


    　不死者の時間だ。


    　襲撃をするにはちょうどいい。


    　そうして日没を見つめていると、背後から一つの気配が近付いてきた。


    　私は振り向かずに相手を察する。


    「準備は終わったのか」


    　背後から抱き付こうとしてきたルシアナを押し退のけつつ、私は事務的に尋ねる。


    　ルシアナはするりと身を翻ひるがえすと、私の隣に腰かけた。


    　彼女は優雅な仕草で脚を組む。


    「ええ、ばっちりよ。いつだって出発できるわ」


    「そうか」


    　ルシアナは要領がいい。


    　どういった仕事でもそつなくこなせる。


    　先代魔王の時代でも、諜ちよう報ほう活動や破壊工作が主任務だったらしい。


    　各国で猛威を振るっていたことをよく憶おぼえている。


    　その技能は健在で、新たな時代のために多大なる貢献をしてくれていた。


    「ねぇ、魔王サマ」


    　ルシアナはじっと私の顔を凝ぎよう視しする。


    　吸い込まれそうな瞳だ。


    　サキュバス特有の魔力を帯びている。


    　生前の私なら、全力で精神防護の魔術を使っただろう。


    　魅了されて彼女の奴隷となってしまうからだ。


    　無論、今の私に魅了は通用しない。


    　妖しげな視線に対し、私は平然と応じる。


    「何だ」


    「今ってどんな気分？」


    「……なぜそんなことを訊きくんだ」


    　私は唐突な質問を訝いぶかしむ。


    　ルシアナの表情から真意は読み取れない。


    　彼女は唇に指を当てて微笑する。


    「だって、気になるじゃない？　魔王サマの心境を知りたいのよ」


    　どうやら単純な好奇心らしい。


    　奔ほん放ぽうな性格のルシアナなら別におかしくない。


    　私は返すべき答えを考える。


    　場に暫しばしの沈黙が漂う。


    　その間、ルシアナは口を挟まずに待っていた。


    　言葉がまとまったところで、私は静かに答える。


    「──心境は、悪くない。我ながら冷静だと思う。不死者になったことで、心が鈍くなったのかもしれない」


    「あぁ、確かに人間の頃より落ち着いた気がするわ。人格的に一皮剥むけたというか……って、一皮どころじゃないわね」


    「面白い冗談だ」


    　ルシアナの遠慮ない言葉によって、肩の力が上う手まい具合に抜けた。


    　私はこういう気の利いたことが言えない。


    　どうしても思い付かないのだ。


    　見習った方がいいのだろうか。


    「んー……？」


    　ルシアナは首をひねって唸うなる。


    　彼女にしては妙に難しい顔をしていた。


    　挙あげ句くの果てに、ぺたぺたと私の顔を触り始める。


    　これにはさすがの私も静観を破る。


    「まだ何かあるのか」


    「もしかして、笑ってる？」


    　ルシアナが真剣な様子で訊いてくる。


    　先ほどのような冗談ではない。


    　私は思い付いたままの答えを口にした。


    「この顔で笑えると思うか？」


    「……あっはっはっは！　確かにそうね！　骨だけで笑えるわけがないものねっ！」


    　その途端、ルシアナはなぜか爆笑する。


    　彼女は腹を抱えて転げ回った。


    　何かが彼女の琴きん線せんに触れたのだろうか。


    　私には理解できず、共感もできそうにない。


    　ひとしきり笑った後、呼吸を整えたルシアナは立ち上がった。


    　彼女は伸びをしながら息を吐く。


    「うんうん、その調子なら大丈夫そうね。心配して損しちゃった」


    　私はルシアナの言葉でようやく状況を理解する。


    　グロムの時と同様、彼女は勇者と敵対する私を気遣っていたらしい。


    　てっきり暇潰つぶしにでも来たのかと思っていた。


    「手間をかけさせたな」


    「気にしないで。アタシより世話焼きスケルトンの方が大変だったんだから。人目につかない場所で、アナタへの話しかけ方を延々と練習していたわ」


    　ルシアナは悪い笑みを浮かべて密告する。


    　私の想像よりも、グロムは悩んでいるようだ。


    　少しでも私に精神的な負担をかけないように意識しているらしい。


    　その気遣いが何よりも嬉うれしかった。


    「ところで、ヘンリーはどうだ」


    「あの人間の弓兵？　特に何も言ってなかったわね。あ、でも新鮮な高級肉が食べたいと愚痴ってたかしら。呑のん気きなヤツね」


    　苦笑するルシアナは答える。


    　なんとも彼らしい行動であった。


    　心配する必要はない、と思われているのだろうか。


    　それはそれで信頼されているのかもしれない。


    　部下の状態を知った私は立ち上がり、ルシアナに改めて告げる。


    「とにかく、私は問題ない。魔王としての責務を果たすまでだ」


    「危ない時は遠慮なく頼ってね？」


    「ああ、そうさせてもらう」


    　私が答えると、ルシアナは一瞬だけ表情を変えた。


    　それは温かな親愛に満ちたものであった。


    　しかし、すぐに表情は切り替わり、元の飄ひよう々ひようとした微ほほ笑えみに戻る。


    「その言葉が聞けてよかったわ。それじゃあ、また後でね」


    



    　ルシアナは背中の羽を開いて屋根から飛び降りた。


    　綺き麗れいな滑空の末、地面に着地する。


    　彼女は周囲の部下に指示を発していく。


    （……昔は敵同士だったなんて、とても思えないな）


    　人生とは本当にどう転ぶか分からない。


    　私は、心の中で彼女に感謝を告げた。
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    　ルシアナと別れた私は、謁えつ見けんの間へ向かった。


    　薄暗い室内には誰もいない。


    「…………」


    　台座の上に載せられた水晶に注目する。


    　中にはあの人の遺骨が浮かんでいた。


    　私は水晶の前で足を止める。


    「これから、勇者と対決します。私はいよいよ本当の魔王となるようです」


    　水晶は如い何かなる反応も示さない。


    　ただそこに存在するだけだ。


    「……あなたは、今の私を見てどう思いますか？」


    　口にした疑問を自みずから反はん芻すうする。


    　彼女なら何と言うのか。


    　様々な可能性が脳裏に浮かぶも、確信できるものは無かった。


    　私は台座に立てかけた剣を見る。


    　国王を殺した際に奪い返した形見の剣だ。


    　以降、こまめに手入れを施している。


    「──少しの間、お借りします」


    　断りを入れた私は、剣をそっと手に取る。


    　鞘さやから引き抜いた刃を頭上にかざした。


    　一見すると何の変哲もない剣だ。


    　実際、特別な能力は持たない。


    　しかしこれは、数あま多たの戦いにおいて使われてきた名剣であった。


    　勇者の信念と共に歩んできた業わざ物ものである。


    　彼女の想いが宿っていると評しても過言ではない。


    　私はまだ一度もこの剣を使っていなかった。


    　軽かる々がると扱うことは憚はばかられたのだ。


    　だが、此こ度たびの相手は勇者である。


    　今こそ使う時だろう。


    　かつて魔王を殺した名剣を次代の魔王が引き継ぎ、そして新たな勇者を斬り殺す。


    　この上なく皮肉な話だと思う。


    　世界の残酷さを感じざるを得ない。


    　私は抜き身の剣を手にしたまま、転移魔術でバルコニーへ移動した。


    　ここは城内でも見晴らしの良い場所である。


    　同時に地上からも注目しやすい。


    　眼下では、戦争の準備をする魔物達たちが往来していた。


    　私は城下街の屋上にいる人物を発見する。


    　椅子に座って酒瓶びんを呷あおるのはヘンリーだった。


    　彼はふと私を見て、目を合わせてきた。


    「…………」


    　不敵な笑みを見せたヘンリーは、酒瓶を軽く掲げた。


    　それが彼なりの応援なのだろう。


    　私は小さく頷うなずいて応えた。


    　やがて魔物達がバルコニーの私に気付き始めた。


    　途端に動きを止めて静まり返る。


    　期待の込められた熱気が破裂寸前まで膨れ上がっていた。


    （もはや言葉はいらないな）


    　そう判断した私は剣を突き上げ、その切っ先で空を指した。


    　次の瞬間、魔王軍は爆発的な歓喜を起こす。


    　空気が引き裂けんばかりの熱狂だ。


    　終わらない咆ほう哮こうが日没の王都に響き渡る。


    　──こうして魔王軍は、勇者を殺すための遠征を始めるのであった。


    



    　　　◆


    



    　日没寸前の王都。


    　魔王軍は広場に集結していた。


    　これから勇者の討とう伐ばつに向かうためだ。


    　王都の防衛は残る魔物達たちに託す。


    　何重にも防御魔術を施しているため問題はない。


    　この地だけでも数十万のアンデッドが徘はい徊かいしている。


    　攻め落とすのは不可能に近いだろう。


    　斥せつ候こうの働きにより、勇者の現在地は正確に把握済みだった。


    　彼は領軍の要よう塞さいで休息を取っている。


    　要塞はその領土の中でも中央にあたる場所であった。


    　私達がどこに現れても出撃できるように備えているのだろう。


    　度重なるアンデッドとの戦闘により、領軍はそれなりに疲ひ弊へいしているらしい。


    　犠牲者も無視できない数だという。


    　勇者がいるとは言え、所しよ詮せんは個人戦力である。


    　全体で見た場合は辛勝が多いのだろう。


    　そこを奇襲で突くつもりだった。


    （いよいよだな……）


    　私は腰に吊つるした形見の剣を意識する。


    　精神は落ち着いていた。


    　もう覚悟は固まっている。


    　揺らぐことはない。


    　新たな魔王は、勇者を抹殺するのだ。


    　私は整列する魔王軍を一いち瞥べつする。


    　誰もが沈黙して出撃の時を待ち望んでいた。


    　昂たかぶる気持ちを抑えているのが見て取れる。


    　私は転移魔術を行こう使しした。


    　その際、微かすかな抵抗感を覚える。


    　やはり移動先に転移妨害の結界が張られているらしい。


    　ただ、ひどく脆もろい。


    　急ごしらえで施したのが分かる。


    　既に王国内のほとんどが魔王領と化していた。


    　魔術師を集める余裕がなかったのかもしれない。


    　私は魔術の出力を上げ、強引に結界の機能を破壊した。


    　直後に一瞬の浮遊感を覚え、周囲の光景が変化する。


    　そこは夕日の赤みと、仄ほの暗ぐらい夜闇が混ざり合う草原だった。


    　前方のなだらかな丘の上には要よう塞さいがそびえる。


    　周囲には無数の篝かがり火びを設置され、明かりを絶やさないようにしていた。


    　数人の兵士が、こちらを見て慌あわてふためく。


    　金属同士を打ち鳴らすけたたましい音が鳴り響いた。


    　敵襲を伝える警報だろう。


    　要塞内から喧けん騒そうが聞こえてくる。


    　彼らは戦闘態勢に移っているようだ。


    （あの中に勇者がいるのか）


    　きっと次の戦いに備えて休んでいるのだろう。


    　その配慮は不要だと教えてやらねば。


    　彼の死地はここだった。


    「ヘンリー」


    　私は部下の名を呼ぶ。


    　竜の弓を携える男は、自信に満ちた様子で進み出た。


    「おう、任せとけ」


    　ヘンリーは気負わない姿で矢を番つがえ、狙ねらいを要塞に定めた。


    　彼は不敵な笑みを湛たたえて呟つぶやく。


    「目覚ましの一発をくれてやるよ」


    　風切り音と共に飛んだ一射は、堅けん牢ろうな要塞を貫通した。


    　穿うがたれた箇所を中心に、要塞の一部が崩壊していく。


    　悲鳴と怒声が聞こえてきた。


    　運悪く巻き込まれた兵士のものだ。


    　一本の矢がもたらしたとは思えない被害である。


    （先制攻撃としては上出来だろう）


    　相手は聖剣使いの勇者だ。


    　可能な限り、接近せずに戦力を削そいだ方がいい。


    　こうして一方的に攻撃を続けていれば、向こうが勝手に動き出すはずだ。


    　私達たちは虎こ視し眈たん々たんとそれを待つ。


    　要よう塞さいの崩落が治まったところで、兵士達は火矢を放ってきた。


    　幾本ものそれらは、雨のように頭上から降り注いでくる。


    　火はアンデッドに有効な攻撃だ。


    　聖魔術に比べて手軽で、光源の確保にもなる。


    　ただ、これまでの侵略において使い古された手段であった。


    　アンデッドの軍勢を率いる私が、その対策をしていないはずがない。


    　私は手をかざして突風を発生させた。


    　火矢を散らしながら指示を出す。


    「グロム、次だ」


    「はっ！　かしこまりました！」


    　すぐさま応じたグロムは、ヘンリーと入れ替わるように前へ出る。


    　地面から這はい上がるように、黒い靄もやが漂い始めた。


    　濃縮された瘴しよう気きだ。


    　グロムの操あやつるその瘴気は、ひとりでに要塞へと流れていく。


    　瘴気に包まれた篝かがり火びが次々と消えた。


    　要塞全体が闇に包まれる。


    　中にいる兵士達も、瘴気の毒を吸っていることだろう。


    　これで彼らは満足に戦えなくなった。


    「いいぞ。よくやった」


    「有あり難がたき幸せでございます！」


    　グロムは手を胸に当てる。


    　喜びのあまり眼がん窩かの炎が噴き上がり、頭部を覆い尽くしている。


    「魔王サマ、破壊工作は進めておく？」


    「そうだな。手て筈はず通り進めてくれ」


    　ルシアナと問答をしていたその時、要塞から白い光が放出された。


    　瞬またたく間に蔓まん延えんする瘴気が掻かき消される。


    　並の聖魔術では、あのような真ま似ねは叶わない。


    　遅れて魔力の光が灯ともされる。


    　消えた篝火の代わりに魔術師が設置したのだろう。


    （今の光は……）


    　観察していると、要塞から人影が現れた。


    　聖なる光を纏まとう剣を提げ、私達を見下ろしている。


    「来たか」


    　私は目を凝こらす。


    　年齢は二十を過ぎた頃だろうか。


    　もしかすると、十代後半かもしれない。


    　思ったよりも若い。


    　金髪碧へき眼がんの青年は、一般兵よりも質の良さそうな鎧よろいを身に着けていた。


    　決意と正義感を据すえた眼まな差ざしは、芯のある怒りに燃えている。


    　使命を背負うその顔は、どことなくあの人を彷ほう彿ふつとさせた。


    　勇者だ。


    　私という巨悪を討つため、世界に選ばれた英雄である。


    　勇者は聖剣を高々と掲げた。


    　常識で考えれば、この距離で刃が届くはずがない。


    　しかし、現実として彼は構えている。


    　何をするつもりなのかは明白であった。


    　勇者は聖剣を振り下ろす。


    　刃から放たれたのは、白い光の斬ざん撃げきだった。


    　それは地面を抉えぐりながら魔王軍へ飛んでくる。


    　私は瘴しよう気きを含ませた防御魔術を前方に展開した。


    　地面と垂直ではなく、角度を付けるように工夫する。


    　真正面から受けると破壊される恐れがあった。


    　間もなく光の斬撃は防御魔術に衝突する。


    　数瞬の拮きつ抗こうを見せたのちに、斬撃は上空へと受け流された。


    　遥はるか頭上で炸さく裂れつし、日没の空を明るくする。


    　光はすぐに消えて闇が戻った。


    　それを確認した私は、振り返ってグロムに告げる。


    「私が勇者を引き離す。お前達たちは要よう塞さいの陥かん落らくに専念しろ。万が一の際は呼ぶ」


    「承知しました！　ご武運をっ！」


    　私は目視による転移を行い、勇者の目の前に移動した。


    　勇者はこちらを見て驚きよう愕がくする。


    「お、お前は……ッ！」


    「勇者だな。少し用がある」


    　私は魔術を行こう使しする。


    　胴体から非物質の手を伸ばし、勇者を掴つかみ上げた。


    　そのまま力任せに拘こう束そくしていく。


    「ぐぅっ、この……ッ!?」


    　もがく勇者が、聖剣の力を送り始めた。


    　光の斬ざん撃げきで一掃するつもりなのだ。


    　この至近距離で受けるとさすがに不ま味ずい。


    　故ゆえに私は淡々と告げる。


    「ここで戦うと被害が大きい。場所を変えさせてもらう」


    　斬撃が放たれる前に、私は勇者を投げ飛ばした。


    　魔王軍と要よう塞さいの両陣営から離れる方角で、何もない草原地帯である。


    　空中を舞う勇者は、落下の際に聖剣を振るった。


    　発射された光の斬撃は、正確に私を狙ねらう。


    （咄とつ嗟さの行動にしては上う手まいな。戦いに慣れている）


    　私は防御魔術で斬撃を妨げた。


    　軌道のずれた光の斬撃は、すぐそばを突き抜けていく。


    　その余波で地面に深々と亀裂ができた。


    「こ、こいつが魔王か……！」


    「畜生、畜生畜生畜生ッ！」


    「やってやるぞ俺達たちは！」


    　要塞から出てきた兵士達が、私に斬りかかろうとする。


    　しかし、彼らの相手をしてやる暇はない。


    　私は勇者の相手をしなければならないのだ。


    　片時も目を離すわけにはいかない。


    「邪魔だ」


    　片手を振って術を発動する。


    　瘴しよう気きで編み上げた槍やりが、十数人の兵士を串くし刺ざしにした。


    　刺さった箇所から兵士が腐り果て、骨の死体だけが残される。


    　死体は顎あごを鳴らして動き出した。


    　スケルトンに変へん貌ぼうした兵士達は、瘴気の槍を持って要塞内へと侵入する。


    　丘の麓ふもとでは、魔王軍が前進を始めていた。


    　あとは彼らに任せればいいだろう。


    　要塞はほどなくして陥かん落らくする。


    （つまり、あとは私次第ということだ）


    　決して失敗はできない。


    　どこまでも運命に逆らってみせよう。


    　固く誓った私は、草原に落下した勇者のもとへ向かった。


    



    　　　◆


    



    　勇者のそばに着地した私は、間を置かずに魔術攻撃を行う。


    　瘴しよう気きの槍やりの十連射だ。


    「ぐっ……くそッ」


    　勇者は聖剣を縦じゆう横おう無む尽じんに操あやつる。


    　彼は瘴気の槍を切断して霧散させた。


    　そのままただの一つも傷を負わずにやり過ごしてみせる。


    「ふむ……」


    　私は無言でその姿を観察する。


    　洗練された剣捌さばきだ。


    　年齢からすれば天才の域とも言える技量だろう。


    　あと五年ほど研けん鑽さんを積めば、さぞ立派な剣士に大成するに違いない。


    　もっとも、彼の命は今夜で尽きる。


    　それは起こり得ない未来だ。


    　使っている剣は、ただの魔術武器である。


    　そこに聖なる光を付与しているようだ。


    　勇者として覚醒した際に習得した能力だろう。


    （強力な破は邪じやの力だな。不死者殺しに特化している）


    　あの聖剣で致命傷を負うと、魂が損傷する恐れがあった。


    　復活に支障が生じるかもしれない。


    　不死身の特性を以もつてしても慢心できない相手だ。


    　私という魔王を殺すために選ばれたのが、はっきりと分かる能力である。


    「…………」


    　勇者は聖剣を構えたまま、私を見つめてくる。


    　何か言いたげだ。


    　ここまでの行動からして、問答無用で攻撃を繰り出してくるかと思ったのだが。


    　やがて勇者は、重い口を開く。


    「なぜ、こんなことをするんだ……」


    　勇者の発した疑問を聞いて、私は彼の心境を朧おぼろげながらも理解した。


    　会話による時間稼ぎではない。


    　彼は私が殺さつ戮りくを行う理由を知りたいのだ。


    　至し極ごく当然の心理だろう。


    　答えずに攻撃することも可能だが、せっかくなので応じることにした。


    　私にとっても、必要な行動だと思ったのだ。


    　今代の勇者の言葉を聞いてみたかった。


    　一いつ旦たん剣を下ろした私は、勇者の質問に答える。


    「私が魔王だからだ」


    「お前のせいで、家族が死んだ。グールになった妹を殺さねばならなかったんだ……ッ！」


    「そうか」


    　私の行動によって、王国内では無数の悲劇が生み出された。


    　アンデッドの軍勢で人間の生活圏を襲い続け、私自身が魔術で殲せん滅めつしたこともあった。


    　犠牲者は膨ぼう大だいだろう。


    　私は償つぐない切れない数の罪を背負っている。


    　よく知っている。


    　そうなると理解した上で実行してきたのだ。


    　故ゆえに糾きゆう弾だんされようと動じない。


    　すべての悪を承知で私はここにいる。


    　勇者は平然とする私を見て唖あ然ぜんとした。


    　そして、乾いた笑いを洩もらす。


    「ははは、心が痛まないのだな……さすがは魔王だ」


    　勇者は不意に俯うつむく。


    　顔を上げた時、その目は強烈な殺意を湛たたえていた。


    　聖剣の輝きが増す。


    　勇者はその切っ先を私に向けた。


    「俺は勇者。宿命に従ってお前を倒す」


    　勇者は毅き然ぜんとした態度で宣言した。


    　微み塵じんの迷いも捨て去った顔だ。


    　その姿に懐なつかしさを覚えてしまう。


    　かつての自分を見ているのではないかと錯覚させられた。


    「…………」


    　私は形見の剣に手を伸ばす。


    　柄に指をかけて一気に引き抜いた。


    　あの人と同じ構えを取り、聖剣の勇者と対たい峙じする。


    　互いに距離を保ったまま、沈黙が続いた。


    　後方から喧けん騒そうが聞こえる。


    　要よう塞さいの人間と魔王軍が交戦しているのだろう。


    　そちらに意識は割けない。


    　一瞬、気が逸それるだけで致命的であった。


    「ハァッ！」


    　先に動き出したのは勇者だ。


    　彼は這はうような姿勢から瞬またたく間に接近してくる。


    　魔力の活性化を感知した。


    　練度の高い身体強化を使っているらしい。


    　私は素早く魔術を展開した。


    　地面から黒い蔦つたが生え、勇者を拘こう束そくしようと蠢うごめく。


    「鬱うつ陶とうしいッ！」


    　勇者は小さく跳躍した。


    　最低限の動作で蔦を切り払う。


    　彼は地面を蹴けり出してさらに加速した。


    　そこから私を聖剣の間合いに捉とらえてくる。


    （戦いの中で成長しているな……）


    　最初に相対した時と比べると、反応速度が明らかに上がっていた。


    　やはり勇者だ。


    　世界に愛された不条理な正義である。


    　だが、私に敗北は許されない。


    　ここで滅びれば、またも惨さん劇げきは繰り返される。


    　人間同士の争いが激化してしまうのだ。


    　魔王のいない世界では、この勇者も過剰戦力になるだろう。


    　強大な力に脅威を覚えた人々は、きっと彼の始末を目もく論ろむ。


    　かつての私やあの人が辿たどった末路である。


    　そうならなかったとしても、都合のいい殺さつ戮りく兵器として利用されるはずだ。


    　敵対国との戦争に聖剣が振るわれることになる。


    　どちらにしても多くの血が流れる。


    　他ならぬ人間の所業でそれが行われていくのだ。


    　そのような未来は望ましくない。


    　私は何とか変えたかった。


    　たとえ歪ゆがんだ構図でもいい。


    　魔王という世界悪を建前にしてでも、人間には手を取り合ってほしかった。


    　理想だけでは平和を語れないのだから。


    「終わりだ、魔王ッ！」


    　勇者は聖剣による斬り上げを放つ。


    　私の胴を縦断する軌道だ。


    　このまま何もしなければ、聖剣は今代の魔王を滅ぼすだろう。


    （無論、そうはさせない）


    　私は意識を集中する。


    　斬りかかってくる勇者の動きを凝ぎよう視ししていると、細かな挙動までが手に取るように把握できた。


    　同時に私がどう対処すべきかも直感的に理解する。


    　魂に宿る先代勇者の剣術が教えてくれるのだ。


    　私は手首を返し、迫る聖剣の刃に合わせて動かす。


    　互いの剣が衝突した。


    　甲高い音を立てて火花が散る。


    　聖剣の斬ざん撃げきは、私の身体からだに当たらない。


    　紙一重のところで、形見の剣によって食い止められていた。


    「な、に……ッ!?」


    　驚く勇者は、力任せに押し切ろうとする。


    　しかし、聖剣はそれ以上動かない。


    　交差する剣が擦れ合う音を鳴らすばかりであった。


    「無駄だ」


    　私は剣を振るって聖剣を弾いた。


    　追撃を警戒した勇者は後方へ飛び退のく。


    　彼の頬ほおに赤い線が走っていた。


    　そこから僅わずかに血が滲にじむ。


    　こちらの刃が掠かすめたのである。


    「…………っ」


    　勇者は手の甲で頬を拭って出血を確かめる。


    　彼は硬い表情で息を呑のむ。


    　そこには魔王に対する恐れがあった。


    　一瞬ながらも、敵かなわないと考えてしまったのだ。


    　自みずからの死も連想しただろう。


    　勇者だからと言って、絶対的な勝利はないと彼は気付いた。


    「怖いだろう。恥じることはない。誰しもが持つ感情だ」


    　私は形見の剣を悠然と構える。


    　空いたもう一方の手は頭上に掲げた。


    　周囲の空間がぶれると、数百にも及ぶ瘴しよう気きの杭くいが出現した。


    　宙に浮かぶそれらは、四方八方から勇者を取り囲む。


    　すべての切っ先が彼を狙ねらっていた。


    「なっ……」


    　これには勇者も絶句する。


    　彼は苦痛を堪こらえるように顔を顰しかめた。


    　絶望に屈すれば死が待っている。


    　たとえそれが分かっていても、心を奮ふるい立たせることは難しい。


    　人間の精神力は脆ぜい弱じやくなのだ。


    　私自身もそうだった。


    　魔王討とう伐ばつの際、道半ばで死なずに済んだのは、隣にあの人がいたからだろう。


    　今の勇者は孤独だった。


    　彼を助けに来る人間もいない。


    　むしろ背後の要よう塞さいでは、兵士達たちが勇者の救いを待っているだろう。


    　太陽が地平線に沈み切るのを横目に、私は勇者に告げる。


    「──これが魔王だ。お前に真の絶望を教えてやろう」
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    　百を超える瘴気の杭が宙に浮かぶ。


    　それらは、あらゆる角度から次々と射出されていた。


    「チィ……ッ」


    　勇者は迫る杭を聖剣で打ち払う。


    　なかなかの反応速度だ。


    　戦闘が始まってからそれなりの時間が経過しているが、彼はまだ足あ掻がいている。


    　死なないように、勇者は必死で立ち回っていた。


    　しかし、その全身には大小様々な傷が付いている。


    　それに伴う出血が草原を赤く染めていた。


    　さすがの勇者でも、完全には対処し切れていないのだ。


    「魔王……！」


    　時折、勇者は私に接近してくる。


    　不意を突いた攻撃だが、私は難なく受け止めてみせた。


    　そこから杭くいを飛ばして反撃を行う。


    　生前の私なら、様々な防御魔術を駆使していただろう。


    　勇者との距離を取るように意識したはずだ。


    　現在の私はそこに執心する必要が無い。


    　あの人の剣術は、勇者のそれを凌りよう駕がしていた。


    　途方もない鍛練と魔族との死闘で培つちかわれた力だ。


    　そう簡単に超えられるものではない。


    　勇者は、瘴しよう気きの杭を相手に苦戦していた。


    　いくら破壊しても、何事も無かったかのように復活するためだ。


    　一方で私にはまだまだ余力が残されている。


    　やはり勇者と私の間には、覆しようのない力の差があった。


    　私は手元に瘴気の槍やりを生成する。


    　それを指の動きで発射した。


    「……っ！」


    　反応した勇者は、振り向きざまに聖剣で槍を弾く。


    　次の瞬間、勇者の背後から放たれた杭が、彼の右太ふと腿ももを捉とらえた。


    　血に濡れた鋭利な先端が皮膚を破って飛び出す。


    「……うぁ!?」


    　勇者は片膝ひざをついて呻うめいた。


    　そこへ畳みかけるように十本の杭を放つ。


    「ぐうぅ……ッ」


    　勇者は無理やり地面を転がって回避行動を取った。


    　命中しそうな分は聖剣で防ぐ。


    　それでも一本の杭が彼の脇腹を抉えぐった。


    　勇者は歯を食い縛って耐える。


    （まだ死なないか。しぶといな）


    　生身の肉体に瘴気が流れ出す苦痛は計り知れない。


    　普通ならすぐさまアンデッド化が進行するはずなのだ。


    　勇者は意志の力だけで抵抗していた。


    「はああああぁッ！」


    　負傷した身体からだで勇者は叫ぶと、私に向かって駆け出してきた。


    　聖剣で膨らみ上がる極光。


    　彼は振り上げによって光の斬ざん撃げきを飛ばしてくる。


    　そこまで予想していた私は、すぐさま防御魔術を張って受け止めた。


    　光の斬ざん撃げきを受けた表面に亀裂が走る。


    　勇者の底力を前に、防御が破られそうな気配を覚えた。


    （よくやるものだ……）


    　私は追加の魔術を行こう使しする。


    　地面から伸びる数百の蔦つたが、私の眼前に寄り集まって壁となる。


    　蔦の壁は、焼け焦げながらも光の斬撃を受け切った。


    　その時、視界の端を何かが過ぎる。


    　蔦の壁の脇を抜けた勇者だった。


    　光の斬撃を陽動に駆け抜けてきたのだ。


    「死ねェッ！」


    　鋭い軌道の聖剣は、私の首を刎はねようとしていた。


    　私は形見の剣で受け流し、切っ先で勇者の胸を貫つらぬこうとする。


    　勇者は血を撒まきながら飛び退のき、間一髪で刺し突とつを躱かわした。


    　私はそこへ再び瘴しよう気きの槍やりを撃ち込む。


    　並行して無数の杭くいも動かした。


    　勇者は聖剣で槍を払うことに成功するも、しかし杭には対応できない。


    　雪な崩だれ込んだ杭の雨が、彼の背中に浴びせられた。


    「ゴハ、ァ……っ」


    　勇者は吐血し、前のめりになって倒れた。


    　血溜まりに沈む彼は小刻みに震えている。


    　私は遠巻きに勇者を眺める。


    「終わりだな。戦いは決した」


    「ぐっ……ま、まだだ……」


    　勇者は聖剣で地面を突き、血をこぼしながら立ち上がる。


    　顔面は青白く、こちらを睨にらむ目の焦点も合っていない。


    　放っておいても死にそうな有様である。


    「諦あきらめろ。ここで立ち上がったところで無意味だ。お前が勝てる可能性は存在しない」


    　私が告げるも、勇者は首を振って拒否した。


    　彼は血を飛ばしながら顔を上げる。


    「だけど、俺がここで死ね、ば……世界の、平和が……っ」


    「平和か」


    　無意識のうちに呟つぶやく。


    　私達たちが追い求めるものは一致していた。


    　それなのに立場は対極に位置する。


    　勇者は聖剣を杖つえのようにしながら近付いてくる。


    「お前、さえ……お前さえ倒せばッ、世界は平和に、なるんだァ……ッ！」


    「それは誤りだ」


    　私は断固とした口調で否定した。


    　勇者は怪け訝げんな表情を浮かべる。


    　せっかくだ。


    　少し気になっていたことを確認してみよう。


    　そう考えた私は勇者に問いかける。


    「クレア・バトン。ドワイト・ハーヴェルト。これら二つの名に聞き覚えはあるか？」


    「…………」


    　血だらけの勇者は思案する。


    　私の質問の意図が掴つかめないのだろう。


    　答えるべきか迷っている。


    　その間、私は無言で待ち続けた。


    　しばらくして、呼吸を整えた勇者は口を開く。


    「およそ、十年前……当時の魔王を殺し、その力を奪おうと、した……堕おちた英雄達たちだ。それが、どうした……？」


    「お前の理想に対する反証だ」


    　私は瘴しよう気きの杭くいを発射し、勇者の手足に突き刺した。


    　勇者は再び地面に伏す。


    　そこに追加の杭を打ち込んだ。


    　勇者は寸前で聖剣を動かし、辛かろうじて防御した。


    　直後に腕を投げ出して吐血する。


    　聖剣の刃は、光を失いつつあった。


    「魔王を倒して平和を取り戻す。極めて真っ当な方法だろう。しかし、駄目だった」


    「どういう、ことだ……」


    「試したが失敗したのだ」


    　脳裏を数々の光景が過ぎる。


    　死者の谷で民衆に罵ば倒とうされた記憶。


    　片目に矢が刺さって閉ざされた視界。


    　死の淵に立つあの人の表情。


    　世界を救った私達への返礼は、選択の過ちをありありと表していた。


    　今でも片目と胸に疼うずきを覚えることがある。


    　もはや存在しない部分だというのに。


    「名も知らない聖剣の勇者よ。お前の主張は何も間違っていない。私もかつては通ってきた道だ」


    　狂っているのはむしろ私だ。


    　悪逆の限りを尽くす魔王は、正義の使徒である勇者に倒されるのが王道だろう。


    　それを為なすことで人々は救われる。


    　私はそう信じてあの人に付き従い、ついには魔王を討とう伐ばつした。


    「ただ、世界はあまりにも残酷で、絶望に満ち溢あふれている。お前の理想が嘲あざ笑わらわれ、吐き捨てられるほどに」


    「……うぅ……」


    　勇者は既に虫の息である。


    　首だけを動かして、私を見上げるのが精一杯だった。


    　まだ生きているのが奇跡であった。


    　傷口から流れ出した血液が、じっとりと土を濡らしている。


    「ここで私の屍しかばねを踏み越えたとしても、いずれ深い絶望を味わっていただろう。そして私の言葉の意味を知る」


    　私は勇者に歩み寄る。


    　全身に杭くいが埋まるその姿は、憐あわれで無力だった。


    　しかし、嘲あざけることは許されない。


    　勇者という重荷を背負い、正義のために奔ほん走そうした青年だ。


    　彼は悪くない。


    　私を含めた世界こそが間違っていた。


    　正しさだけでは生きていけない。


    「お前はもうすぐ死ぬ。だが、平和を願うその意志は私が継ごう。お前にとっては本望ではないだろうが」


    「…………」


    　勇者は答えない。


    　彼は俯うつむいたまま動かなかった。


    　地面の血だまりが広がっていく。


    （ついに死んでしまったのか）


    　それを確かめるため、彼の身体からだを起こそうとする。


    　刹せつ那な、血みどろの手が私の腕を掴つかんだ。


    「あきらめてぇッ、たまるかああああアアアァァァッ！」


    　満まん身しん創そう痍いのはずの勇者が立ち上がる。


    　彼は私の腕を引きながら、白光に燃える聖剣を振りかざした。


    「──見事だ」


    　それだけを告げて、私は形見の剣を一いつ閃せんさせた。


    　途端、勇者が動きを止める。


    　彼の胴が斜めに割れ、そして静かに鮮血を迸ほとばしらせた。
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    　真っ赤に染まる視界。


    　夥おびただしい量の返り血が私を濡らした。


    　全身を伝い落ちるそれを拭わず、私は静かに佇たたずむ。


    　勇者は斬られた箇所に触れていた。


    　鮮血は断続的に噴き出す。


    　彼が手を押し付けようとも、勢いは一向に弱まらない。


    　血は絶えることなく湧わき続けていた。


    「……っ」


    　勇者は口を微かすかに動かしたが、声にならない。


    　彼はよろめいて吐血した。


    　耳を澄ますと、獣けもののように唸うなっている。


    （さすがに限界だな）


    　勇者の姿を見て私は判断する。


    　形見の剣は、彼の胴体を割っていた。


    　傷が浅かったわけでもない。


    　明らかに致命傷である。


    　気合いでどうにかなる問題ではなかった。


    「…………ぅっ、ぁ」


    　そのまま倒れるかと思いきや、勇者はぎこちない動きで前へ踏み出した。


    　一歩ずつ噛かみ締めるように、血をこぼして近付いてくる。


    　転びそうになっても決して足を止めない。


    　執念に燃える双そう眸ぼうは、私だけを見つめていた。


    　振り上げられたままの聖剣が震える。


    　私に一ひと太た刀ちを打ち込むためだけに掲げられていた。


    　消えゆく命の灯を尽くして、彼は懸命に進む。


    　そしてついには、私を聖剣の間合いに捉とらえた。


    「────っ」


    　勇者は半ば倒れるような形で聖剣を振り下ろした。


    　緩やかな速度の刃が、私の首筋に触れる。


    　聖なる光が骨の表面を焦がし、さらに食い込もうとする。


    　しかし、そこまでだった。


    　聖剣が私の肩から胴にかけてを撫なで切る。


    　渾こん身しんの斬ざん撃げきは、身に纏まとうローブを切り裂くだけに留まっていた。


    　勇者は聖剣を振り抜いた姿勢で硬直する。


    　そこから微み塵じんも動かない。


    　僅わずかな呼吸音すらも聞こえなかった。


    　私は勇者の顔を覗のぞき見る。


    　虚うつろな表情は、瞬き一つしていない。


    　両の瞳は光を失っていた。


    　どこも見ていない。


    　勇者は、死んでいた。


    　最さい期ごは倒れることなく、瘴しよう気きの力にも耐えて、人間の勇者として使命を全まつとうしたのだ。


    　限界を超えて戦ったその姿には、敬意を評する他あるまい。


    　ぴしり、と小さな音が鳴った。


    　聖剣に亀裂が走っている。


    　白い光が霧散し、刃が粉々に砕け散った。


    　柄だけを残して消滅する。


    　勇者の願いは、巨悪を倒して平和をもたらすことだった。


    　かつての私と同じである。


    　その先に待つ展開を知らないとは言え、平和を愛する心は本物と言えよう。


    　私は踵きびすを返して要よう塞さいへと向かう。


    　要塞は赤々と燃え上がり、夜闇を照らしていた。


    　悲鳴や断末魔は聞こえない。


    　既に魔王軍によって占拠されたのだろう。


    　その証拠に、周囲を新たなアンデッドが徘はい徊かいしている。


    　これは当然の結果だった。


    　勇者の力がなければ、抵抗の術すべなど存在しない。


    　直接は確認していなかったが、一方的な戦いが展開されたものと思われる。


    「魔王様っ！」


    　いち早く私を見つけたグロムが、凄すさまじい勢いで駆け付けてきた。


    　衝突間際で急停止した彼は、しきりに私の怪け我がの有無を確かめる。


    　よほど心配していたのだろう。


    　私はやんわりとグロムを引き離す。


    「特に怪我はしていない。大丈夫だ」


    「そ、そうですか……ご無事で何よりでございます……」


    　グロムは露骨に安あん堵どする。


    　相手は聖剣の勇者だ。


    　万が一の可能性も考えていたのだろう。


    　実際は杞き憂ゆうに終わったが、彼が心配するのも無理はない。


    「やあ、大将。元気そうじゃないか」


    　気楽な挨あい拶さつと共に現れたのはヘンリーだ。


    　戦闘の直後とは思えない雰囲気である。


    　ただ、衣服に付着した赤い染みと、血みどろの拳こぶしが何があったかを伝えていた。


    　さぞ大量の兵士を葬ほうむってきたのだろう。


    　彼にとって命のやり取りは、日常とさほど変わりないらしい。


    「俺も勇者と戦ってみたかったな。強かったのかい？」


    「とてもな。その名に相応ふさわしい実力者だった」


    「そいつは羨うらやましいもんだぜ」


    　ヘンリーは本当に惜しそうに言う。


    　彼は生きつ粋すいの戦闘狂だ。


    　己おのれの快楽のために殺さつ戮りくを繰り返している。


    　人間に対する復讐心などもなく、気分次第でどんなことだってする。


    　魔王軍に所属しているのも、戦争を楽しめるからであった。


    　その在あり方かたは決して善人ではない。


    　しかし、既に魔王軍には不可欠な男である。


    　そもそも私自身が、善悪で誰かを批ひ難なんできる立場にない。


    　今後も彼とは利害関係で手を組んでいくつもりだ。


    「魔王サマーっ」


    　ルシアナが要よう塞さいから飛ひ翔しようしてくる。


    　彼女は両手を広げて私の首に跳び付いてきた。


    　寸前でグロムが妨害しようとしていたが、ルシアナはひらりと回避してみせた。


    「すごいじゃない、勇者に勝つなんて！　魔王としての快挙ね」


    「それほど喜ぶことなのか？」


    　はしゃぐルシアナに思わず疑問を呈すると、彼女は少し眉まゆを寄せた。


    「当たり前でしょう？　先代魔王サマは、それを成し遂げられなかったんだから。先代勇者とアナタに負けてね」


    「……確かにな」


    　ルシアナに指摘されて記憶が呼び起こされる。


    　振り返ると何もかもが懐なつかしい。


    　あの時の出来事は、もう十年も前のことなのだ。


    　死者の谷で過ごした時間は、ひどく停滞していた。


    　あの人の亡なき骸がらを抱いて自問自答を繰り返すばかりであった。


    （──思い返すのは後でいい。今は感傷に浸る時ではない）


    　過ぎた過去より、現実を見るべきだ。


    　気を緩めている場合ではない。


    　こちらの内心を察したルシアナは、さりげなく私から離れて報告をする。


    「要よう塞さいは完全に占拠したわ。生き残った兵士も捕ほ縛ばくして、誰も抵抗できないようになっている。これからどうするの？」


    「勇者討とう伐ばつという目的は果たした。魔王軍は帰還する。速やかに準備を進めてくれ」


    　私の命令を受けた三人は、それぞれ要塞へと戻った。


    　あとは彼らに任せればいいだろう。


    　その場に残る私は、剣を持ったままであることに気付いた。


    　剣を横一線に薙ないで、勇者の血を振り払う。


    　ローブで刃を丁重に拭い、そっと鞘さやに収めた。


    　私はふと空を見上げる。
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    　そこには満天の星々が広がっていた。


    　恐ろしさを感じるほどに美しい。


    　地上の惨さん劇げきをよそに、幻想的な光景を展開している。


    　無意識のうちに私は独白する。


    「──魔王になった私は、勇者を殺しました。時代の流れに真っ向から背そむく行為です」


    　世界という流れは、きっと勇者の勝利を望んでいた。


    　悪は抗あらがえない力を以もつて排はい斥せきされる。


    　いつの時代もそれが良しとされてきた。


    　生前の私もそう考えた一人だ。


    　自みずからの才を善のために活いかそうと志した。


    　人間を虐殺することが正しいはずがない。


    　ましてや彼らの屍しかばねを操あやつって侵略戦争を行うなど、決して許される行為ではなかった。


    　私が何よりも憎み、撲ぼく滅めつしようとした悪である。


    　その権ごん化げとなってしまった現在の境遇には、運命の皮肉を感じざるを得ない。


    「ですが私は、自らの選んだ道を進み続けます。世界平和を実現するためならば、どこまでも堕おちていきましょう」


    　そのためなら如い何かなる犠牲も厭いとわない。


    　私は世界最悪の魔王だ。


    　あらゆる汚名と責を受け入れよう。


    　狂った世界を歪ゆがめるのは、狂った存在でなければ。


    「あなたが蘇よみがえるその時、新たな世界をお見せします」


    　誰にも届かない空虚な誓約。


    　それを私は夜空に告げた。


    



    



    


  


  
    あとがき


    



    　このたびは『処刑された賢者はリッチに転生して侵略戦争を始める』を手に取ってくださり、誠にありがとうございます。


    　本作は私の二シリーズ目の出版作品となります。


    　前作を読んでくださった方々はお久しぶりです。またお会いできて嬉うれしいです！


    



    　念願の二シリーズ目ということで、色々な創作秘話が語れればよかったのですが、これといった話題が思い付きませんでした。


    　強いて言えば、初のあとがきに苦戦していることくらいでしょうか。


    　小説執筆には慣れているのですが、こういった文章を書くことが滅めつ多たにないので、普段以上に頭を悩ませております。


    　あとがきって難しいですね。なんとも奥が深いものです。


    



    　さて、本作は「エンディング後の英雄譚たん」として物語が進行していきます。


    　すなわち魔王討とう伐ばつを終えた勇者と従者に着目したお話です。


    　序盤は復ふく讐しゆう劇のような展開を見せつつ、中盤以降は真の平和のために魔王が奔ほん走そうします。


    　ただのハッピーエンドでは終わらない、一風変わったダークファンタジーです。


    



    　個人的には、主人公であるドワイトを気に入っています。


    　各所にて垣かい間ま見みえる彼の葛かつ藤とうや目的意識、何より平和のために悪を貫つらぬく姿勢が好きです。


    　登場人物の中でも、作者の想定を超えて人間らしくなったキャラクターですね。


    



    　かつて世界を救った賢者は、現代の魔王として如い何かなる事を為なしていくのか。


    　今後も皆様の目で確かめていただけると幸いです。


    



    　最後になりましたが、本作に声をかけてくださったガガガブックス様、素敵なイラストを手がけてくださった白ぱい狼らん様、そしていつも作品に感想をくれた読者の皆様、本当にありがとうございました。


    　これからも様々な物語を綴っていくつもりですので、よろしくお願いします！


    　またお会いできる時を楽しみにしております。

  


  
    結城絡繰


    Karaku Yuki


    



    今作を執筆するにあたり、自分の好きな要素をたくさん詰め込みました。理想のダークファンタジーに仕上がりましたので、素敵なイラストと一緒に楽しんでいただけますと幸いです。よろしくお願いします！
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